
II. 研究活動の概観

1. 研究計両ならびに方針

本所の研究員は，それぞれ自己の属する専門分野の進歩発迂のために研究を進めている

が，研究所としてもある具体的な間題を採り上げたり，あるいは適当と認める外部からの

研究委託を引き受けたりする．これらは問題によって関係のあるいくつかの専門分野の人

々で，研究班を組織するしくみになっている．本所がほとんど工学全般にわたる専門分野

を持つため，このような総合研究態勢をとりうることが容易であり，また常務委員会の議

を経て決定するのでその炭会が’常に畏動的に用認される．大型プロジェクト研究として本

年より閲始された「都市における災害・公害の防除に関する研究」(3年計画，臨時事業費）

がその一例である．

加蒻研究の成果が打ち出されると，一歩前辿して，技術上，経済上の面から工業生咬化

への可能性を立証するためにこれを別餌の研究組織に移し，中間規模の試作または試険を

も行なっている． これら中間試険研究として行なう研究は，受託研究によって行なわれる

場合と，所内に設けられた特別研究審議委員会が，栂年特別にいくつかの研究諜題を，所

内各研究部から申請を受けて決定する方法とがある．後者は，韮置的研究でその発展が十

分期待される研究も同時に採り上げて特別の研究殴を注ぎこむようになり，昭和 46年ま

でにその件数 415を数え，その研究成果は，工業界への寄与の動脈となっている．受，if:研

究は，本所の自主的計圃をさまたげない範団で行ない，また短期間に結呆を求める目先の

ことばかりに力を注ぐことにならないよう注怠されている．

2. 研究活動の経過

大学の研究が，研究室を単位とする各部における研究の方法で学間の基磁研究を行なう

ことは，長い歴史に見られるとおりである．戦後は，科学の進歩に伴ない一つの問題をい

くつかの研究室が共同して総合研究的に行なうことが多くなったことも周知のとおりで

ある． このような研究傾向に対し一研究所に各唐門分野があって総合研究の態勢をとりう

ることが容易である機関は少ないこの点本所には特色があって，たとえば耐雲工学の研

究に土木建築工学と機械工学が協同し，最遥設計システムの闊兒研究に写真詞砧と電子油

算工学，交通問題に自動車工学，交通路工学，電子工学がそれぞれ専門を分担したり，マ

トリクス有限要素法の研究が共同研究によって成呆をあげている．

また，試険溶鉱炉の研究に自勁制餌）やアイソトープ技術を投入したり， レーザの研究に

霞気と光学の両面から1姐発を追めたり，ロケッ l、製作に邸張力鋼の研究から始まり，構造

力学と推薬エンジンおよび空気力学の詔分野が合体して作り上げるまで，間四に対して縦
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貫的にあるいは多而的に研究が行なわれてきているのである．総合研究態勢の実施には，

単にいろいろな専門分野があるというだけではなく，所内

があって，これらを結びつける機構が備わっていることによって，より特色的となる．

実用化研究は，初代所長がとくに強調され，本所の設立趣謡書にも記されている研究所

の使命の一つで，大学の研究が工業技術として役立つために極めて重要なものの一つであ

る．悲続研究と工業生所との間を満たすものが戦前の多くの大学研究ては欠けていたの

で，本所では，これを中間試験研究あるいは中間試作研究という名のもとに設立以来実施

している．観測ロケット特別事業や試験溶鉱炉の研究はこの例であるる．

近年は，基礎研究が相当進み，その完成が近く期待される段階にあるものを選定し，特

別研究とすることも行なっている．たとえば電子計算搬，大型振動台，写真測最図化機，

近代的な分析諸設備をはじめ，多数の本研究所特有の設備が充実されている．

3. 研究の形態

本所では上に述べた研究方針に従がって輻広い種々の形態の研究が行なわれているが，

これを大別すれば特別研究 I, 同IT, 一般研究A・B, 共同研究ならびに各部における研

究に分類される．特別研究Iは文部省国時事業の 3カ年計画第 1年度として本年より開始

された「都市における災害• 公害の防除に関する研究」で所内の広い分野の研究員が参加

している．特別研究IIは甚説研究が進み，その完成が近く期待される段階にある研究，中

間試険あるいは試作研究を所内の特別研究審議委員会が伯年選定し，径常的研究費とは別

！こ研究費を支出しているもので，この中には 2年あるいは 3年以上継続して完成する研

究もある．一般研究A•B は文部省科学研究費補助金による研究の内，一般研究A·B と

して行なわれたものである．

共同研究は前に述べた如く総合的な研究態勢が容易にでき得る本所の特色を生かした研

究で，さらにこれらの研究を活発化するため共同計圃推進制度を設け，研究連絡その他に

要する研究推進費を交付している．また文部省科学研究費補助金総合A・Bも含まれる．

各部における各研究室が設定する各個研究は本所の研究進展の核をなすものであり，各研

究者はその許想と開発に意を注ぎ，広汎，多種な研究が採り上げられている．

4. 昭和46年度の研究の現状

A. 特 別 研 究 I

都市における災害•公害の防除に関する研究

都市災害公害の防除に関する研究組織

(I) 都市構造物の耐震強度の調査研究

(1-1) 埋設物の耐震強度に関する研究
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教授久保度三郎・助教授田村重四郎

(1-2) 構遣物の勁的強度に閃する研究

教授田中尚・教授柴田恐・教授久保疫三郎

助教授佐藤裔芳• 助 教 授 岡 田 恒 男 ・ 助教授高梨晃一

(1-3) 振動減衰装骰に関する研究

敦授亘罪肛・教授柴田的・助教授川骰，斤也・助教授佐貸註芳

(lI) 都市交通公害対策の調査研究

(2-1) 都市内道路交通制御に関する研究

教授森陀義雄・助教授越正毅

助教授高羽禎雄・助教授浜田喬

(2-2) 都市における騒音振動の防除に関する研究

教授亘理厚・教授石井聖光・助教 授 大 野 進 一

(2-3) 電力供給システムの侶頼度に関する研究

教授河村逹雄

(I[) 都市廃棄物対策の開発研究

(3-1) プラスチック類の燃焼，熟分解による処理に閃する調査研究

教授山辺武郎・教授河添邦太朗• 助教授早野茂夫・助教授詞橋浩

(3-2) 光分解性高分子の開発に関する調査研究

教授浅原照三・助教授後藤信行・助教授本多偲—

助教授妹尼学・助教授白石振作

(3-3) プラスチック廃棄物の処理体系確立のための月査研究

教授 汲 原 照 三 ・ 教 授 野 崎 弘 ・ 教授巾村亦夫・教授武顎義一

昭和 46年度から臨時事業として次に示すような研究糾縦をもって「都市における災害・

公害の防除に関する研究」が閲始されることになったが， これは (I)都市構造物の耐震

強度の調査研究， (IT) 部市交通公害対策の調査研究， (TI[) 蔀市廃棄物対策の開発研究，

の三つの研究を向う 3カ年間にわたって，同時に展開する大型フ°ロジェクト研究である．

これらの研究課題は，現代都市が訳而する問題の中でも，抜本的対策の渇仰されている軍

要問題であり，昭和 46年度においては以下に述べるような汗動が展開された．

(I)都市構造物の耐震強度の調査研究

埋設物の震害と地盤との関連をより明らかにすることを目的として，ボーリングによる

ける水道管の震署との相関調査を行なった．また，地

震時の地盤の変位振幅，地中地震計による沖積附iにおける地霞叶の振幅研究も併せて行な

った．構造物の動的強度に関する研究の初年度計両として，構造物の動的破壊試険装岡を

開発，本所千葉実験所に建設した．現在，都市構造物の耐震設計法の確立をめざして，同

装置を用いて，莉々の構造物の動的破壊試険が行なわれている．

また，構造物の振動減衰性を，刊t極的に高めるためのオイルグンパを試作し， ヒンジ形

式のフレームに組み込み，正弦振動に対する応答解折その他の実験的研究を行なった．
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(l[) 

本研究は自励車の交通公害を除去するための対策を闘査，検討することを目的として，

野外実験ならびにジミュレーションに基づく交通制御の論理の閲充と，実測を基蒻とする

交通騒音の調査，解析とを中心的課題としてとり上げ，さらにひろく都市の平常時におけ

る撮能低下に密接なかかわりをもつ振励，騒音公書の除去，霞力系統の閏害除去の問題を

己貪して，移動伝逹，地上蝶J党の諸システムの最道化をはからんとするものである。

此設の交通流ハイプリッドシミュレーションシステムを用い， 9交差点線状道路網のシ

ミュレーションを実行するとともに，新設の交通流シミュレータのl謁光をすすめ，面状街

路網における渋滞解消方策の検討を行なった．

また 46年度において東京都内の実際の 5信号交差点を電子註算楓によって直接制御す

る蜀外実験システムを建設し， 47年度以降において交通公害の悩減を目的とした交通信

号制御論理のI謁発を行なおうとしている．騒音については交近騒音諒に図する基靡調査，

交遥騒音の伝搬に［息する模型実験，市街地における交通騒音の実態調査，また振励につい

ては公害振励の測定方法の検晶交通その他の原因による振励公害の実態調査などの諸項

目について研究を行なった．

直）

本研究は，部市の物貴生産変換懐能の綿持と回復のための手段を工学的な側面から把担

し，評価し，開発するためのものであり，とくにプラスチック

の開発を具体的な目的としている．

まずプラスチック類の燃焼，熱分解処理に関する謁査ならびに研究として，プラスチッ

ク中の金属の分析と処理後の重金属による汚染の予測に関する研究，プラスチックの隷分

解および接触分解の研究，プラスチック燃焼装箇のI開発に関する砧嚢的研究が行なわれた．

次に）［分解性高分子の閲発に関する調査ならびに研究として，プラスチックの光化学酸

化分解の研究，光分解型高分子組成物の閲発研究，高分子主鎖の光転位反応を利用する光

ステム

分解性高分子の研究が行なわれた．

また，プラスチック廃菜物の処理体系確立のための謁査，研究も並行して行なわれた．

B. 特別研究 II

1. 超高真空系による中・高速電子線回折装置

教授一色貞文・助教授本間偵ー・技 官米岡俊明

清浄な表而に関する表而現象を研究する目的で 10-9-10-10Torrの超高真空系をもつ

中・高速電子線 (1-30Kev)回折装四を試作した．本装骰は，試料を約 700℃ まで加熱

することができ，上下 55mm, 360° 回転，土100傾けることができるマニヒ°ュレータをも

っている．銅単結晶区よる同折パターンの観察に成功し，引続いて金属表而に関する研究

を進めていろ．
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2. 超音波による応力ならびに残留応力の測定に関する研究

敦只乃詞安生

臼国tと詞いの噸剋による巳音没椅位を1廿し＼た音:'it以Ii・厨昌が応，｝」芦らびに殴笥応力の

測定法として行望であることは従来より提唱されているところであり，当研究安において

も蚊年ふ 1-IOMHzの紐音戌i乳哀とを用いて研究を逆め秤々の成果を上げて末た．

はさらに詞定粕良を上げ，幻定箇団を拡げる目的で， MATEC社製畠音泣減哀閾走裟，尺

10-310MHz) を設置し，金属叫反試料についての研究を進めた．

3. 材料減衰の力学および物性の研究

教授山田工淵73・ 助手粕竹千三郎・ 技 官 山 本

材料の力学的特性を一般化 Voigtあるいは Maxwellモデルで表示することにより，

材料減及 (materialdamping) のi闊四を統一的に取り扱うことを目的としているー］用諭

では， ff限要ぷ法による周設政応答の解析を行ない， これに併行^ して， i州晨勁・ 正如勁そ

訊ぞれ自励および他励方式の内部i享掠測定装間を設仙充実することができた．

4. レーザ共振器用多層蒸着膜の研究

助教授小合

レーザ共振悶反射鐙の性能，特に従来無視されていた散乱率と吸収率はレーザ自体の性

他に決定的な彰＇;らりを与えろことが解析された．軟分球を用い

また多璽反射を利用して反射率を求めた．咬余と

して吸収率が求まるが，各秤の禁許試料について測定した結果特に高屈折率屈として茂化

セリウムを用いた多罰膜には 0.5-0. 8% Iこi皇する吸収が図められた．かわりに二酸化珪

素を用いたものでは吸収は少なかったが散乱率は大差なかった~

5. マスク合わせの自動化に関する研究

数且大島原次郎・研究凰託校本義雄・受託研究い悩l木

集積回路 (IC)の製作においては，フォトエッチング技術を応用するため， IC l叫路パ

ターンをフォトマスクによって露光しエッチングする手法を何回も綬り五さなげればなら

ない．そのため，幾近りものフォトマスクを正『点に位憫合わせする必要がある， この作業

を自動化する目的で，特殊光霞罰徽泣による位置検出とパルスモータによる微小駆動台と

に特徴を有する

6. 

ある．

助敦授叫］沢一郎

ための）

揺状深紹過程においては，きわめて高い熱伝辻率 (20万kca¥im2h℃以上）が実現され

るが，それがどのような恨構によるものであるかを解明するには，何よりも液乳闘の兄生・

成長・合体などの微細で高速な現象の観察・測定が必要である．本装四（ストロボキン・
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システム）の使月によって，直径 1μ 程度の液滴の挙動が侮秒 1万コマの速さで捉えら

れ，それを加こして滴状凝縮における伝熱理論をつくりあげることが可能になりつつあ

る．

7. 回転鍛造の研究

助教授中川威雄・助手天野 富男

四I転鍛造の品霞的な加工機構の解明と，その応用の拡大をはかることを目的としてIJiJ始

した研究である．本年度は回転鍛造による高密度圧粉体の連続成形システムを閲発すべく

基礎実験を行なった． （一部選定研究費）

8. 時間差のある不規則二入力をうける機械系の

地霙応答に関する実験的研究

請師鈴木浩平

複数の不規則入力をうける様械構造物の応答解析を既有の実地震波および雑音発生器を

用いて人工的に作成した校擬地震波を用いて実験的に研究している．構造物系に作用する

多入力は互いに時間差をもっていると考えられるので任意の時間差を発生できるむだ時間

発生器を使用し，筒単な構造物モデルによって応答解析をおこなっている．

9. 超高周波圧電表面波素子の研究

教授尾上守夫

超音波の辿度は電磁波の辿度に比べて遅いために同一周波数に対して波長もそれだけ短

くなる． したがって波動の共振，伝播を利用する回路索子を構成する場合超音波によれば

非常に小型にすることが可能である．とくに物体表面に名｝って伝わる表面波を使用すると

途中で信号の出入が自由になり，また集紐回路技術が適用できるため広灼域化，絨産化も

可能になる．このように索子の間発を目ざし，まず LiNb03板上の表面波の特性を調べ

ている．

1 o. 光学的方法による急しゅん波衝撃電圧

の発生ならびに測定に関する研究

教反河村辻雄• 助教技高羽禎雄・助 教 辰 肱jj: F.klー

助手北条準ー・技官大平矩史

Qスイッチレーザ光を放追ギャップに照射し，ナノ秒のl行の波頭長を有する急しゅん波

伽憔電圧を光生させる方法について品従的検討を行ない，最適の電圧波形を得るための条

件につき検吋を行なった．また発光ダイオードを利用して， 5ナノ秒の応答時間を有し，

lOOOkV OJ波高値まで揺どし得る高性能分圧器を試作し，その性能向上のための研究を行

なった．
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11. レーザ伝送路応用測定解析装置の研究

『長;II'- I愕—

千葉実験所に設置されてあるレーザ・ミリ した， レーザ・ビーム伝送

系の応用測定装骰を開発するものである． レンズを用いたレーザ・ビーム伝送路における

大気のゆらぎの影轡の測定，土木構造物における振動変位の測定などの応用研究を行な

う． 韮礎的解折を行ない，

置を試作した． （選定研究費）

12. Ti02を用いる新記録方式の研究

教授野崎 弘

画像形成に光の信号を用いる写真法は銀塩写真と電子写真とがある．

調度など画質にすぐれ，電子写真は製造コストと作業性にすぐれているこ

をいっしょ！こした第 3方式としての酸化物半甜体を感光材料とする写真方式のI開発であ

る. Ti02を感光材料とし，その感光と像をうるための遠元作用機構を開確にする．さら

に Ti◎感光紙の光起電力と現像による黒化度との関係をしらべその優位性を認めてい

る．

13. 1, 3—双極化合物の光化学反応

白石振作・助教授妹尾 学 ・ 教 授 浅 原 照 三

技官島村那珂子・大学院学生池内 党

ニトリルオキシドの光異性化反応によるイソシアナートの生成楓構を明らかにすると共

に，その応用について検討を加えてきた，また，ニトリ Jレオキシドとキノン類との反応に

おける光化学的影訂についても検請を加えている．

14. 耐熱性弾性材料に関する研究

助教授後i慕信行・助教授早野茂夫・助教授妹尼 学

中島利減• 技官李 醗縞・大学院学生鮫l砧佼—

本研究はシリコンゴムの主構造であるポリシロキサン系ポリマーと，耐熱竹：高分子の阜

位構造であるベンズイミダゾール類似の芳香族化合物の組合せにより，耐熱性弾性材料を

得ようとするものである． ずフタルイミド，ナフタルイミドなどに続きピロメ

リット酸ジイミドとクロルメチルシロキサン頬を反応させつぎのようなポリシロキサンオ

リゴマーの合成について研究を行ない，二，三の新しい誘尊体を得た．また四塩化ケイ乳・ミ

との反応についても研究を聞始した．

CH, CH, 
—oc"" I I /CO-

-oc/ I 
N-Si-(-o—Si-)-N' 

I 11 ""co— 
CH'CH, 
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15. 海底地形の精密測定

孜授丸安隆和・助教長村JI i芝沿

海中につくられる土木枯造物の設叶，施工にかかせない海底地形のi介密測定）j式につい

て実翡食(iりな研完を辿めている．

16. ヒストリック・クォーターの開発手法の研究

助教辰付松貞次郎

ヒストリック・クォーター（歴史的文化地城）とは，従米の建物とか史恥とか点による

文化財の保存に対して，町並みとか町の中の一地岐とか，血的な拡がりを持った文化的地

域を指すもので，わが1玉lでは全く新しい概念である．その保存は多くの場合閲7[[1勺保存が

要求されるので，そのシステムの確立が緊要の諜坦になっている． この研究はある特定地

域にモデルをとって，その手法の開発を目指すものである．

17. 曲面構造の飛移座屈に関する研究

助 教 授 川 股 菫 也 ・ 助 手 半 谷裕彦

曲而構造の不安定現象の一前である飛移座屈に関して，罪論と実験の両面より研究を進

めている．理論而では，骨組で構成された曲面の幾何学的非線形解祈をおこなって，不安

らとらえると同時に，その発生某準を理論的に明らかに

した．また摩擦のないジョイントを試作し，立体トラスモデルを用いて実験を進めてい

る．

C. 一 般 研 究 A,B 

1. 材料の不連続境界における疲労破壊の進行に

関する破壊力学的研究

教投北川英｝ミ

複合材料・溶接構造物・表面処理材・介在物合有材料などの強度と破壊過程を明らかに

するため，悲本モデルとして巽材境界におけるクラックの破壊力学的解折と K関数制御シ

ミュレーション疲れ試険を行なう趣旨のもとに， K関改訓御疲れ試験機の製作費が交付さ

れ，その初年度経買 1,220万円を受け closedloop systemの破壊力学専用機を閲発した・

あわせて，異材境界の悲礎解祈と特殊試験片の製作および止霞的予備実険を行なった~

2. オリゴマー領域化合物の合成と物性に関する研究

教授没原照三・助教授早野茂夫・助教授本多健一

助教授妹尾 学・ 助教授白石振作

助手（特別研究員）田中貞良

主としてビニル化合物から誘遅される種々の官能基をもつオリゴマー領域化合物を対象
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として，その合成法の開鬼分子鼠規制手段の解明，分離定鼠法の確立，化学的手段によ

る改買，構造と物性の関連の解明を通して，オリゴマー領域化合物の悲本的な

を明らかにし，用途聞発のための悲礎的知見を確立した．

3. 新しい分離剤による無機物質の分離の研究

教長山辺式郎・教扱浅原照三・教扱武藤義一

助教授早野茂夫・助敦授妹尾 学

ぷ研究は新しい有様分離剤による海水溶存成分，直金属などの分雌を試みた．

付金により，無機物買の分祈装四として金）扇の定性にも便利な高周波プラズマスペクト）レ

と金屈の定鼠に必要な原子吸光分折装四，膜法試験装置 (2晶）を設置した．分

誼剤として液体クロマトグラフィではi陽陰混合イオン交換樹脂， ビニル系ボーラスボリ

マー，膜法では逆没透膜としてナイロン膜，圧透t斤膜として両性イオン交換膜を開発した．

4. 高強度材料としてのガラス状態の特質の解明とその応用

教授今岡 稔• 助教授本多健一・助手長谷川洋

ガラス状態の本質強度は大きいといわれながら，実際強度の小さいのはガラスの表而に

ある微細なクラックのためとされている．そのことを確かめクラックの入る原因，経過を

明らかにして，クラックのない本質強度に近いガラスを作ることが目的である．その第 1

段階として，ガラスの実測強度をどこまで狸論強度に近づけうるか，“クラックのない本

買強度とはなにか”を明かにするため，、湿度 10-3mmHg以下の位燥状態， 10舟nmHg以

下の真空状態，ー100℃ 以下の低温状態での強度測定，あるいは 2;1sec.程度の高速度切

祈を行ない，理論強度に近い実測強度を得た．またガラスのリボンを引き 2次元的拡がり

をもったガラス

5. 金属結晶粒界の微細構造に関する研究

助教授石田洋一・教授加蘇正夫・大学院学生劉 勝利

100, 150, 200℃ の各温度で時効した Al-4.9wt%Mg合金を 200Kv または 500Kv

電子顕微鐙で透過観察した．回折パターンから方位関係を調べたところ次のことが分っ

た. (1)釘相 (AlaMg2) は (100)面上〈100〉に沿って祈出する. (2)折出が見られない拉

界は全大傾角粒界の約 20%を占める. (3)祈出の見られない粒界は対応性のよい対応拉界

である．

6. プラント構造物系実大模型の自然地霙に対する応答の測定解析に

関する研究（継続）

教授亘理 厚・教授久保貶三郎・教授柴田 恐

教授川井忠彦・助 教 授 佐 藤 詣 芳

プラント構造物系の実大模型について，地震応答を計測し，そのデータを解析すること
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により， これらプラントの挙動を知り，在来の応答計算の手法を検討しようとするもので

ある．とくに長周期系・非対称系の応答について重点を置いており，長周期波の常時叶

測，高感度ねじり地震計などに特徴がある．地震研究所大沢研究室の協力を得て実施して

いる． （文部省一般研究）

7. 物体に作用する流体力の過渡特性の研究

教授石原智男・教授水町長生

助教授小林敏雄・助教授吉識睛夫

一様流中に置かれた物体が運動する場合，または変動流中に物体が四かれた場合，物体

に作用する流体力の特性は物体の連動や流れの変動の綬急によって異なると予想される．

そこで低乱れ低速風洞および流体力測定天秤を設四し，種々の形状の物体について定常解

のつみ重ねで説明できなくなるような運動，変動の限界値を系統的に確かめ，限界外での

変動流体力の特性を明らかにすることに繋点を置いて研究を進めている．

8. 図面読取• 立体図形創成のため自動システムに関する研究

教授柴田碧・ 出沢正徳・助教授和田英一（工学部）

各部における研究の項 2・82"立体図形の自動読取と創成に関する研究”の項に詳しく述

べてある． このうちに TOSBAC40よるデータ・リダクションを主として研究している．

9. 金属組織の動的安定性に関する研究（継続）

教授西川梢ー・助教授原善四郎

助教授石田洋一・教授山田嘉昭

昭和 45年度一般研究 Bとして 5,940,000円の交付を受け，低温用定辿歪引張試験装骰

1式を西川研究室に設置したのに引き続いて，その継続として昭和 46年度は 2,500,000

円の交付によって極低温装饂をこれに付け加えた．その間時効性合金 AlーZr合金および

Al-Zn-Mg合金の低温機械的性質を謁査している．

10. 半導体電極を用いる光電梧反応の研究

助教授本多健一・研究瞑託藤島 昭・助手（特別研究具）鋤柄光則

大学院学生木原哲昭・大学院学生渡辺 正

半尋体電極あるいは電極反応物質にその固有吸収域の光を照射し，励起状態として電極

反応をおこなわせる．これにより励起電極および励起分子の電極反応という新しい分野の

究明を目的とする．本年は主として Ti02電極について各種の塩基性色索，シアニン系

色素を溶液に増感剤として添加し，電極反応の増感のおこることを証明した．さらに第二

物質としてドナーあるいはアクセプターを加えたとこきこれらそれぞれ超増感剤および

減感剤として作用することも確かめた．一方これ等色索の電子エネルギ状態を理論的に求

め，半郡体電極のバンド構造と対比とそのエネルギ関係と増感能力との間に関連のあるこ

とを明らかにした．
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11. 粉体結晶における表面活性の解析に関する研究

助敦授高桐 浩・教授山辺武郎・ 助教 授本 多健 一

助手（特別研究員）堤 和男

扮体結且，＼の構造，とくに表面構造と よび化学的性質の相閃性を明らかにす

ることによって，粉体結品の表而活性の本質を解明することを目的としている．粉体の表

面活性は格子欠陥をはじめ多くの因子によって支配されるが，本研究においてはとくに表

面官能悲の構造と機能さらに表面エネルギに着目して研究を行なっている．

12. 高密度データ伝送系の全ディジタル化受信方式に関する研究

助教授安田清彦・助教授高木幹雄・助教授浜田 喬

技 官 山 田 文 彦 ・ 大 学 院学生古賀敬一郎

本研究は与えられた伝送路に，従来より高密度の情報を印加し，その結呆複雑な変形を

受けた受信波形に特殊ディジタル演罫処迎装骰によって適切な処理を加え，正しい信号判

定を行なうことによって，高価な伝送路の経済性を高めようとするものである．本年度は

伝送すべきデータ信号としてファクシミリ信号をとりあげ，従前から閲発と行なっていた

擬似ラングム入替えによる灼域圧縮多重伝速方式の送受信機に HITAC-10を中心とする

特殊ディジタル演卵処理装骰を適用し，種々の処理を行なって極めて良好な結果を得た．

13. 乱流による駿音，振動の発生機構に関する研究

教授勝田高司・教授石井聖光・講師村上周三

助手寺尾道仁・助手朝生周二

空気晶和ダクト系の送風気流に伴なう発生音の発生増幅機構を究明し，その防止技術の

研究を行なう．すなわち，ダクト系各部要索（直管，曲がり，分岐，拡大小，断面急変

部，吹き出，吸込横梢，空気調和機器など）を基本モデルに附き直し，その幾何学的形

状，振動的構造，変動圧，変励流辿等気流の性状，空間的音轡性状等諸鼠の間の時間的空

間的多元的閃係について相関技術・多変凪解折等を報入して測定を行ない，解析を進めて

いる．

D. 共同研究

1. 数値構造解析と計算システムの研究

教投大井光四郎・教授山田嘉昭・教授柴田 碧

教授 田中 尚・教授川井忠彦・助教授田村重四郎

助教授岡田恒男・助教授中桐 滋• 助教授佐藤壽芳

助教授川股重也・ 助教授高梨晃ー・講師横内康人

これは，昨年度までの課題“マトリックス有限要素法による構造解析の研究”を拡大し

た形の共同研究である．構造物の解折から，熱・流体• 生体など，非構造物の解折を含
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め，数値解法ならびにコンビュータによる計罪システムを総合的に研究することを目的と

している．この研究組織のメンバーが主体となった昭和 45年度，第 8回生研講習会“マ

トリックス法の応用”に使用のテキストは，その後の成果を増補した形で近く出版の運び

となっている．

2. ロールフォーミングに関する研究

教授鈴木 弘• 助教授木内 学

広幅断而のロールフォーミング加工に閃して成形条件因子と素材の変形形態の閲係およ

び製品形状決定のメカニズム等に関して辿翡的な面から実験的研究を進めている．この

他素材の変形径路と製品形状の関係についての解析的研究，特殊管の成形技術に関する

研究，悲本断面形状の成形に対する各種成形条件因子の複合効果に関する研究等を併せて

行なっている．

3. 内燃機関の排出ガスの無害化の研究

教授平尾 収・教授（併）森 政弘

助教授棚沢一郎・助手永田真一

内燃機関の排出ガスで問題となる主たるものは CO,CnHm, NOxである．低価額でし

かも機能維持のための保守に手のかからない無害化の手法の閲発に関する基礎的研究を行

なっている．

4. 非定常確率過程に関する研究（継続）

教授亘理 厚・教授柴田 碧• 助教授佐藤

講 師鈴木浩平・研究員原 文雄・研究瞑託消水信行

機械系に多く経験される非定常不規則振動について，その分散およびパワースペクト Jレ

の時間的変動を求める計算法，それらに対する搬械系の応答の解折などの研究を行なって

いる．

5. 大型機械構造物の耐震に関する研究（継続）

教授亘理 厚・教授柴田 碧

助教授佐藤和芳•助教授大野進一

機械および配管類を合む構造物の耐震設計のため，基準地震力の決定，機械構造物の振

動特性の解折ならびに励的な観点からする設計法の確立などを目標とした研究である．な

おこれに関連して不規則振動を受ける機械系の振動解析ならびにその統計的処理法の研究

をも行なっている．
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6. 不規則振動系に関する研究（継続）

教授亘理 厚・教授柴田 碧•助教授佐藤誨芳

助 教 授大野進ー・講師鈴木浩平・研究員原 文雄

研究嘱託清水信行

自動車走行中の各部振動，地震勁記録ならびにこれに対する機械構遥物系の応答，工作

機械系の振動等にみられる不規則振動自身の特性，これを入出力とする系の特性の推定に

ついて理論•実験の両而から研究をすすめている．非定常特性のみならず非線型特性もこ

れらの問題に深い関連を有している．本研究には，高速 AD変換器が頻繁に使用されて

いる． これは本所電子計邸機室の FACOM270-30にも接続され， 0正 lineでも使用され

るようになっている．

7, 防振設計に関する研究

助教授大野進ー・教授亘理 厚• 助敦授佐藤嘉芳

研 究 旦 杉 本 隆 尚 ・研究員黒田道雄

機械構遥物の防振設計の悲本は， ・結合条件とを適確に表わす計算モ

デルを作り，これについて固有振動計邸と応答計冥とを行なうことである． そのための幽

間として，本研究では，減衰を含む多自由度系の振励叶冥法と，搬械結合部に生じる減衰

とについて研究を行なっている．

8. 弾性系と流体との連成による振動に関する研究（継続）

教授亘理 厚 ・ 教 授 石 原 智 男 ・教授柴田 恐

助教授佐藤誨芳• 助 教 授 大 野 進 ー ・助教授小林敏雄

研 究 員 原 文雄

本研究は容盟・配管の内部あるいは外部に流体が存在することによって発生する振動に

ついて，プラント設計に際してどのようなプロセスで処理すべきかを検討しようというも

のである．流体柱共振・自励振動・乱流振動・ニ相流振励• 相変化振勁などがこの種振励

の主なものであり，その機構もかなり明らかになってきている． しかしながらプラント設

計に際し，それを予測し防止対策をほどこすことは，対象とする系が複雑なため意外にむ

ずかしい．本研究の最終目的は設計時にチェックリスト的に流体振動を検討する方法を確

立しようとするものである．本年度は配管内部の二相流振勁の起振力特性を理論的に解明

しようとする研究および流体中の管群の振動に関する問題点の検吋を行なっている．

9. 切削機構の動力学的研究（継続）

教授（併）竹中規雄・教授亘理 厚・教授柴田 碧

助教授佐藤訂芳• 助 教 授 大 野 進 ー・研究員杉本隆尚

研究員黒田道雄

工作機械で，切削時に発生する自励振動，加工物の表面祖さと振勁との関係等の問題に
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ついて解折をすすめるために切削機構の動力学的特性の解明が要請されているが，本研究

では，これを中心に，工作機械構造に関する研究をあわせて工作機械の性能向上を総合的

にはかるべく研究をおこなっている．

10. 工作機械の要素構造と全体構造の動剛性に関する研究

教授（併）竹中 規雄 ・教 授亘 罪 厚・教授川井忠彦

助教授佐藤壽芳• 助教授大野進一

工作機械構造は，ベッド，コラムなどの要素構造から構成されているとみなせるが，全

体構造の動間性を把握するために，各要素構造の動閾性を推定した上でこれをくみあげ，

全体構造の特性を知ろうとすることを意図しているまず旋盤を対象に，実系ならびに校

型の振動実険をおこない，あわせて板構造あるいは梁構造としての動剛性計邸法に関する

研究をすすめている． （一部文部省試険研究費）

11. 多次元情報の伝送および処理に関する研究（継続）

教授森脇義雄・教授斎藤成文・ 教授渡辺 勝・教授安達芳夫

教授尾上守夫・教授浜崎襄ニ・教授河村逹 雄・助教授山口楠雄

助教授 高 羽 禎 雄 ・ 助教授安田靖彦・助教授藤井陽ー・助教授高木幹雄

助教授生駒俊明・助教授浜田 喬・ほか所外 7名

写真のように静止した 2次元画像，テレビジョン，ファクンミルのように時間軸が加わ

った画像，ホログラムのように空間軸が 3次元となったもの，あるいは，カラーのように

色度座標軸が加わったものなど多次元情報の伝送および処理に関する研究を行なう，とく

に韮礎となる符号理論，信号論理，伝送理論，パタン認識理論に関する研究，テレビジョ

ン，ファクシミル等の情報の符号変換による帯域圧縮伝送方式の研究，宇宙飛しょう体か

らの画像の画質向上，医学，非破壊検査などで得られる圃像の電子計邸機による自動計

測，パタン認識，あるいは， レーザを媒体とする多次元情報の伝送，ホログラフィによる

三次元映像の形成と情報圧縮に関する研究などを総合的に発展させることを目的とし，大

体隔月に研究会を聞催し，活発な討論を行なっている．

12. 省力化計装の研究

教授 沢 井 善三郎・助教授山口楠雄・助教授原島文雄

技官嶋 田 淑 男 ・ 技 官 南 崎 義 輝 ・ほか所外 1名

原料倉庫から製品出荷に至るプラントの全工程について，なるべく完全に近い無人操業

と高能率，低コスト，高品質などの条件を両立せしめ， さらに故障時のシャット・ダウン

などを考殿した省力化計装について調査，システム・アナリシス， シンセシスならびに機

器の閲発を含む広い面からの研究を行なっている．

19 



13. レーザ・ピーム伝送実用化試験研究

教 授 斎藤成文・教授浜崎裏ニ・助教授藤井陽一

千葉実険所に設四されているレーザ・ミリ波伝送実験設備を利用して， レーザ光伝送実

用化，およびその応用に関する研究に使用する装岡の試作研究を行なう．

本年度においては，上記設備内に， レーザ・ビームのレンズ伝送装四を設四し，これに

より， レーザ光の FMヘテロダイン遥信方式の実験，および，これを利用した伝送路にお

けるゆらぎの測定を行なった． （試験研究費）

14. 多重モード圧電振動子とその応用に関する研究（継続）”

代表者教授尾上守夫•分担者助教授高木幹雄・所外 10 名

従来の圧電振動子は弾性体に存在する多くの固有モードのうちただ 1箇のみ利用し， し

かもトランスなどのような他の素子と組合せてはじめてフィルクが実現できた． これに対

し2箇以上のモードを利用してフィルタ等を直接実現できる多重モード振動子について，

各種モードの実用性の検討，新しい圧電材料の利用，設計の自動化に重点をおいた総合研

究を行なっている． （文部省総合研究）

15. 界面活性剤による水質汚濁の処理対策（継続）

代表者教授浅原照三・教授中村亦夫

助教授早野茂夫・所外研究分担者 8名

石油化学工業の発達にともない，酸化エチレンを原料とする非イオン界面活性剤が大且

に生産され，陰イオン活性剤が主成分であった合成洗剤の原料の一部として，また染色助

剤，農薬の乳化剤として消費紐が大幅に増加した．このような非イオン界面活性剤の生分

解性についてはいまだ諸外国でもはっきりしたきめ手がない．そこで種々の方法により非

イオン界面活性剤の生分解実験を試み，予期したよりも分解が早く進むことを見出した．

現在，引きつづきこの検討をつづけている． （文部省科研毀総合研究）

16. 放射性同位元素の工業への応用（継続）

教 授加藤正夫・教授松永正久・教授森脇義雄

教 授浅原照三・教授一色貞文・教授安逹芳夫

教授山辺 武郎・助教授後藤信行・教授河添邦太朗

教授河村逹雄・助教授高羽貞雄・助教授石田洋一

助教授中根千富• 助手井上 健・ 助手佐応乙丸

本年度行なった研究は次のとおりである．

1. 時間分析器の高速化に関する研究（継続）（高羽）

2. 小型溶鉱炉への RI の応用（継続）（中根• 佐藤）

3. 高分子化合物への RIの応用（継続）（浅原・後籐）

4. オージェ電子オートラジオグラフィの研究（佐藤• 井上）
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5. イオン交換操作研究への RIの応用（河添）

6. 放射化トレーサ法ないし放射化分析法による金属の腐食の研究（加藤• 井上）

7. 活性炭吸許法による放射性廃棄物の処理（河添）

8. RI利用による多孔質体内の有効拡散係数の測定（河添）

9. イオン交換膜透過機構の研究（山辺）

10. メスバウア効果の金属への応用（加藤• 石田・佐藤）

11. 後方多霊散乱ガンフ線を利用する厚さ測定に関する研究（加藤• 佐藤）

12. トレーサ実険における放射能測定に関する研究（加藤• 佐藤• 井上）

17. . アイソトープをエネルギ源とした発電器の開発研究（継続）

教授加藤正夫・教授松永正久・教 授 安 達 芳 夫

教 授 河 添邦太朗・助教授明石和夫・ 教 授 河 村 逹 雄

助教授棚沢 一 郎 ・ 助 教 授 石 田 洋 ー ・助手佐藤乙丸

アイソトープを熱源とする発電器の設計に伴なう諸問題を解決する目的で始めた．今年

度はひきつづき熱電変換素子 Pb-Te合金の製遣に関する研究をとりあげ，不純物をドー

プして熱電索子を製造し， P形とN形をつくってその特性試険を行なった．また，放射化

分析法および 1311 で標識した Pb-Izをドープすることにより， ドーパントである Naと

Iの分布状況を調らべた，

18. 高炉の総合自動化に関する基礎的研究（継続）

教授沢井善三郎・教授（工学部）吾妻 潔 ・教授加藤正夫

教 授 （ 工 学 部）松下幸雄・教授館 充・教授河添邦太朗

教授（併任）森 政弘・助教授中根千宣

高炉製銑フ°ロセスの自動化の砧礎的諸問題，すなわち炉内のガス分布および温度分布の

変化，鉱石の還元特性，装入物の炉内における運動状態などの調査を継続して行なうとと

もに，羽口よりの天然ガス吹き込み，低反応性コークスの使用などによりコークス比低下

の機構などを調査した．送風温度の上昇，炉高を lm高くした結果，コークス比は 600

kg/t-p台となり，大型高炉との相似性に新局而が得られた．

19. 耐震構造学研究センター（継続）

名警教授坪井善勝・名芥教授岡本舜三・教授亘理 厚

教授久保慶 三 郎 ・ 教 授 田 中 尚・教授柴田 恙

助教授川井忠彦・助教授田村重四郎・助教授佐藤壽芳

助教授川股重也・助教授岡田恒男・助教授高梨晃一

助教授片山恒雄・ 講師鈴木浩平・助手佐藤暢彦

助手森地重暉・研究員田治見宏・ほか所外 4名

本年度は，計 9回の研究会を持ち，土木，建築，機械構造物の耐裳工学上の研究成果や

諸問題を提供して，各専門分野の研究者によってさまざまな観点から検討を加え，研究の
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促進を計ると共にさらに大きなプロジェクトを推進するために，酎虞工学の研究設備の充

実に努力している．ま の研究の進め方についても討議した．“生

研公開”に際しては共同展示を行ない，本センターの活動状況を一室において理解できる

ように努めた．

また，例年のごとく， 2月に Bulletinof E. R. S. No. 5を印刷発行し，広く海外の

した．

20. 水資源の存在状態に及ぽす人的影響に関する研究（継続）

教授（代表者）井口昌平・研究担当高相 裕・外 15名

この研究は，文部省科学研究費による《水資源》のひとつとして昭和45年度から 3年

間の予定で行なわれるものである．昭和 46年度は，流況，河道状態，河口付近の状態，

地下水の状態および水質の状態などに及ぼす人的影粋に関する研究を行なった．

21. 海中浮タンクの地震時挙動に関する研究

教授井口昌平• 助教授田 村 重 四 郎

助手加蘇勝行・助手吉野文雄

海中に建設される貯油用大型円形浮タンクの動的特性を実験的に調査すると共に，その

結呆を用いて構造の応力度を冥定し，地震時の安全性の検討を進めている．
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E. 各部における研究

第 1 部

1・1 体梢力のある流れの研究（継続）

教授成穎文雄・助手金子幸 臣・技官西島勝一

成層流体，回転流体，電磁流体は体積力としてそれぞれ浮力，コリオリの力，ローレン

ツカをもつ． このような体積力が影轡をおよほす，物体のまわりの流れを特巽摂動法で研

究している．本年度は成脳粘性流体中の球のななめ運動を解折し，球に働く抗力，揚力お

よび球の回転数（または卜 Jレク）を決定したまた成刑回転流体中での球のおそい運動も

計罫している．

1・2 Navier-Stokes方程式の数値解法の研究（継続）

教 授 成 頗 文雄・助手金子幸臣

非圧縮・ 枯性流体の一様流中に静止物体のあるときの定常流を，無限遠領域の問題と非

線形性の間屈を中心に調べている．また境界に角のある場合の取扱いについては，まづ多

角形（無限）領域の Stokes問題の数値解法を解決した

1・3 ホログラフィの研究（継続）

教授小瀬輝次• 助教授小倉磐夫

助手（特別研究員） 芳野俊彦・助手久保田敏弘

情報の光学的処理法の研究の一環としてホログラフィの研究を行なっている．ホログラ

フィによる収差の研究， リップマン型ホログラフィの研究，計邸機ホログラフィの研究を

行なっている．

1・4 ・ 情報理論の光学への応用（継続）

教授小瀬輝次・助教授小倉磐夫

助手（特別研究員）芳野俊彦・助手久｛呆田敏弘

光学系を空間周波数フィルタと考える観点に立って光学系の性能評価の研究，超解像光

学系の研究，合成開口光学系の研究を行なっている．

1・5 気体レーザ装岡の研究

教授小瀬輝次• 助教授小倉磐夫

助手（特別研究員）芳野俊彦• 技官千原正男

(1)気体レーザの性能に支配的影急原を及ぽす反射鍛而の多屈蒸着膜の透過率，反射率，吸

収率および散乱率等の測定評価を行ないこれと蒸許膜製作過程の諸条件との関係を研究し

最終的には気体レーザ自体の性能向上に資する．
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(2)現在開発中のカドミウム，セレン，テル）レ罪の金属イオンレーザについて最適な方式

を求めるため管球構造および放電形式について韮礎的な実験を行なっている．

1・6 気体レーザにおける励起および輻射過程の研究

教授小瀬輝次・助教授小倉磐夫

助手（特別研究員）芳野俊彦・技官千原正男

各種稀ガスおよび金属蒸気レーザについて，

(1)実験的あるいは理論的に求められた電子一原子（イオン）あるいは原子（イオン）相

互の衝突断而積を用いて逆転分布にまで励起される過程を聾的に解明する．

(2)実険的あるいは理論的に求められた辺移確率を用いてコヒーレントおよびインコヒー

レントな輻射過程を定屈的に捉える．

(1), (2)を通して気体レーザの動作特性を原子的パラメタによって組立てる．

1・7 招音波音場に閃する研究（継続）

教授鳥飼安生

前年度に引き続き，円形音源による音場の IntegratedOptical Effectについて研究を

進め，次いで固体中の弾性彼の場に関する詳しい数値計邸を行なった．

1・8 金屈の塑性変形に及ぼす超音波の作用に関する研究（継続）

教授烏飼安生・助手藤森肥雄

金屈材料に超音i皮振動を加えながら紐性変形させるとその変形抵抗が著しく減少する効

呆 (BlahaEffect) における超音波の悲本的作用（転位への作用，工具と被加工材との接

触而における駈擦の減少，材料の温度上昇など）に関する砧悦的研究を行なった． さら

に，この効果の応用として，銅，タンタルの線引きにおける超音波の作用の研究を行なっ

た．本研究は，山田研究室との共同研究である．

1・9 超音波計測に関する研究（継続）

教授島飼 安生・技官李 孝雄

技官小久保旭 ・流動研究員岡田健一

前年度に引き続き，超音波を用いた応力ならびに異方性の解行に関する研究，および金

屈材料の疲労試験時の超音波伝播特性の変化に凋する研究を行なった．

1・10 超音波による高分子化合物の研究（継続）

教 授鳥飼安生・大学院学生金森 克

に関する研究を前年度に引き続いて行ない，さらに

超音波枯度叶による高分子溶液の枯度と重合度分布との関係について研究を進めた．
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1・11 ブリユアン散乱による超高周波超音波に関する研究（継続）

助教授根岸勝雄・大学院学生高木堅志郎

He-Neレーザと気圧掃引型ファプリ・ペロ干渉計を用いて 1-7GHz領域における液

体の音速と吸収の測定を進めている．本年度は測定梢度を上げろために装骰の改良を続け

るとともに，測定値の計卵機処理を行なう準備を進めた．

1・12 光散乱法による超音波の測定に関する研究（継続）

助教 授根 岸勝雄・助手山崎正之

超音波による光の散乱現象を三次元の楊合について定式化し，この式を用いて，音薯光

散乱の時間的ならびに空間的インパルス応答について検討を加えたまたラマン・ナス型

光変調器の位相変謁度（ラマン・ナス・パラメータ）の空間依存性について理論的な考察

をおこなった．

1・13 超音波の映像に関する研究（継続）

助教授根岸勝雄

超音波の強度分布を可視像に変換する方法について研究を辿めている．本年度は主とし

て超音波による液体表面の変形を利用する方法について検討したが，数ミクロン程度の液

面変位を筒単に測定できる方法を見出し，超音波音楊の測定に有用であることを確かめた．

1・14 極趙音速気流の研究（継続）

教授（併）玉木章夫

超音辿気流中におかれた各種物体の空気力学的特性について迎論的ならびに実験的研究

を行なっている．

1・15 極高真空における圧力測定（継続）

教授（併）富永五郎・助手鈴木襄文

極高真空領域での圧力計として，双曲線型高周波電場による型のものを検討している．

電極形状による双曲線電場発生領域に関し，電解槽実険および計算をおこなっている．

1・16 極高真空の作成と測定

教長辻 泰・技官金文沢

ガラス製真空装四によって l0-12Torr台の極高真空を作成し，真空叶の残習遥流を支

配する軟X線効果が， 10-11Torr台と 10-12Torr台とで異なることを見出した．この相迩

は電極の表面状態に原因するものと思われるので，その微細構造の観測により，電極表面

の汚染を検出する方法を検討している．
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1・17 ― エネルギ分祈による表面の研究

敦授辻 泰・大学院学生三油忠男

オージェ屯予のエネルギ分祈と低速電子回折により，モリプデン (110) 面に吸着した

一酸化炭素の電子衝撃による分解で生成される炭素について渇べた．炭素は屯子術撃を：

けた領域にのみ生成され，表面拡散はほとんど観察されなかった．またモリブデン (110)

面の原子的清浄表而の作成を，極低圧における酸化逗元法でおこない好成績をおさめた．

このような清浄表而では，入射電子のエネルギ損失に，徽細構造が見られる．

1・18 おける混合気体の物理吸恙

教授辻 泰• 技宜汲尾 薫

10-10-10-6Torrの圧力範附において，窒素，クリプトン～一酸化炭素，クリプトン～キ

セノン，の混合気体を， 77.4°Kにたもったパイレックスガラス表而に吸着させると，時

間の経過とともに，一酸化炭素とキセノンの吸許紐が増加し，窒索， クリプトンの吸粋鼠

が減少する． この過程をマスフィルタによって詳細に観測したまた混合気体における吸

着呼温線も求めた．

1・19 X線および X線励起電子の表面近傍結晶場における

教授辻 泰• 講師菊田裡志• 技官浅尾

単結晶でのX線 (0.5-10 A.)の回折現象，およびその回折過程で結品から放出される

）じ電子やオージェ電子のエネルギ分折，結晶方位依存性などをしらべることにより，結i,占

表而付近の格子の乱れや不純物原子の配骰などに関する情報が得られるので， その県りiiiを

迎めている．

1・20 X線ホログラフィの研究

謁阻i 紺且I'i星志

X線ホログラフィを利用して高倍率，沿i分解能のX線顕微絞を作るための品閤実験を行

なった. CKaのX線を用いて政ミクロンの大きさのモデル的な物体のホログラムを作製

し， レーザ光で再生して， 221倍の拡大像を得た．さらに高分貿能の再生佼を得るため

に， 極微小焦点のX線源を製作している．

1・21 熱1:い性子による動力学的回折現象の研究

講師鉗j田渥志

棗海村の厭子炉を利用して，完全に近い単結晶における動力学的な回折の実険を行なっ

ている．その一つとして，二結晶配殴で， くさび形をしたシリコン単結晶中に生ずる十渉

縞を写真法および叶数法で観察した．現伍，高粕度ゴニオメータを整備中であるが，その

完了後，励力学的回折効果を用いて，核散乱振輻の粕密測定を行なう．
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1・22 X線回折法を応用した金属凝固組織の研究（継続）

教長•一色貞文• ほか 1名

長隙ラウエ法（透過，反射）の理論的な検討と測定法の確立を行なった． この方法は育

成したままの大きな金属単結晶の凝固組織を般察するのに有効な手段であることを確認し

た. Striationの潜伏期間の測定，サプグレインの方位の測定等を長隙ラウエ法によって，

短時間で行ないうることを利用して，検鮫法を補助手段としながら，ひきつづき， Stria-

tionの観察とその発生機構の考察を行なっている．

1・23 一方向凝固による合金の凝固組縦制御の研究

教 投 一 色 貞文・助手片岡邦郎

助手山沢富雄・ほか 1名

合金において，一方向凝固を利用し，凝固条件を制御して，結晶，サプグレイン，晶出

相等の凝固組織が一方向に並列して伸びている材料を作ることができれば，金属材料の研

究および実用に寄与するところが大きい． 薄板帯状の Al-Cu合金を一方向凝固させ，凝

固条件および凝固進行に伴なう微細組織の変化，柱状晶間の成長過程における競合排除と

結晶方位，下部組織熟流方向との関係，これらに対する微細化元索添加の効果等につき

検討報告した．またこれらの現象を利用した単結晶の製作法，さらに熱処理を加え，高温

で安定で強度の大きい複合組織の製作法などを目的とした研究を行なっている．

1・24 }Jfl圧炭酸ガスによる軟鋼の腐食に関する研究（継続）

教 長 一 色 貞文・助教授本間禎一

助 手山沢富雄・ほか 1名

酸化反応生成物の形態的観察および合金元索の影管について研究を行なった．固相内拡

散と共に気相を介する反応物質の拡散によって反応が進むことを示す実験事実をうること

ができた高温X線回折法による酸化物結品の粒度および結晶粒成長を伴なうエピタクシ

一挙動の変化の観察から，耐酸化性の劣化をもたらすプレイク・アウエイ現象発生を予知

するための二，三の知見をえた．

1・25 面微細構造の研究（継続）

助教長本「月禎—.. 技宜米岡俊明

金属の結晶表面に形成される形態的微細構造が材料の諸性質へ及ぼす影菩について明ら

かにする目的で研究を継続している．本年度には，形態的微細構造を超高襄空系内で同定

殴察をするための反射電子回折装四 (RHEED) を試作して，二，三の基礎研究を行なっ

だまた，ガス・サーマルエッチング法によって形成されるファセットおよびキンク構造

に及ぼす合金元素効呆について，合金単結晶を作成して研究を行なった．
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1・26 金属の高温酸化に関すろ基礎研究

助教授本間禎ー・技官米岡俊明・細井祥子

金属および合金の高温酸化における表面の形態的微罰構造およ

(sub boundary sturcture)が果す役割を明らかにする目的で基礎的研究を進めている．

本年度は，凝固条件を制御して内部微細構造を変化させた単結晶金属および合金を用い

て，初期酸化挙動と酸化陪内応力の発生挙動に及ぽすこれら微細構造の影密について， X

線および電子線回折法により研究を行なった．

1・27 高辿引張試験方法と試験機特性に関する研究（継続）

教授山田嘉昭・大学院学生永井吉彦

速度 20m/sまでの高速引張試験機を試作し，これによって高速引張試験方法を確立し

ようとする研究である．とくに荷重計測性能の向上を目的とし，技術的な改善，ならびに

荷菫計を含めた試険機系の応答と振動の理論解折を行なった結果，所期の速度域で安定し

た試険を実施し得る段階に達した．

1・28 モアレ法によるひずみ測定に関する研究（継続）

教授山田嘉昭・講師横内康 人 ・ 助 手 輪 竹 千 三 郎

本研究では，格子線を試料表而に焼付けてモアレをつくる方法を採用し， さらにエッチ

ングにより，モアレ法の応用を熱ひずみの測定に拡大した．本年度においてはレーザ光を

光源とする干渉法によるモアレしま数の拡大，およびデータ処理の間題を量点として研究

した． （文部省試験研究費）

1・29 材料の変形抵抗におよ （器翡詩涜）

教授山田嘉附・技官山本昌孝

超音波の照射が，材料の変形抵抗や摩擦と潤滑の状態におよぽす彩管を研究し，塑性加

工における加工性の向上に資することを目的している．あわせて，金屈学的な而から照射

効果を研究することが謀四である．

1・30 金国板材の成形性に閃する研究

教長山 田嘉昭・講師横内康人

試作した各種の池板試検械を用い，材料の特性ならびに潤壻の条件が成形性に及ばす影

曹を研究している．理論的研究では，ひずみ増分理論による板および殻の軸対称変形の一

般的取扱いに成功を収め，ひずみの弾性成分を考瓜した場合の膜理論，ならびに弾塑性廿h

げの迎論を確立した．ついて円詞殻の弾塑性変形および大たわみ間題に応用を拡大した．
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1・31 マト＇)ックス法による非線形問題の研究（継続）

教授山田嘉ll/1・J蒻師横内康人

大学院学生翡塚公郎・大学院学生岩Ill 耕司

マトリックス釘限要ぷ法を応用して，連続体，骨組なら2汀ご阪設構造の非呪形裕動を統

ー内に解折する）j法を確立しようとする一連の研究である．弾塑性応）j-ひずみI関係の箇

単なマトリックス表示を見いだすことから始まり，現在では，組合せ旦荷を受ける構造要

ぷの弾塑性解折，また幾何学!'I勺非線形の間屈では，板および殻の培分理論による一般的な

取扱いに重点をおいている．

1・32 曲面板の挫屈に関する研究

助教授中桐 滋

挫屈におよぽす初期批みの影聾に関する研究の 1つであって．圧縮負荷方向と同垂直方

向とに初期rltJ率がある場合の飛超挫屈の様相について解祈を行なっている．マトリックス

有限要索法とガラーキン積分による近似解法とを用いている．

1・33 円筒殻の応力解析に関する研究（継続）

助教授中桐滋

円詞殻の挫屈には挫屈前の変形，初期撓みが影粋することが知られている．マトリック

ス有限要索法を用いてこれ憚の影曹を調べた．挫屈及び挫屈後の挙動を知るには有限変形

理論に依らねばならないので，今後は円筒殻の大変形間題を中心にして研究を行なう予定

である，

1・34 枯弾性体の動的挙動に閃する研究

助教授中桐 滋・技宜福I'翡 博

面峡荷重に対する粘弾性体の応答を閾べるため，ストロボ・フラッシュ法を用い，エボ

キシ樹脂の試験片でモアレ縞搬影を行ない，ひずみ解折の結果から，一次元と二次元の波

頭の伝播を謁べた．今後は一過性の現象の高速度撮影罪に拡張する予定である．

1・35 破壊力学の研究

教 受 北 川英夫・助手松本年男・技官大平寿llH

技官上里和美・大学院学生福田収ー・大学院学生黒田道生

大学院学生山田正治・研究生崖 鰭混・受託研究員下夕村修

所外 2名

き怠どの連続体力学とそれに品づき材料・構造物の強度と破壊の解折をする破壊力学の研

究を行なっている．昭和年 46度研究の主なる内容は次のとおりである．

(1) X線フラクトグラフィによる破壊過程の解折

(2) 疲れき裂成長の下限界条件
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(3) 

(4) 

(5) 

(6) 異材燒界における疲れ破壊

(7) き災間干渉と分布疲れき炭の成長

(8) 闊強度材料の圧縮による破壊と圧廷懐械への適用

(9) 

⑩ k尉数制御破壊力学導用試険模のI胤発

(11) Subcritical Crack Growthにおける

(12) 有限要素法による Kの鮮折

1・36 はくひずみゲージの新しいパタンに閃する研究（継続）

教授大井光四郎・助手小倉公辻

当研究室で［開発した力学的助走区間を設けたはくひずみゲージは力学的特性が良く，広

い応用面を持っている．標点距離の短いゲージやプラスチック用のゲージぐ信を試作してそ

の評価を実施したまた 250℃ までの温度範囲で，クリープ特性の優れたゲージが得られ

9

J

 

キ
I

1・37 レーザの光弾性への応用

教授大井光四郎・技官平野八州男

マッハ・ツエンダの干渉計を用いて，枡的主応力和を求めることは従来も行なわれてき

ているが，これを動的応力を求めることに適用した． この結果をひずみゲージによる結呆

と比絞したところ，かなり良い精度で測定できることが判かった．

1・38 の悲礎的性買の研究

助教授鈴木敬愛

転位を合む結晶の熱伝蔚度を訓べることによって，転位の方屈此的性質を研究している．

とくに加工した LiF単結晶を r線で照射して液体ヘリウム温度領域での熱伝尊度の変化

を測定して，振動する転位線の長さを測定することを試みるとともに転位の歪場による

散乱の計含店を行なっている．

1・39 固体の強度の物性論的研究（継続）

助 教 授 鈴木敬愛・研究生金絃奎

固体の機械的性質について，転位論およびその応用的観点から研究を行なっているが，

今年度は次のような興味ある結果を得た．①塑性変形する枠の高速変形の際の応答を理論

的に扱い，歪の波は音速より辿く伝揺する可能性のあることを示した．②cleavage frac-

tureをする紬団の crackの連動と転位の役割について，表面腐触法等による観察を行な

い， crackの先端に特異な転位列の発生を見出した．
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1・40 耐震工学の研究（継続）

助教授田村重四郎・助教授岡田恒男

耐辰を目的とする振動工学とくに岩盤の振動特性ならびに軟弱地盤の地震時における振

動性状その他土木建築構造物，たとえば地下構造物の地震時性状に関する研究を行なって

いる．

1・41 沈埋トンネルの地震時挙動に関する研究（継続）

助教授田村重四郎・助手加藤勝行・助手森地重暉

水底でしかも軟弱地盤内に建設される沈埋トンネルについて，地震観測を行なって地哀

時の加速度， トンネル側璧のひずみ等を調べる一方ゼラチン及びゴム材料を使用して模型

を製作し，振動実験を実施し，地盤，沈埋トンネル及びそれ等の相互の動的挙動を調査

し，地震観測とあわせて軟弱地盤内での管道の地震時の挙動の研究を行なっている．

1・42 フィルダムの耐震性に関する研究（継続）

助教授田村重四郎・助手加藤勝行

大型振動台上にフィルダムの校型を築迦して，振動実験を行ない，振動による滑り破

壊，堤体内での発生応力等，耐震性の解明に必要な研究を進めている．

1・43 動力学的研究に対する光弾性実験方法の応用（継続）

助教授田村重四郎・助手森地重暉

ゲル状材料の低弾性率を利用し，光弾性材料として 2次元応力解折にはゼラチンゲル

を， 3次元的解析はアクリルアマイドゲルとゼラチンゲルを併用してサンドウィッチ方法

により動的応力解折についての研究を行なっている．

1・44 アースダムの地震時における動的性状に閃する研究（継続）

助教授田村重四郎・助手加藤勝行

実在のアースダムについて，耐震研究のため地震計を設置して地震時での性状を観測し

固有振動放，振動モードならびに減衰定数などの述礎資料を求め，また大きな地震におけ

る振動性状についての資料を得ている．

1・45 鉄筋コンクリート構造物の耐震性に関する研究（継続）

助教授岡田恒男・技官伊藤秀夫

鉄筋コンクリート造建築物の地震時の特性を明らかにする目的で，多数回の交番綬返し

偏心圧稲力をうける柱の塑性域における強度と変形との関係を実験および解折により研究

している．
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1・46 鉄筋コンクリート各種床構造に関する研究（継続）

助教授岡田恒男・大学院学生李利衡

デッキプレートおよび溶接金網を用いた鉄筋コンクリート床構迩の強度と変形，特に地

震時の床構造の梁に対するt召力効果について研究している．

第 2 部

2・1 非線型振動の研究（継続）

教授亘理 厚・研究且杉本隆尚・研究員前田照行

炭械振動系において非線型復原力および非線型減衰力などが作用する場合の理論および

実験的解折を行なっており，主として摩掠振動，工作機械のびびり振動，油圧回路の自励

振動などの研究を行なっている．

2・2 吸振ならびに防振の研究（継続）

教授亘理 厚•助手立石泰三

工場に発生する振動問題の対策として，吸振ならびに防振の理論および実験的解折を行

なっている．このため現場における振動問題の調査診断のほか，対策としての様械の防振

支持あるいは吸振器，緩衝器などの特性の解折ならびに設計を行なっている．

2・3 自動車の高速における安定および振動騒音問題の研究（継続）

教授亘理 厚・研究且黒田道雄

研究員岩元貞雄・ 助手西山正一

自動車の高辿化にともなって兄生する走行安定性および高次振動の問悶の解析を行なっ

ており， これに関連して騒音の解析および対策の研究，乗心地向上のための操舵機構およ

び懸架歳構の制御方法の研究などを行なっている．

2・4 ば店の設計および理論の研究

教授亘理 厚・研究員小林節夫

重ね板ばねやコイルばねなどの静的および動的特性とそれらに対する非線型性の影轡を

解祈し，とくに自動車用サスペンションばねの設計資料を求めるとともに， 自動車の乗心

地によい影費を与えるばねの設計法ならびに制御機構の研究を行なっている．

2・5 （継続）

教授亘理 厚・研究員小林節夫

懐械構造物の耐震設計を目的として，地震に対する械械構造の動的応答などの解折，耐

震および防振のための滅衰あるいは吸振法などの研究を行なっている．
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2・6 機械構造物の振動応答に閲する研究

助教授大野雌 ー・助手高橋伸兄

とそれに対応する振動モードを求めることは，複雑な構造物に

ついてもある程度可能になっており，振動応答を求めることが次の目標になっている．そ

こで減衰のある多自由度振動系の振勁応答計卵の研究を行なっている．またエ作機械を対

象として構造減衰に関する実験的研究を行なっている會

2・7 工作様械の自励振動の研究

助教授大野 進ー・技官荒井紀博

工作機械の自励振勁は再生狸論によって一応説明されているが，まだ実験的に解明すべ

き点が多いし，理論的にも検討の余地がある．そこで再生理論の妥当性を確かめ，かつ理

ため， 自励振勁中の加工物の回転速度と振励数との変動を梢密

に測定する装四を作成し，実験的研究を行なっている．

2・8 騒音振動の防除に杖lする研究

教授豆迎 厚・助教授大野進一

都市における災害・公害の防除に関する研究の一環として，都市交通・建設工事などに

伴なう騒音振動の防除に関する研究を行なっている．これまでに，騒音については， 自動

車の走行状態と発生騒音との関係を謁査し，振動については，公害振動の測定方法の検吋

を行なった．

2・9 工作槻制御に閃する研究

教授大島康次郎・研究員木村浩哉・大学院学生植松哲太郎

ディジタル・アナログ結合方式によるネジ検出器利用の工作機自動位訊決め数値制御装

骰のI姐発研究を完了し横中ぐり聾その他の工作機への実用化研究を行なっている．大型エ

作機スピンドルの自重によるたわみを補正するのにレーザ光を某準とした精密油圧サーボ

機構を応用すべく， レーザ利用光学式変位検出器の聞発研究を行なっている．工作機から

工具のたわみ，振勁などを検出して切削条件を最適に制御する工作檬適応制御について翡

礎研究を行なっている．

2・10 純流体素子に関する研究（継続）

教授大闊康次郎・研究l腿託松本義雄

可動部分のない流体増附器である純流体素子について翡礎研究ならびに応用研究を実施

している．抵礎研究としては，側壁付桁形素子について切換機構を解明すべく解折的ならび

に実険的研究を行ない，特にベントの切換特性に及ぼす影野を明らかにした．また動作流

体に水を用いた液体フルイディクスについても実験的研究を行なった．応用研究として

は， フ）レイディク発振器の温度検出への応用および工作機浮上テープルの制御について研
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究を実施中である．

2・11 マイクロパターン位置決め装置に関する研究（継続）

教授大島康次郎・受託研究員飯田一雄

トランジスクや ICの自動組立に必要なマイクロパターン位四決め装置について開発研

究を実施している． トランジスタ用については特殊光這顕微鍛を利用した位四決め装四の

開発研究を完了しており， IC用についてはレーザホログラフィを利用してパタン認識を

行なう位置決め方式について聞発研究を行なっている．

2・12 ヘッドアクセス用高速精密位償決めサーボ機構の研究（継続）

教授大島康次郎・大学院学生恩田 昌彦

磁気ディスクのヘッドアクセス機構には，アクセス時間を短縮することとトラック密度

を増大するため，できるだけ高速でしかも粕密な位置決めサーボを必要とする． この要求

に応えるため，最短時間応答を実現するバングバング制餌j よる粕密ア

ナログ位置決めとを特徴とする電気油圧サーボ懐構を開発中である．

（一般研究C)

2・13 おける最適制御問題の研究

教授大島康次郎・助手小林幹夫

バナッハ空間で定義される条件付最適制御問題の最適解に対する必要十分条件の迎出，

双対間題の考夜およびいくつかの祈しい近似解法の閲発を行なっている．分布定数系およ

びむだ時間系などにおける状態変数制限問題への具体的応用を現在叶圃中である．

2・14 NC用検出器に閃する研究

敦授大島康次郎・大学院学生吉田利夫

ディジタル・アナログ結合方式の NCに開発したネジ検出恭は累紐ヒ゜ッチ誤差補正に

より長いストロークで高紡度を容易に実現できる特徴を有するので， この特徴を生かし，

しかも閉｝レープ NCサーボに一般に用いられている位相変謁方式の位四検出に応用でき

るようにしたネジ利用 NC検出監を開発中である．

2・15 工業用ロボットの研究（継続）

教授（併）森 政弘

最近のわが国の深刻な労働力不足に対処すべく，とくに工場内の汎用マテリアルズハン

ドリングを対象として工業用ロボットの研究を辿めている．とくに人工i鰐覚を工業用ロボ

ットに尋入してハンドリング機能の向上をはかる研究を行なった．
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2・16 パターン認識による人工の指の自動制御研究（継続）

教授（併）森 政弘

当研究室にて昭和 36年より行なっている人工の指の研究をもとに生体の神経系よりヒ

ントを得た情報処理系 (!MIC系）を用いて指機構の自動制御をする研究を行なっている．

IMICTRONによる情報処理装置を試作し，これの情報処理機構や制御系における Modu-

latorとして使用法を研究したまた，パターン認識を尊入し，これらの一体となった装

骰の自動制御はもとより，他の自動制御への応用についても具体例とともに研究中で，空

気圧作動のゴム筋肉によって駆動できる指をそなえた人工の手 AH-2の試作を完了し研

究を続けている．また人工の手の制御に不可欠な人工触覚のI娼発も行なっている．

2・17 放電加工の極間複合制御

助教授増沢隆久

放電加工の極間制御について，加工くず等の加工生成物の作用を考慮し，電極送り制御

および超音波振動制御などの多パラメータ同時制御による方法の研究を行なっている．

2・18 滴状凝縮熱伝逹に関する研究（継続）

助教授棚沢一郎・助手永田真一

技官藤森隆司・ 大学院学生落合淳一

滴状凝縮はきわめて高い熱伝逹率を示す伝熱過程であるが，その機構を解明するための

研究を次のような諸方向から行なっている. (1)初期の微小液滴の発生現象の電子顕微競に

よる観測， (2)液滴の合体をともなう成長過程の高速顕徽鍛写真による追跡， (3)凝縮面上で

の滴径分布とその変化の測定， (4)合体成長過程と滴径分布の相関性の解析， (5)滴状凝縮熱

伝逹率の各種条件下での高精度測定， (6)滴状凝縮過程全体（あるいは一部）のディジタル

計算機によるシミュレーション．

2・19 高性能凝縮器の開発に関する研究

助教授棚沢一郎・研究員塩冶震太郎・技官佐藤政俊

現在実用されている各種凝縮装骰の高効率化と小型・軽紐化を目標とした研究である．

とくに滴状凝縮が実現されるような特殊な凝縮面を用いた凝縮器や，回転式疑縮器の開発

に関する基礎研究を行なっている．

2・20 生物体における熱的物性値の測定法に関する研究（継続）

助教授棚沢一郎・大学院学生勝田 直

生物体（とくに人体）の熱的な諸物性値を invivoの状態（すなわち，生きたままの

状態）で迅速に知るための方法の開発を目指し，その一環として，現在生物体表面の熱伝

郡率，温度伝郡率（あるいは温度浸透率）の測定を試みている．
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2・21 ディーゼル機関の性能に関する研究

教授平尾 収・研究嘱託徐 錫洪

ディーゼル槻関では大気状態が出力におよぽす影曹は現在でも合理的な結論が得られて

おらず，標準状態における性能を求める場合にいろいろの問題が生ずる．最大負荷と排気

煙濃度燃料消賢率の関係，またこれにおよぽす大気状態の影管なども統一的な立場から議

論することも困雌な状態である．これらの問題はシリンダ内の燃焼の状態と密接な関係に

あるはずのものであるから，この方而から検討を加えていく必要がある．ことに副室を有

する燃焼室においてガス流動と関連して燃焼の間題はなお解明しなければならないものが

たくさんある．特に排出ガス中の CO,Cぶ m および NOェのよく制の立場から副室付燃

焼室内のガス流動を含めた燃焼の問題の研究を行なっている．

2・22 自動車用ガソリ の研究（継続）

教授平尾 収・助手古谷国貰・研究生金 栄吉

自動車用ガソリン檬関の性能を支配する諸要素のうちガス交換と燃焼の間犀が特に重要

であるが，これらを統計的な問題として測定しとりあつかっていくことが必要となって

いる．サイク）レごとおよびシリンダごとの燃焼の変動の要因のうちで，混合比変動の影曹

を明らかにし混合比変動のない（完全混合気）場合のガスの流れおよび乱れなどの影惚に

ついて火焔伝播および燃焼速度の面からも検討した．今後はシリンダ内燃焼が定容堺燃焼

と根本的に異なる時間的経過をたどることの影轡について燃焼速度の点から解折を進め，

さらに未燃および既燃焼ガス温度の熱力学的な解析をも行なう．

2・23 大型気球に関する研究（継続）

教授平 尾 収・助手岡本 智

ロクーンの詰礎研究として，高性能大型気球用の皮膜材料と放球方法についての雌閲的

諸問題を研究している．

前者については低温二軸延伸性能について従来の国産フィルム，輸入フィルムを凌腐す

る高圧ポリエチレン・フィ）レムを開発し得た．今後，膜厚，形状，ウエルド・ライン等の

一様化と動荷重試験法についても宇宙航空研究所気球材料相談会に提；呈する予定．後者は

具体的には岩手県三陸町の放球腿地での放球対策がある．

2・24 人動車（人間ー自動車系）の研究（継続）

教授平尾 収•助手古谷国貴

人動車が実際路上で走行する状態を研究室内でシミュレートして操縦性能，安定性能，

保舵性能など，人動車の走行時の悲礎的な査料を得るための実険を行なっている．人間—

機械系としての人動車の応答特性試険，また紋分ハンドルを用いる場合の最適条件をきめ

るための実険，制徊しやすさについての連転者の評価と馴れ，およびそのときの運転者の

心身反応の計測を行なっている．
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2・25 人動車（人間—自動車系）の特性と安全（継続）

教授平尾 収•生産技術研究奨励会技師稲葉正太郎

研究員小口泰平

自動車を運転する場合の人間の特性と自動車の特性との整合の問題を研究するもので，

人動車特性の最適化のための条件を明らかにしようとするものである．特に自動車事故に

対する予防安全の見地から緊急時における人動車特性＾の改善に重点をおいている．

2・26 ディーゼル機関シリンダ内ガス流動が燃焼に及ぽす彩曹について

教授平尾 収・研究員徐 錫洪・大学院学生井元浩二

排気清浄化のために，内燃機関 (TI的買式 4サイクルディーゼル機関）燃焼室内の非定常

ガス流動特性（スワーJレ，スキッシュ，乱れなど）と，それに伴なう燃焼反応，機関，性

能，排気ガス（特に NOェ，排気煙など）との関連性を詳細に把握する． とくに従来そ

の測定が困雌視され，未解決のままであった燃焼室内の非定常ガス流動特性を， トレーサ

ガスによる高速度写真撮影法ならびに，火花放電法を併せ用いて，実験的，理論的に解明

し，燃焼との関連性を， ① mixing ② formation ⑧ ignition ④ flame propagationの

各観点から詳細に追求している．

2・27 自動車の空調と快適性の研究

助手古谷国貴

自動車の快適な空調装四は，それを使用する人間側からの要求を満足させるものでなく

てはならない．人間が快適と感じている状態とは，身体各部の皮府温がどのような状態

で，その時の車室内の温度，湿度，風辿等はどのような状態かを知る必要がある．温度に

関しては，実走行によってデータの集収はできたので，次に湿度，風速等が人間の体感温

度にどのように影密するかを環境実験室を使用して研究していく予定である．また空調装

骰のヒートバランスの関係を実険的に研究していく．

2・28 2サイクルガソリン機関の燃焼改善の研究（継続）

教授平尾 収・研究員徐 錫洪・研究生徐 判道

2サイクル機関のガス交換，シリンダ内ガス流動をトレイサとしてメタアルデハイドを

用いて測定し，燃焼改善に役立てる. 2サイクルガソリン機関はアイドリング時の不斉燃

焼が多く，排気中に CO,HCなどの未燃成分が多い．また，不斉燃焼のために不快な車

体振動を起こすが，燃焼改善によりこれらが防止できる． この研究では柚気にともなうガ

ス流動，屈状給気等燃焼に影轡する諸因子を解折し，最良燃焼条件を求める．

2・29 ラジアルタービン用高膨張比ノズJレの研究（継続）

教授水町長生・助手遠藤敏 彦・技宜富田 弥

ラジアルガスタービンに用いられる円周ノズル内の流動状況を明らかにし，ノズルの縦
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横比， ピッチ，翌型などが，ノズルからのガス流の偏向角や損失などにおよばす影惚を明

らかにするものであって，比較的に低膨張比の楊合についてはすでに研冗を行ない，その

成果は発表したので，引き続き高膨張比の場合について目下研究中である．

2・30 ターボ過給機の研究（綿続）

教 授水 町長 生・ 助手 遠籐絨彦・技＇臼富 Ill 位

往復型内燃横関に用いられるターボ過給機のタービンは従来軸流タービンが用いられて

おり，最近ラジアルタービンが用いられ始めた．当研究室で今までに得られたラジアルガ

スクービンに関する研究成呆を用いてラジアルタービンを使用する高性能ターボ過給機に

ついて，その設計方式を確立すべく研究中である・

2・31 ラジアルタービンの非定常流特：性の研究

教授水町長生・助手遠藤敏彦・技宵富田 住

内燃機関の排気ラジアルターピン内におこる非定常流を狸論的および実験的に解折し，

俳気ターピン用のラジアルタービンの設叶資料を求めつつある．

2・32 ラジアルガスタービンの研究（継続）

教 授 水 町 長 生 ・ 助 手 追 応敏彦・技官宮田 り貸

ラジアルタービンのノズ）レおよ

ついて明らかにするために，実験用ラジアルタービンを試作し，主として実験的に研究中

である．

2・33 車両用ガスタービンの研究

教授水町長生・助手遠ii羞敏彦・技宜宮田 恢

自動車その他の屯両用にガスタービンを用いる場合について，車両特性とガスタービン

特性のマッチング，制御法，駆動装附，材料および製作法等について研究中である．

2・34 閃端泣の研究

敦投水町長生・助手 i如慕敏彦・技宜宣IF¥ 強

ターボ機械の閃端すきま流れが翼の性能に及ほす影粋を明らかにする．

2・35 炭の非定常特性の研究

助教授吉識 I盾夫• 技官小池典夫・技官名設桓夫

流体機械の性能向上等のために，拠に働く流体力の動特性を求める必要がある．そこで

周期的に流辿が変動する中におかれた焚の特↑生について，実験および解折の両而から研究

を迎めており，現在は変動する微小圧力の測定に関する砧礎実駿を邸にして，閃而静圧分

佑の測定を行ない，買まわりの流れの状態を解明しようとしている．
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2・36 流体伝動装置の研究（継続）

教 授 石 原 智男・助手古屋七郎

ト）レクコンバータおよび流体継手の性能向上に関する資料をうるため，内部流動状態の

実険解折を行ない多くの資料をまとめている．また， 卜）レクコンバータまたは流体継手を

含む自動変速機の変速段切替時におけるトルク変動に関する狸論解折を進め，実車試験結

果との対比を行ない，理論解折の妥当性を確かめている．

2・37 油圧機器の研究（継続）

教授 石原智男・助手森 恒・研究嘱託小嶋英一

大学院学生上原一男・大学院学生田中裕久

油圧バ）レプの動特性に関する実険を行ない，その結果を非線形性を考慰した理論解析に

よって整理し，この種の問題の解明に役立つ資料をまとめつつある．また，油圧ポンプの

高圧・高速化をはかるための基礎として，特殊な平面推力軸受に関する実験を行なってい

る．油圧楓器全般の問題として作動油のキャビテーション現像について拡礎実験を行な

い，独特な現象を見い出しつつある．

2・38 液体用純流体素子の研究（継続）

教授石原智男・ 大学院学生鬼頭幸三

壁付笞形純流体索子を制御系の操作部にまで適用することの可否を明らかにするため，

液体用の桑子について実験と理論解折を行なっている．索子としての機能を示すレイノル

ズ数の範囲，素子の静特性におよぼす負荷の影轡，流れの切換えに必要な制御流最の大き

さなどに関する資料をまとめつつある．

2・39 流体力の非定常特性の研究

教授石原智男・助教授小林敏雄・助手古屋七郎

助手森 恒• 技官佐賀徹雄・技官小林 章

一様流中を運動する物体および変動流中の物体に作用する流体力の非定常特性を理論的

および実険的に解折し，流体機械の性能向上，各種構造物や卓両の安全性，安定性の蒟礎

資料を得る研究を行なっている．本年度は特に一様流中を回転する物体に作用する流体力

に及ほす物体形状，姿勢，回転数の影幌などに菫点をおいて研究するとともに変動流体力

の測定方法の確立を目指している．

2・40 円柱群をよぎる流れの研究（継続）

助 教 授 小 林敏雄・助手森

技官佐賀徹雄・技官小林

恒

--'"' -p  

熱交換器などに使用される円管群の振動現象の要因を明確にするため，円柱群をよぎる

流れの模様ならびに各円柱に作用する流体力の特性について研究を進めている．円柱群の
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配置と流速に対応して数種の独特な流れの校様が生じるが，それぞれの流れの模様と円柱

に作用する流体力との関連性および円管群の振勁現象との関連性の解明に努めている．

2・41 工作機械の振動に関する研究（継続）

助教授 佐藤 ，，翫芳

切削中に生ずる自励振動・楓械の内部あるいは外部より加えられる強制力によって生ず

• 生産能率の向上を著しく阻害する． これらは機械構造の

振動特性・切削機構• 主軸系・主軸駆動系等の振動特性が密接に関連している． これらの

・解折的に求め機械の性能の向上をはかることについて総合的に研究を

すすめている．

2・42 工作機械の動的特性と梢度の関係に関する研究（継続）

教授（併）竹中規雄・助教校佐藤虚芳

スペクトル解析することにより，その同有振

動数を求められることを明らかにしてきたが，切削時におけるその変化・回転粕度や表面

祖さなどの関係についてさらにクロス・スペクトル法を適用すること，徴小振動の解析か

ら機械の振動モードを求めること，位相特性から自動的に減衰定数を求めること，インパ

Jレス応答に FFT法を応用すること，インピーダンス法による

も研究をすすめている．

2・43 閃する実験的研究

いて

助教授佐)j羞；厄芳・講師鈴木浩平

技官駒崎正洋• 技官大掘真敬

主として掟盤を対象として正弦波，不規則波による力n振実験とその処理，微小振動の祖lj

定処理等によって機械構造の振動特性を明らかにし，その切削仕上面に対する影鰐等につ

いて研究をすすめている．その際模械全体の構造とあわせてこれを構成する要素構造の特

性についても調べ，全体との関連を明らかにすることを試みている．またメタアクリ）レ樹

脂による小形模型についても加振実険をおこない，実系との比校をおこなっている．

2・44 工作罠械梢造の11反動特性計邸法に関する研究

助 教 授 佐 蘇 嘉芳・大学院学生黒田佳男

単純模型化した旋盤構造を例として，まずベッドならびに脚の要素構造を簿板構造とし

て，有限要素法を適用して固有振動数，振動モードを求めている．全体構造については各

要素構造の主要な振動を固有振動数とする等価な梁系で組みあげた系について振動特性を

求めることを試みている． これらの結果はメタアクリル樹脂で作った校型の実験結果と比

べてよい一致をみている．
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2・45 旋盤におけるびびり振動に関する研究（継続）

助教授佐藤席 芳 ・ 講 師 鈴 木 浩 平

技官駒崎正洋・技官大堀真敬

各稲材料の切削中に生ずるびびり振動を記録解折し，その搬械各部に 材

料の表而仕上げに対する彩翠凡工具寿命との関係，振幅特性官について実険的に研究して

いる． さらに殷械の振励特性との関連性についても研究を行なっている．

2・46 機械系の地震応答に関する研究（継続）

助教授佐藤廊 芳 ・ 講 師 鈴 木 浩 平

建築構造物系に非線型特性が入ったときそれに付加されている機械系の応答に関する各

種頻度分布などの統計的特性などについて，応答計算，統計的計邸をおこなっている．特

に入力が多数となった場合の多自由度系の応答，設計地震力を推定する際に考應すべき信

頓幅，地盤に複数の屯越周期を考える時の機械系の応答等について研究をすすめている．

2・47 多入力をうける機械系の地震応答に関する研究（継続）

助 教 投 佐 藤芯芳・講師鈴木浩平

機腐配管系は一般に複数個の入力端を有しており，地震応答計邸においても多入力系

としての解祈が必要となってきている．入力相互の間には波形のくずれ，時間おくれなど

の相関関係が存在する． これら複数入力間の相関関係を重視した応答計算，スペクトル解

折の方法を研究している． このために必要となる速度甑変位設を求める計冥法について

も研究をすすめている．

2・48 非定常性を考屈した地震応答に快lする研究（継続）

助教授佐巖：高芳・講師鈴木浩平

これまでに発表されている応答曲線とそれにたいする入力の地震波形を賂理することに

より，地震規模と絃続時間応答倍率の関係窟構造物の応答と地虞動の非定常性の関係につ

いて研究をすすめている．また，地震動の非定常特性を記述する分散の時間的変動を強雲

記録についてもとめ応答の間題を扱うときに考えるべき地震動の一般的性質を究明してい

る．

2・49 連続圧延の塑性力学的研究（継続）

教授鈴木 弘・助 手阿高松男・ほか 1名

タンデム圧延機について，各スタンドの圧延条件とモータの動特性とを組み合わせた総

合問題として一般解を求め，さらにロールのたわみにもとづく材料の幅方向の肉厚変化，

増減速時の過渡特性雰の迎入，さらに目的に応じて最適圧延条件を求める方法を確立する

ことなどを目的としている．研究手法としては理論解析とシミュレータとを併用してい

る．
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2・50 圧延板材の形状制御に関する研究

敦反玲ド 弘・ほか 1名

圧延板材特に凸仮材の庄廷中に完生するしわを防止することは，）王延技術の設心要晶辺

の一つである． ロールに曲げモーメントを加えることにより“しわ”を制御する万法に1月

して，拷祈的手法と実険との両面からの研究を行なっている．

2・51 因する研完

教投鈴木 弘・ i贔師荒木騒一郎

丸棒の厨正条件と真直度および との関係を鱈祈と実険との両面から求め， t和E

に関する技衛体系を打立てようとするものである．

2・52 タークスヘッドによる引抜の研究

教授鈴木 弘・請師滋木凸一郎

タークスヘッドによる丸線の灼引抜について，鮒析と実験の両伯iからの研究を日亨l',

特に圧廷と引友との両極端の研究をあわせて行ない，円柱形工具による加工の一般雌負の

確立を目ざしている．

2・53 ロールフォーミングに閃する実験的研究（継続）

教投鈴木 弘• 助 敦 只 本i付 学

技官糾谷 賢・ほか 1名

ロールフォーミング加工における各柾成形条件囚子および素材の変形伍路と製品形状・

成形荷屯• 成形卜）レクとの関係を明らかにして，最適なパススケジュー）レ，パスライン .• 年

の設計ならびに実際生産の学椙l的・技術的品紋を求めるための悲li応的研究であり， 5スタ

ンドおよび 3スクンドの試験用成形機を用い，円弧形・ V形・台形祈而などの）占本断而形

状および広幅祈面• 特妹断而などの成形実険を行なっている．

2・54 密度変化を伴なう刑性変形に閲する研究

敦投鈴木 弘・ほか 2名

焼結金属等の塑性変形に際して密度変化を伴う材料について，塑性変形時の応力とひす

みとの一般則を求める実検的研究と，そのような材料の塑性加工時の応力とひずみとの解

析を行なっている．

2・55 合せ板材の圧延に国する研究

孜投鈴木 弘・油師荒木怯一郎・ほか 1名

材料力学的特性の異なる 2種類の板材を重ね圧延する場合の，あらかじめ与えるIE廷条

件と圧延荷重等の圧延結呆との関係を，解折と実験との両面から研究を行なっている．
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2・56 テンションレベラーに関する研究

教授鈴木 弘・講師荒木甚一郎・ほか 2名

板材の 3次元歪を矯正するテンションレベラーについて，張力と曲げとの最適条件を求

喜設叶方式を確立することを目的として，解f斤と実険との両面から研究を行なっている．

2・57 半溶融金属の塑性流動に関する研究

教授鈴木 弘・助教授木内 学

助手（特別研究員） 福岡新五郎

半溶融状態にある金属の変形挙動や変形抵抗，またその様な状態での変形が材料の質的

変化に与え どについて，基礎的な面から実験的に究明する．

2・58 半溶融状態での金属の塑性加工に関する研究

助 手（特別研究員）福岡新五郎

半溶融状態における金属の塑性挙動を解明する基礎的研究に並行して，半溶融状態での

押出し加工を実際に行なうことにより，この状態での塑性加工の基礎を確立しようとする

ものである．

2・59 ロー）レフォーミングに関する解析的研究（継続）

助教授木内 学

ロー）レフォーミング加工を受ける素材に成形過届において生じる各種のひずみの分布形

態とその推移およびこれに対応する素材内部の応力状態を明らかにすることを通じて各種

成形条件困子と製品形状• 成形荷凪・成形卜）レクとの関係を解析的に求めるための辿礎的

研究であり，素材の受ける変形形態の類別化とそれに対する解折手法の確立などを進めつ

つある．

2・60 加工面の変質屈に艮lする研究（継続）

教授松永 j[久

加工面（ラッビング面・霞解研l岱面・放霞加工面・バレル研J辛面・ 摩耗面など）に生す

る物理的・化学的変質屈を徴小かたさ・電子回折• 電子顕微鐙．接触霞気抵況・クラーマ

効果・質鼠分折などの方法を用い実験的に検討し，仕上搬構・摩耗機構などを研究してい

る． さらに加工面のみでなく，その他の表而処理而についても杉ぶ吋し，上の検査法以外の

表而物性値の測定法も研究している．

2・61 中の摩掠． よひ訓汁｝の研究（競続）

教授松永正久

高真空中における摩擦．摩耗および潤滑の機構を研究するため，高真空摩擦装置を試作

したポンプは 20l/minのイオンボンプを用い，真空度は試験時において 10-9Torrを目
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椋にしているこれによってまず屈状固体潤滑剤の真空中の摩擦特性とくにストップタイ

ムの影菩を検討している．

2・62 潤帽楓構の研究

教授松永正久・助手萩生田善明

各種の極圧添加剤・屈状固体などの潤滑性・極圧性におよばす影行を腐食試験搬.J『掠

試験機などによって検討するとともに，表面生成物と極圧性との I謁連を霞子顕徽鋭• 這子

回折法などを用いて研究している． これによって各種条件における最適請滑油・潤滑条件

を見いだそうとするものである．

2・63 薄膜とその応用に関する研究

教授松永正久• 助手萩生田暑明

現在，無電解折出および蒸許によるエピタクシャル生長した銅について， その阪械的性

質およびき裂の発生と伝ばについて実験を進めている．将来，

について検討する予定である．

2・64 梢密せん断法に関する研究

助教授中川威雄•技官鈴木 滑

大学院研究生 ウラジミー）レ・チュプカ

らかにした．ま

軸の製造に応用できる可能性を明らかにし，一部実用化試険も行なった．

さらにベーナイト焼入れ鋼板を柏報板界の生産に取り入れる上で，最大の問題点となっ

ているプレス/JI]工性について検討を間始した． （一部科学研究費，委詑研究費）

2・65 粉末銀巡の研究

助敦授中川威雄・助手天 野宣男・快官 l忍訂正雄

• 高弥度化を目指した焼結冷鍛の研究を光展させ，；豆辿形状の影

謬各種純鉄粉および合金粉の冷鍛性などを，より実際的な規模で調査し，技術的可能且

を明らかとした．また冷鍛1こよる高密度化の機構を明らかにし，粉体を型内で大きく流動

させて成形する方法が可能であることを見出し，新らたに粉末鍛造成形法を提案した．

2・66 変断面曲り

敦投川井忠彦・助手））暴谷義伯

技官椎名章ニ・大学院学生村木翌彦

変断而曲り梁の有限要素解祈の悲礎となる両端而上の任意の点を節点とする一様断而直

線梁の闘1l性マトリックスを報出した．次いでこの梁要素を用いた変断面曲り梁の有限要素

44 



解祈法を展閲し，コンテナ船の捩り解祈や後退偲構造の変形H府斤に応用して良好な実険値

との一致を確認した．またこの理論をその振動解折にまで拡張し，その実駿的検証を試み

ている．

2・67 梁の剪断変形の有限要素鱈析に杖lする/iii況

敦授川井忠彦・助手齢谷義伯• 大学院学生付木翌．彦

St. Venantの半逆法 (Semi-inversemethod) による剪断変形罪論をエネルギl扇四の

立楊から再考し，梁の剪断応力分布の決定，剪所遅れ (shearlag)問題の解折や剪所に

よる撓み変形の刷加などに関する有限要素法を展聞し，従米から行なわれている剪断計汀J!.

論による解との比校を二三の箇単な問屈について行なった．

また従来の梁理論の適用限界について考察し，断而内応カゼロの仮定より出免すれば剪

断変形のみならず断而変形も考慮に入れた梁理論の屈開が可能になることを見出した．

2・68 有限要索法の他の丁．学分野への応用に閃する研・究（継続）

教授川井忠 彦・ 助手娯谷義信

技官椎名咲ニ・ 大学院学生村木｛閃彦

有限要索法の流体力学の分野への応用として船体振動における (Virtual mass) 

阻J題の二次元三次元有限要素解折プログラムを聞発，二三の解折解と比絞し，良好な一

致を確認したまた物］刑，下学の多くの分野に現われる拡散方程式の有限要素解折フ°ログ

ラム,m発の杭礎的研究を行ない，電気化学への応用を試みている．

2・69 造船用鋼材の高応力疲れ試験（継続）

教授高橋幸伯・助手小灯ii 和彦・技’官能勢義！］月

弾性限を超えた高応力の授逗しによる，造船用鋼材および構造要素の低サイクル疲労強

度の研究を行なっている．丸棒の回転曲げ疲労における累積被古の検討，斜交隅肉溶接継

手の両振り平而曲げ疫労試験などを行なった．

（一部文部省科学研究費，一部「'I本四船研究協会研究費）

2・70 実船航走中の波浪荷重頻度に関する研究（継続）

敦授高栢幸伯• 助手小灯廿利l彦・ 技宜能勢義昭

船舶が航走中に受ける荷璽と海象気象その他の外界条件および船体応答との関係，短期

および長期の荷重頻度などの叶測および解祈を行なっている．

（一部日本造船研究協会研究費）

2・71 実船計測用各柾計測装i性の開発研究

教授高栢幸伯• 助手小畑和彦・技 rs:能 勢 義ll{l

航走中の船舶から海洋波を計測する投込式の波浪計， レーザ光線を応用した動的の船舶
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たわみ計，長期間無人計測のできる自動計測記録装囮などの開発研究を行なっている．

（一部日本造船研究協会研究費，一部日本舶用機器開発協会研究費）

2・72 締切堤の越波に閃する試験研究

教授（併）田宮 真・助教授前田久明

助手江口純弘• 技官鈴木文博

締切堤の越波に関し，風辿の影響を考慮して，越波晟越波圧の研究を行なった．

2・73 船体に加わる波浪圧力に関する研究

助教授前田久明・助手江口純弘

船体全体を構造解折する際には，波浪外力の鍔定が必要不可欠である．本年は，特に局

所的波浪外力としての波浪圧力について研究を行なった． これらの波浪圧力のうち変動圧

力に関しては，船首，船尾等の特殊な形状に対しても適用可能な計卵法について検討を加

え，また，衝撃圧力に関しては，従来の落下式とは異なり，油圧式実険装骰を開発し，邸

礎的な実験による研究を行なった．

2・74 双胴船に作用する流体力に関する研究

助教授前田久明・助手江口純弘• 技官鈴木文博

二次元任意断面に作用する流体力を特異点分布法により求める手法を，双胴船にも適用

し， Heave. Sway, Rollに対する流体力を求めえまた，これらの結果が強制動揺試険

による実険結果ともよく一致していることを示し，さらに， Jレイス断面と波無し断面の迩

いについて比較検討した．

2・75 フ゜ラントの安全性信頼と度向上を目的とした設計法に関する研究

（継続）

敦授柴田 恐・研究員 /j;( 文雄・研究扇託・清水信行

化学プラントなどの災害の原困の一つに，それを構成する機械要索の破担がある． これ

らには地哀応カ・熟応力はじめ各種の変動応力が加わり，その結果として破損するのであ

る． したがって全体の設計にあたって系の信頼度を高めるには，どのような不規則荷重を

扱い，変動応答を求め，許容応力を定めるか，という一連の作業を均衡をとって考えるこ

とが必要となる．本研究でこの点を採り上げて，基本的な考え方を検討し，かつ関係諸規

程間の調整をはかろうとするものである．

2・76 多自由度系および連続系の不規則振動に閲する研究（継続）

教授柴田 碧• 助手重田逹也・研究員原 文雄

研究嘱託清水信行・大学院学生利光 聡•大学院学生曽我部潔

多自由度系および分布定数系の不規則外乱に対する応答についての研究を行なってい

る． このため複雑な系（流体の関与する系を含む）の振動解折法，各自由度応答の合成・
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加璽法などの詳細について理論・校型実駿およびアナログ計卵の各面から桧討しているが

とくに応答のゆらぎについては玉点諜題としている．また地虞入力波形を上述の応答性状

やそのゆらぎに関連させて頬型化することを検討している．本研究と次項の研究は前項の

研究の腿面となるものである．

2・77 不規則分布定数系の動特性の統計的取り扱い法に閲する間究

教授柴田恐・研究且原 文雄・研究嘱託泊水信行

係数が不規則に場所によって変動する媒体中の波動の伝播および振動特性を研究してい

る．係数の分布状況が統計的にのみ知られている場合，その系の応答，振動特性は統計的

にのみ予測できる．地虞波の特性を予測すること，および構造物の振励特性が設計時にお

いて求めた値から，施工誤差によってどの程度偏椅するか検討することなどに関連して行

なわれているのがその一応用である理論而では，モーダル・アナリシス法を応答解析の

みならず統計植解折，最適値解析へ拡張することに重点がおかれた．

2・78 よび穀体の振動に関する実験的研究（継続）

教授柴田 碧・助手重田逹也

研究員原 文雄・大学院学生曽我部潔

配管および殻体（原子炉格納容器など）の校型を使用して，付加系の連続系への影特，

共振時の応力分布，実地震応答などを測定し，在来の数値計窮結果と比較するためのデー

タを得ることを目的としている．本年度は主として流体の入った薄肉容器および二中廿流が

流れる配管についてプログラム測発および実験を行なっている．

2・79 地震j芍におけるプラント系の振動性状に関する研究（継続）

教授柴田 碧・助手重田述也

技官 千年 啓介 ・大学院学生利光 聰

地冥時における配管の挙動を推定するため， 自然地哀による配管膜型の応答叶測，配管

系の振励特性の解祈法，応答推定計舘法，減衰要素効果の推定法長周期波応答などについ

て研究している．このため実大構造モデルの振動台上での加振実険を昨年度に引続き本年

度も日本電気協会とともに実施した．また千葉実険所内に化学プラント・モデルを完成し

た．とくに原子力発電所その他プラント設計に際し必要な計算コードの実証に重点を置い

ている． （一部科学技術庁原子力平和利用研究および文部省科学研究費一般研究）

2・80 配管設計用総合計窮コードの開発（継続）

教授柴田 碧・受託研究員稲菜 忠

配管設計に際し必要な各腫応力を統一に計邸し，合邸して所定の設計基準と参照すること

を目的とした総合プログラムを開発することを研究している．エネルギ法による簡易計邸

コード作成をすすめている．
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2・81 フ゜ラント内配管の最適配置の自動設計に関する研究（継続り

教授柴田 碧

化学工学などにおける配管群の配四を設計する際に必要な諸条件を検討し，経済性を合

めた最適配i性を霞子計鉢機により自動的に決定し表示することを研究している．

2・82 立体図形の自動読取と創成に関する研究（継続）

教授 柴田 碧・助教授和田英一（工学部）・大学院学生出沢正徳

平而上に描かれた三面図などを自動的に読取り，立体図形として認識する方法について

の研究である．第一段は平而上の線図形を読取る装四と，それに付随するプログラムの作

成である．第二段はこれらの平面図形より立体図形を形成するプログラムの作成である．

本年度は前年度に引続き図形読取りのシミュレーションおよび立体図形形成プログラム

とその悲本構成についての研究を行ない，前年度に引続き読取装慨の特性試験を行ない

TOSBAC 40に直結したデータ処理の問題に晋手した．

（一部文部省科学研究喪一般研究）

2・83 原子炉の最適設計法に関する研究（継続）

教授柴田 碧・研究旦原 文雄

原子炉設計に関する研究であって，従来一般に行なわれてきた一点炉モデルでなく，空

間炉モデルを用いて，最適炉パラメータの設定法を明らかにすることを目的としている．

転換炉を合めた炉の最適化，モード最適化法，位相平面法などについて新たな手法を確立

した．また，炉内パラメータおよび中性子発生のゆらぎと炉内中性子束分布の関係を確率

論flりに定式化し，中性子東，出力分布の確実度を考応に入れた最適設註法を新たに案出し

た．

第 3 部

3・1 接点回路網の構成に閃する研究（継続）

教授森脇 ・助手田代文之助

あたえられた開閉特性を有する接点回路網を最小接点数で実現する最も経済的な接続を

求めるのにグラフ理論を応用することにより，従来経険にたよって行なわれていた設計法

に代わって，肛接最小接点数の回路を求めることができるようになったこの計卵を短時

間で行なうために，アルゴリズムの全体について FORTRANによるプログラムを作成

し，これまでに最小接点数が求められていない二つの回路に適用して，その最小接点数を

確認した．
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3・2 交通流のハイブリッド・シミュレーション・システムの開発

教授 森 脇 義 雄 ・ 助 教 授 高 羽 禎 雄・助手田代文之助

技官谷D 忠勝・技官柴野義一

9交差点， 12道路を最大規模とする道路網における自動交通流のシミュレーションを

行なう交通流シミュレーション・システム TRN*SIMIの開発をすすめ，つぎの事項を

逹成した．

(1) 前年度にひき続いてハードウェアの調整ならびにソフトウエアのIJ廿発をすすめ，とく

に初期データ読込み，信号機パラメータの設定，変更，シミュレーション実行，データ

収集に必要な各稲の複合）レーチンを作成した．

(2) システムの有用性を検証する目的でシミュレーションを実行し 9交差点線状道路網に

おける車の走行状況，信号機オフセットと総待ち時間の関係， ランダムな事象のこれに

対する影聾などを解析した．

3・3 交通流シミュレーション・システムのリアル・タイム・

シミュレーションヘの応用

教授森脇義雄・助教授高羽禎雄

専用のハードウエアによるシミュレーションの高速性を活用して，オンライン・リア）レ

タイム・シミュレーションを行ない，予測に悲く交通制御に役立てる方法につき，研究を

すすめている． （一部受託研究費）

3・4 渋滞交差点の制御に関する研究系

教授森脇義雄・助教授高羽禎雄・大学院学生吉安

渋滞交羞点の信号機制御に対する新らしい手法の開発を目的として，待ち行列の表式

化，隣接交差点への待ち行列の波及を考應に入れた信号機パラメータの決定法などにつ

き，研究をすすめている．

3・5 M系列符号発生器を用いた疑似ランダムパルス発生器

教授森脇義雄・助教授高羽禎雄・技官谷口忠勝

多数のほぼ独立とみなせる疑似乱数をひとつの M系列符号発生器から得る方法を考案

し，その特性の実険的検討を行ない，頻度設定可能なランダムパルス発生器への応用を試

みた．

3・6 広域交通網シミュレーションの手法の開発

助 教 授 高 羽 禎雄・教授森脇義雄

大都市の街路，高速道路など，既設の交通流シミュレーション・システムの規模を超え

る広域の道路網をサブエリアに分割し，逐次近似を行なうことなくシミュレーションを実

行する手法の研究をすすめている。 （一部科学研究費）
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3・7 交通流のモデル化に関する研究

助教授高羽禎雄・助教授浜田 喬•技官兼子 隆

技 官藤田一彦・大学院学生上村 務

都市の街路網および高速道路網における自動車交通流のシミュレーションが可能な微視

的モデルを検討する目的でつぎの事項につき，調査・検討を行なった．

(1) 東京都内の街路および高速道路における渋滞現象を，ヘリコプタによる連続写真搬彩

によって観測し，現象の分折を行なった．

(2) 都内の交差点における自動車群の発進・停止とそれに基づく待行列の消長を高屈ビ

ルからの連続写真搬影によって観測し，これらの現象を記述するパラメータの抽出，

Gazisらの微視モデルとのつき合わせを行なった．

(3) 従来の微視的モデルの欠点を補なうために， Newellの速度指定形モデルの修正によ

る新らしいモデルを考案し，その妥当性の検討を行なった．

（一部科学研究毀，一部受託研究費）

3・8 高速度・ A-D変換器の試作

助 教 授 高 羽 禎 雄

変換速度 1.6x 105サンプル 1秒，変換精度 lQ-4を目椋とした高速度・高稲度 A-D

変換器の設計・試作を行ない，特性の解折と性能の向上をはかっている．

3・9 梢製糖工程の自動化に関する研究

教授沢井善三郎・助教授山口楠雄・ 助教授原畠文雄

技官嶋田淑男•技官南崎義輝

籾製糖工程の高能率・低コストの操業を目的とした自動化のため，調査・解析・設計お

よび必要な検出•制御機器の改良および開発を含め，従来行なった研究によるシステムよ

りさらに高度の計装の関発を目的とした研究を行なっている．

3・10 流量の予測制御シミュレーション

助教授山口楠雄・技官嶋田淑男

パルス的な流鼠消費パタンを持つ回分式プロセス群と応答の遅い連続的な流砿発生のエ

程を有限のバッファで接続するとき，消買流景の予測にもとずき連続工程の供給流鼠の将

来値を決定する方法とその評価についてシミュレーションによる研究を行なっている．

3・11 制御用限時装置およびその応用方式の開発（継続）

助教授山口楠雄・技官嶋田淑男

技官南崎義輝 ・ 受 託 研 究 員 若 代 党 志

ハイプリッド方式による制御用タイマについて，タイム・スケーJレ切換えを含む直列多

菫使用および並列多重使用の両方式のためのハードウェアの開発を行ない， さらに時間を
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操作批とした回分工程の群制御，流批制御，カスケード制御などの方法について研究を行

なっている．

3・12 自動試験システム（継続）

助教授山口楠雄・技官嶋田淑男

技官南崎義輝・受託研究員若代認志

工業用制御機器などの精度および信頼性について，異なる環境における試駿を自動的に

長期間行ないデータを得ることを目的とした自動試験システムの聞発および改善を行なっ

た．現在はおもに制御用タイマの試験に使用している．

3・13 パルスサーボ技術の計最への応用（継続）

教授沢井善三郎・助教授原島文雄 ・ 助 手 稲 葉 博

パルスサーボの技術を， 自動送鍾式計霊装置に応用し，応答速度，精度などの特性を改

善する目的で研究を行なっている． この結果，精度 1/8000, 秤抵 8kg, 感絨 lgの計重

機で計紐時間 10秒以内のものを完成した．

3・14 サイリスタ無整流子電動機の研究

教授沢井仰三郎・助教授原島文雄

助手稲葉 博• 技官小山孝男

逆起電力転流形無整流子電動機の動作特性の詳細な解折を，離散値制御系の理論を用い

て行なっている．またその結果に悲づいて直流リアクトル，ダンパ巻線の設計抵準を明確

にすることを目的としている． （受託研究費）

3・15 SMDを用いたトランジスタ式サーボモータの研究

助教授原島文雄・助手横田和丸 ・ 研 究 生 鈴 木 英 雄

SMDにより小形同期電動機の回転子位四を検出し， トランジスタ線形増幅器により電機

子に電力を供給する形の無整流子電動機の聞発を行なっている． この電動機は，サーボ

モータとしての使用を目的としており，特性の解析および設計基準の明確化を進めてい

る．

3・16 サイリスタ回路網の解析（継続）

助教授原島文雄

本研究は，サイリスタを含む回路網を，サイリスタのスイッチ作用による離散的動作

と，回路を規定する微分方程式の組合せとしてとらえ，最近の制御理論において用いられ

ている状態空間法によって，時間領域における統一的解析法を確立することを目的として

いる．
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3・17 サイリスタインバータによって駆動される

助 教 授 原闊文雄・技官小山孝男

サイリスタインバータによって駆動される誘甜電動機のトルクの振動，電流の脈動を低

減することを目的として，多璽式および複数パルス式インバータによって駆勁される誘遅

その結果に抵づいて，最適な転流角の決定および制

御装骰の開発を行なっている． （試験研究喪）

3・18 エレクトロニクスの自動車への応用（継続）

助 教 授 原 局 文 雄

エレクトロニクスの技術により自動車に新しい機能を付加することを目的として研究を

行なっている．具体的には，各種電装品へのエレクトロニクスの迎入， 自動車製造工程に

対するエレクトロニクス技術の応用，屯気自動車の駆励方式に関する研究を行なってい

る． （受託研究毀）

3・19 自動車自動操縦装置の研究

助教授原島文雄・助手稲葉 博

自動車の各種の走行試険の自動化および高速道路における無人連転を目的として，全電

気式の自動操綬装骰のI姐発を行なっている．本年度は，主として操舵系の開発を行ない，

所定の成果を得た． （受託研究費）

3・20 レーザ光を用いた情報処理の研究（継続）

教授斎藤成文・教授浜崎裏ニ・大学院学生永田洋一

大学院学生鈴木修三・大学院学生前田惟裕

レーザ光のコヒーレンシイを活用すると極めて多紐の情報を処理，蓄紐することができ

る．本年度は，二菫反射ホログラフィの整理， レンズ板によるホログラフィ情報紐削減法

の提案と実験，空間変調による断屈写真の信号対雑音比の改善の提案と実険，写真，乾板

等の発生する空間雑音の狸論と実険等を行ない，比餃的よい一致をみている． またレンズ

様媒体を通じて並列に伝送し得る圃像情報批と歪みの複元方法の検討を行なっている．

3・21 レーザレーダの研究（継続）

教授斎藤成文・助教授藤井陽ー・助手中嶋邦宏

昨年度に引続き目椋体にとりつける反射体のリトロ・レフレクタの反射能率および反射

指向性の理論的ならびに実険的研究を行なうと共に，わが国の科学術星に適用する場合の

システム解折を行なった．
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3・22 磁性薄膜のレーザ応用に関する研究

教授斎藤成文•助手横山幸嗣

磁性薄膜に磁界を加えるとレーザ反射光の偏波而が回転する現象ならびにその温度効果

を利用するレーザ光変調器，磁界（従って電流）測定器ならびに光表示装置などへの応用

が考えられる．本年度は各種の磁性薄膜の某礎的測定を行ない， これら種々の応用への基

本資料を得た．

3・23 レーザを用いた電力線CT (継続）

教授斎藤成文・助教授藤井陽一

助手横山幸嗣・技官滝本英之

500KVのような超高圧送電電流における電流の計測は絶縁協調の点で非常に困蜻であ

る． レーザ光と電流によるファラデ回転を利用すれば，屯気的に無接触なので絶縁の困熊

がない．このような CT レーザシステム，たとえば，広帯域の小型レーザ CT, 回転補

償型の直流用 CT, さらにはがい子電界検出，電カケープ）レ用のレーザ PTの基礎研究

を行なうと共に，ガラス集東伝送線路を用いたレーザ CTシステムを検討している．

3・24 TDR測定法の研究（継続）

助教授藤井陽一

広帯域のマイクロ波回路の特性を簡単に短時間に測定する TDR(Time Domain Refle-

ctometry)について，そのレーザ用マイクロ波回路の特性の測定への応用について研究す

る．

3・25 半尊体レーザの超高速度変調（継続）

助教授藤井陽 ー ・ 技 官 西 本 団 信

GaAs半郡体レーザを， 0.5GHzから 10GHzで直接変調し，その特性を凋ぺる．さら

に，半迎体レーザのパ）レス動作について調べる．また，半等体を利用した測定装四につい

て調べる．

3・26 レーザ共振器（継続）

助 教 授 藤 井陽ー・技官滝本英之

レーザ共振器を含む光学系において従来の幾何光学を拡張した“幾何”光学の簡単な関

係が成立することがわかったまた，これについて実測フィネスと，真のフィネスの関係

をあきらかにした

さらに，電気光学効果結晶をふくむ共振器により，高い感度の共振器形変調器を実険し，

実効フィネス約 30で， 100Vで80%変調がかかるようになった．さらにこれを実用化

した装骰についてしらべる．
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3・27 レーザビーム

助教授藤井陽ー・技官大林周逸

レーザビームを遠くまで広がらずに伝えるための装置として， くり返しレンズを配置す

る方法の基礎実験を行なったまた，伝送損失を少なくするために，ブリュスタ角に， レ

ンズを配置した伝送の実験を行ない，非常に低い損失の伝送線路を得た． これらの線路に

ついて， レンズのずれ，傾きの効果および整合の条件を調べた．また伝送途中の空気のゆ

らぎによるレーザ伝送状況をヘテロダイン法により測定している．

3・28 YAG レーザ

助教授藤井陽ー・大学院学生松原俊郎

スレッショルドの低い YAG(Yttrium Alminum Garnet) に N炉をドープしたい

わゆる YAGレーザについて，その光通信への応用をはかるために， YAG レーザ装附

を試作した．これにより，モード同期，倍調波発生の悲闘的実険を行なった． さらにこれ

を応用したパルスホログラフィについて調べている，

3・29 CO2 レーザ

助教授藤井陽ー・技官大林周逸

中出力，単ーモードの CO2レーザを試作し，その基本的特性を謁べている．

3・30 光ヘテロダイン法の応用

助教授窮井陽ー・技官滝本英之

光ヘテロダイン法を応用して，両像情報のとりだし，および処狸を行なうための悲礎的

な研究を行なっている．

3・31 這子ビームの不安定現象

助教授藤井陽ー・技官大林周逸

高出力の進行波管等の電子ビームにおいて生じる低いくりかえし周波数の不安定現象に

ついて理論的，ならびに，実験的に解折したこれにより，この不安定現象原因が，残留

気体の電子衝突電離によるイオンにあることをたしかめた．

3・32 レーダデータによる飛翔体運動解析フ゜ログラムの開発

教授浜崎襄ニ・技宜松井安正

レーダデータを用いて飛翔体の速度，加速度ベクトルの邸定を行なうため，雑音成分の

除去方法の検討をし，簡単なプログラムを開発した．
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3・33 広悶域宇宙飛翔体アンテナの研究

教授浜崎炭ニ・講師長谷部望・技官松井安正

宇宙飛翔体の使用周波数範囲の拡大に伴ない，複数の周波数の同時使用を可能とする広

帯域宇宙飛翔体アンテナの開発が必要となり，数秤の対数周期型アンテナの実験を進めて

いる．

3・34 マイクロ波プリント回路の研究

教授浜崎襄ニ・助手岡田三男・助手座間知之

マイクロ波回路の小型怪最化を目的とし，プリント方式によるマイクロ波回路の研究を

続け， 5.6GHz帯塔賊用アンテナ自動切替装慨の実用化の研究を進めている．

3・35 薄膜を利用したレーザ光回路の研究（継続）

教授浜崎裏ニ・大 学 院 学 生 高 野 忠

レーザ光の伝播路として薄膜構造を用いるならば，回路の小型軽批化，振動，熱に対す

る安定性と共に容易に位い電界強度を得ることができる，本年度は昨年度に引続き金属外

被祁波線路の理論解析と実険を行ない， この線路が光集積回路等の短い線路として利用可

能であることを明らかにした，

3・36 無限可変移相回路とその応用に関する研究（継続）

教 授浜脩裏ニ・助手岡田三男 ・ 助 手 座 間 知 之

虐圧制御発振回路 (VCO)と位相検波回路を利用した無限可変移相回路を，偏波面追尾

受信機に応用し，試作実険装置を用い人工衛星“たんせい”と“しんせい”からの露波の

受信夷険とその偏波面解祈を行なって理論と実険のかなりよい一致をみている．

3・37 円偏波放射器に関する研究（継続）

講師長谷部望

主として，ロケットおよび衛星追尾を目的としたいろいろの円偏波放射器のIJ廿兌と実用

化の研究を行なっている．その一例として無給電桑子を有する，新しい構成法の円偏設ア

ンテナを考案し， これを実用化してロケット追尾用，術星追跡用にアレイアンテナとして

使用し，好結果を得ている．

3・38 ロケット搭載アンテナ（継続）

；溝師只谷部望

大型ロケット搭載用のアンテナ系を使用条件を考磁して，これに適した特性を得るべく

検討を行なっている．現在， Cバンド搭載用として円偏波を用いることおよび VHF帯に

おげるアンテナ切換回路の研究を進めている．
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3・39 会話形式のコンパイラに閃する研究

教授渡辺 勝・技官安迄治 美・大学院学生富沢四治

軍子計冥機の利用技術のもっとも進んだ形として，会話形式によって，人間と機械が対

話する形で問題を解く手法が有効であることが実証されてきたこのような会話形式のコ

ンパイラは，従来のバッチ処理方式のコンパイラと比校して，より高度な技術を必要とす

る．本研究においては，次項にあるオンライン計冥機を利用した会話型言語ならびにその

コンパイラの作成を試みたものでインタプリタ方式のものと，実行速度を上げるために機

械語ヘコンパイルした方式の 2種類のコンパイラを開発している．

3・40 計邸機相互接続型オンラインシステム（継続）

教授渡辺 膀• 技官安逹治美

技官籐田一彦・技官矢作裕一

,/-1罫機をオンラインで使用する方式として，これまで端末装置を直接計罫機に接続する

方式のものが多かったが， これでは主計卵槻のソフトウエアの負担が大きい．端末制御用

に小型計仰機を用い，これを主壮符機に接続する方式をとり，端末制御や入出力の編集な

どを小型叶卵機で行なわせ，主計仰機を計罪処理に専念させる方法によって， オンライン

利用を容易にすることが本研究の目的である．小型計邸機に FACOM270/10を，主計

邸機に FACOM270/30を用い，両者をチャネル接続するための接続装置を試作し，デ

ータ転送および相互制御方法を実験して，実用の見とうしを得た．従来使用した端末のタ

イプライタのほか，本年度はビデオディスプレイを追加し，複数端末の制御方法の研究を

辿めている．

3・41 計窮の数学理論とくにプログラムの正当性の証明

教授渡辺 勝・大学院学生鈴木則久

霞子計算機の普及にともない，プログラム作成の方法の数学的基礎づけを行ない，それ

にもとづいて誤りのないプログラムを埒く方法や，プログラムの正当性を証明する理論が

注目を浴びるようになった．プログラムを実際に動かせるまでには，何回となく計邸機に

かけ，虫を取る作業が必要なことは，，it卵機を使用した経験のある人は誰もよく知ってい

る． このような而倒な手間をはぷき，プログラムの正しさを壮邸機自身を用いて証明する

ことがこの研究のねらいであり，実用にはほど辿い段階ではあるが，研究の重要性にかん

がみて，種々のアプローチを検討している．

3・42 交通i丘号機の計邸制御方式に閲する研究

助教授浜田 喬• 技官顧田一彦

大規校かつ複雑な部市道路網の信号機群の集中的制御方式のソフトウェアの研究を行な

い，信号制御パラメータの一つであるオフセットの設定方法について，系統化の手法，動

的制御方式，オフセットパタンの変更方式などの解祈を行なった．
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3・43 交通流最適配分の数値解法（継続）

助教授浜田 喬•技官藤田一彦

既存の道路網の効率を維持あるいは向上させる為の道路交通制御方式の一つに，経路指

定制御があるこの制御を行なう為には，与えられた各自動車の OD(出発地・ 目的地）

にしたがって，道路網における交適流最最適配分を計罫しなければならない．そこで，こ

の数値解法について，最過性の条件を直接解く方法と，逐次最適解に近づく方法との二種

類の解法を与えた． とくに後者について，計邸速度の高速化と，所要記憶容最の減少をは

かり，実用的なアルゴリズムを開発した．

3・44 MIS形電界効果トランジスタの低周波雑音（継続）

教授安逹芳夫・助教授生詢俊明

助 手 栗 原 由 紀 子 ・大学院学生勝部昭明

MIS形電界効果トランジスタの低周波領域における雑音特性，および雑音と半郡体・

絶縁膜界面にある慨子状態との関係を究明するために， MIS形トランジスタの発生する

雑音電力および雑音指数の周波数依存性，温度依存性，電流依存性，バイアス電圧依存

性，信号源抵抗依存性，およびトランジスタの材質寸法がおよぼす影聾を調べた．本年度

は MOS形以外に MNOS形トランジスタを追加して，絶縁膜の寸法製作条件などのお

よぼす影轡を置点的に調べ， トンネル過程による雑音の発生理論を適用した実険結果をよ

く説明する 1/f雑音理論を郡出した． （一部受託研究費）

3・45 トランジスタ用半埠体の表面の雷気的性質に関する研究（継続）

教授安逹芳夫・助教授生駒俊明

助 手 栗 原 由 紀 子・大学院学生勝部昭明

MIS トランジシスや MISダイオードを用い，半迎体と絶縁膜の材質や半郡体表面の

電界強度・ 温度などを変化して，半群体と絶緑膜の界面にある SlowStatesや FastStates 

がトランジスタ・ダイオードの電気的性質（例：チャネル伝尋，容絨，雑音）におよぽす

影曹を調べた．またいろいろの表面羅子状態を仮定して， MISダイオードの容量特性の

理論計卵を行なったなお，容鼠やコンダクタンスの周波数依存性温度依存性から表面蟄

子状態の時定数や界面付近のトラップの性質を調べる方法についても検討した．

3・46 MNOSデバイスの特性に関する研究

教 授安逹芳夫・助教授生駒俊明・大学院学生膀部昭明

記憶作用のある MNOSデバイスの Si02-Sb応界而に蓄積される電荷の蓄積過程とそ

のヒステリシス特性について実険的・理論的検吋を行なった．その結果，主として酸化膜

の厚さと窒化膜の物性によっていくつかの形式に類別できることを知ったまた，ダイオ

ード構造で C-V特性， G-V特性を， トランジスタ構造で静特性，低周波雑音特性を測定

して界面蓄積電荷蟄と界而闊子状態密度との相関性を調べた．
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3・47 MOS構造を用いたトンネリング・スペクトロスコピー

教授安辻芳夫・助教授生 駒俊明・助手市川勝男

技官• 宮川尚 憲 ・ 大 学 院 学 生 膀 部 昭 明

シリコン上の均ーな薄い (10-soA)酸化膜中を流れるトンネル電流の性質を晶iべるこ

とによって，シリコン表面の物性を研究し，あわせてこのような薄い酸化膜の性質を覇ベ

ようとするもので， ピンホールのない薄い酸化膜を得るには，表而の洗浄，エッチング？］

が特に直要であり，電極をつけた後の熱処理も特性の改善に有効であることがわかった．

トンネル電流はシリコンのバンド構造を反映した特性を示すが， シリコン表面が逆バイ

アスとなるようなバイアスで電流に飽和現象の現われること，この飽和値の大きさや，電

流の立ち上るバイアス電圧の大きさに温度依存性のあること，およびこのような特性はシ

リコンの比抵抗の途いでかなり拠なった様相を示すことなどが明らかとなった．

3・48 （継続）

教授安辻芳夫・助手架属［山紀f・

一般に電子部品の信頻性・故隙解折には故障率一定の指数分布やワイプル分布を仮定す

る場合が多いが，二重指数分布を仮定するとある種の電子部品の故障解析に極めて有用で

あることを解明した．また信頼性用語や電子部品の故障率試験法の JIS作成に協力した．

3・49 GaAs結晶のエピタキシアル成長に関する研究

助教授生均俊明・教授安辻芳夫

助手市川 /l券男・技官横清． 氾・大学院学生堺 和夫

AsCI叶Ga/圧系を用いて GaAs単結品悲板上に， GaAsをエピタキシアルに成長させ

る実険を行なっている．現在 20-30μ の成長陪を得ているが，光学顕微鋲，二次電子走

査型顕微鐙を用いた表面観察によると，表面には凹凸があり，まだ結晶性が完全ではな

い．表面がフラットでかつ電気的特性の良い試料を得るために，流鼠， AsCLのモル談

度， ソース，悲板の温度，温度こう配席のパラメータを変えて，実検を行ない，最適条件

を探索中である．

3・50 波用電界効果トランジスタの研究（継続）

教授安逹芳夫・助教授生駒俊明・助手架原由紀子

チャネル長 2-4μ の MOS形電界効果トランジスタの超高周波パラメータとして，

lOOMHz-1. 5GHzの範囲で yパラメータを， 110MHz-2GHzの節囲で Sパラメータを測

定し，等価回路の検討および超高周波増幅器の設計を行なっている．また先年度，チャネ Jレ

長2μ の試料では，空間電荷制限電流が支配的となることを理論的および実験的に示した

が，更にこの試料につき， Sパラメータを測定して，その超高周波特性を検討している．

（一部受託研究費，一部科学研究費）
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3・51 GaAsエピタキシア）レ成長1晋の電気的特性に関する研究（継続）

教 授 安 述 芳夫・助教授生詢俊明

大学院学生堺 阻夫• 技官構溝 氾

GaAsエピタキシアル成長野の電気的特性を評価するため，エッチング法及びオーム接

触の取り方について実険時に検討を加えた・ ホール効果， ショットキ・バリア法により不

純物濃度，移動度を測定する装罰を目下準備中であるまた不純物レベルとトラップ，

GR中心およびキャリアの寿命との関連を明らかにするため，光郡電効果による測定を叶

画し，準備中である． （一部受託研究費）

3・52 機能素子に関する研究（継続）

助教授生駒俊明

軍子システムの巨大化にともなって，従来のトランジスタ・ダイオードという考え力.の

デバイスでは，いたずらに集積化の規模の拡大を招き，情報量の増大に対処できなくなる

ものと考えられる．そこで，従来極めて複雑な回路をもって実現していたような機能，あ

るいはこれらの複合機能を，新たな物理現象を用いて簡単にデバイス化できるような，い

わゆる機能デバイスに関して思索している．

3・53 半郡体バルク効果に関する研究（継続）

助 教 授 生 詢 俊 明

ガン効果の追気二重屈の生成，消滅過程を二次元効呆を考底して解折し，横方向への拡

がり雰について検討を行なっている．またこれを用いた機能索子の特性について研究を行

なっている．

3・54 多次元圃像情報処理（継続）

教授尾上守夫・助教授闘木幹雄

濃淡のある1祖i像を電子壮邸機により処理し， I唐i質の向上， 4怜域圧縮，五十測，パタン；，忍識

を行なう圃像情報処迎について研究を行なっている. jilij像情報処理を行なう際の品本的な

手法，例えば階閲処雌，空間フィルタ処理，輪騨の柏出などの検討を行ない，医学，非破

壊検査などへの応用を聞発している．特にパタン認識的な処理については，人間を含めた

対話型システムの閲発の検討を行なっている．また，ハードウェアの面では現在l姐発の遅

れている入出力装置の聞発と実用性を考慰してミニコンピュータを用いるシステムの実現

を目指して研究を行なっている．

3・55 圃像入出力装訊（継続）

教授尾上守夫・助教授高木幹雄

技官増本武敏・技官浜野亘男

画像情報処理を行なう際に，画像の入出力装四に適当なものが得雌いことを研究が行な
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う上で大きな障害となっている．この点に鑑みて安価な入出力装骰の開発を行なってい

る．すなわち入力装骰としては，ファクシミルを改造し，位骰決めにパ｝レスモータを用い

た高分解能の装附を，また出力装訊としては，オッシロスコープを用いて階調の表現を行

なう装骰を試作した．

3・56 旧質の向上

教授尾上守夫・助教授高木幹紐

画像情報は人間に梢報を伝逹するための重要な手段であるが，画質の向上は雑音の除

去，分解能の向上，画像中の対象物の強調などを行ない，人間にとって見やすい形で画像

を提供し，人間に有効に画像情報を伝達しようとするものである．画質の向上に必要な手

法の聞発を行ないX線写真， TVカメラによる圃像などに応用しようとしている． とくに

Focus如Defocus処理による方法を検討した．

3・57 ミニコンピュータの計測への応用（継続）

教授尾上守夫・助教授高木

技官増本武敏• 技官浜野亘男

ミニコンピュータを用いて計測の自動化，省力化を行なうことを目的として研究を行な

っている．柾々の計測に必要なソフトウェアの開発，記録器，測定器とのインターフェー

スの製作を行ない， ミニコンピュータ向きの入出力装訳（ディスプレイ， AD, DA 

器）の閲発を行なっている．すでに渦流検査，光振器の短期安定度，アコーステイソク・

エミッションの測定などに利用している．

3・58 （紅也斎夕~)

敦長「丘上守火

電気検械結合係数の非常に大きい，圧電振動子は広帯域の機械振動系機能部品をつくる

上で屯要であるのみならず，その圧虜振動が純弾性振動といちじるしく異なるので理論的

にも腿味がある． とくに LiNbO:i, LiTa03など新しい圧電結品の特性を検討している事

3・59 多璽モード圧軍振動子（継続）

教授尾上守夫

各種の多童モード振動子の検討をすすめてきた．とくにえ/4支持法の開発により，明確

な節点のない低周波多屯モード振動子の保持の問題が解決した．

3・60 エネルギとじこめ形振動子およびフィルタ（継続）

教授尾上守）こ

エネルギとじこめという新しい原理に脳づく水晶およびセラミック振動子•およびフィル

タの研究を行なっている．一枚の圧電板で多区間のフィルタが構成できるのが特徴であ

る． 自由固有振動展開に姑づくエネルギとじこめ特性の厳密な解折を行なっている．
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3・61 VHF水晶共振子

教授迅上守火

VHF帯で広帯域の水;';r',フィルタをうるためには，オーバートーンではなく晶本彼の非

‘常に苅い共振子が必要である．特殊な貼合せ構造により研磨と保持間迎を同時に解決する

ことを試みている．

3・62 甑迅音波遅延回路の研究（継続）

教授尾上守火・研究揺託富川義朗

特殊な機械的遅延回路の使用により音声周波帯で長時間の遅延が得られる涅廷回路の研

究を進めている．

虞帯域でスプリアス・モードの発生の少ないねじり波変換子のIJ甘発を行ない，音声を伝

送するに十分な叶｝域が得られるようになった。 （文部省試験研究）

3・63 趙音波によるレーザ光偏向堺の研究（継続）

教授尾上守火• 技官小林洋一・

超音波によるプラッグ反射を利用して， レーザ光を偏向させ，あるいは周波数変換する

研究を行なっている．まず水を媒質とした場合について検討し，超音波に対しても光に対

しても郡波構造になるような偏向器を考案した．

3・64 高安定発振罪の短期安定度の研究（継続）

教授尾上守夫• 技官大場一彦

高安定水晶発振器の lms-lOs程度の観測時間に対する安定度を周波数領域，時間領域

の両方で lQ-12 の精度で測定し種々の要因との関連を分析中である．非常に多くのデータ

の統叶的処理を行なうため測定を自動化し，紙テープを介して計卵機に直接入力できるよ

うにしている．

3・65 超音波採傷法の研究（継続）

教 授 尾 上 守夫・助手口田博章

数 mm以上の厘鋼板に対する探似法として低周波板波を使う方法と 2分割探触子を使

う方法を検討中である．

3・66 電磁的非破壊検査の研究（継続）

教授尾上守夫・助教授高木幹雄・助手市川初男

渦流を利用した金属管および線材の検査法を研究している． とくに自動探傷に関連して

コイル系，検出系の設計を検討している．また傷の分類，判定を計算機で行なうために，

探偽データの自動しゅう集解析装置を試作した．
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3・67 の応用

牧 鮫尾 上守 大・ 助敦 投高木幹雄・助手山田博章

非破壊検査において圃佼ば熔接部のX線写真，．臼音波による祈層写真，超音波ホログラ

フィ，シュリーレン写真，光学的方法による表面欠陥の検査，鋼材中の介在物の検査など

の手段として用いられているが，その処理はすべて人間に頓っており， 自動化が望まれて

いる．そこで熔接部のX線写真による判定の自動化，グラフィック・ディスプレイの超音

波探白への応用などを試みている◆

3・68 データレコーダ

敦只尼上守火・助敦投高木幹虻・助手山田博既

畠音波採傷の記録性の向上とデータの集中処迎システムの間兄をめざして，まず探侶デ

ータを走査変換して低辿でよみだし，通常の音声用カセット・レコーダに，；己録できるよう

にした．

3・69 ファクシミル

教鮫尾上守夫・助教授裔木幹雄・助手山田博章

蘊音汝採i員においては探傷結呆のハードコピーによる記録が得煙<, Cスキャンおよび

Bスキャンでは強さの情報に乏しく，探傷図形の似エコー振輻のみ記録する方法では位附

の情報に乏しい．湿式ファクシミルを用いて振幅に対しては階謁を出して記録し，走査し

て2次元的に表示することにより位i性の記録も行なうことができる装i筐を試作し，斜角探

区に用いて良好な結果が得られた．

3・70 アコースチック・エミッション (AE) の研究

攻紋足上守火・助手山田博箪

材料中のわれの完生もしくは凪辰にともなって允生する抑性殴 (AE)を観測すること

によって高圧容器の破埃や材料の疲労限を予知しようとする研究である．共振型疲労試！険

楓の AEの発生状況を観測し，またAE観測用の変換子の研究を行なっている．

3・71 阪学的圃像情報処理（継続）

助教投高木幹雄・技 培本武敏

シンチグラム，顕微鍛写真などの画像により診断，検査が行なわれ/

ているが，その処理はすべて人間に委ねられており， 自動化が望まれている．医学的画像

情報処理の目的として画質の向上， 自動叶測，パタン，，忍識を採りあげ， X線像の圃質の向

上，シンチグラムの処理と自動計測，染色体の自励計測，白血球のパタン認識などの研究：

を行なっている．
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3・72 データ伝送におけるひずみ補償方式に関する研究（継続）

助教授高木幹雄・技官浜野亘男

ディジタル情報の伝送において伝送速度を高速化することが望まれているが，現状では

符号間の干渉により速度を上げることができないこの点に柑目し符号間の干渉を除去

し，伝送辿度を上げるための研究を行なっている．ディジタル遅延線を用いた装買の論迎

設計を行ない，試作を進めると共に，計算機を用いて各方式のシミュレーションを行なっ

ている．

3・73 ファックスの帯域圧縮

助教授高木幹雄・大学院学生津田俊隆

とくに 2次元予測による圧縮を研究し，計卵機シミュレーションにより，圧縮率，必要

なバッファ容蟄などの考察を行なった．

3・74 超音波探触子の研究（継続）

助手山田博章

超音波探偽器の感度規正を合理的に行なうために椋準探触子の開発を行ない，その特性

の経年変化を測定している．また 2}闊波で共用できる探触子を開発し，さらに AE観測

用探触子，低周波板波用探触子の研究も行なっている．

3・75 超高圧送電線の雷害に関する研究（継続）

教授 河村逹雄・助手北条準ー・技官大平矩史

超高圧線路はわが国の電力系統の根幹であって，その事故が影曹する範囲は大きい．雷

緊による対地放電数の分布による雷害危険度の窮定，落雷による雷電流のぶ進入と伝搬，特

に雷電流波高値と波頭しゅん度の影聾，有効なしゃへいを逹成するための方式などについ

て研究を行なった． （一部科学研究費）

3・76 統計的手法による電力系統の絶緑信頼度に関する研究（継続）

教授河村逹雄・大学院学生石井 勝

統計的手法による電力系統の絶縁信頼度の評価を行なうための研究を行なった．本年度

は雷および開閉サージによる電力系統の絶緑信頼度の検討を行なうとともに，台風などに

よって，絶縁物の表面が汚損された系統の信頼度を明らかにするために，汚損がいしのフ

ラッシオーバの統計的性質を明らかにし．さらに系統の事故率の冥定について研究を進め

た．

3・77 雷放電カウンタの研究（継続）

教授河村達雄・助手北条準一

送電線における耐雷設計の基本的資料を得る目的で雷放電カウンタによる測定を各国で
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(CIGRE)で提案されて

いる．当研究室では昭和 46

で実測を行なった．また対地―雲間放電分離カウンタならびにトランジスタ化した雷放電

カウンタにより韮鳳的資料をもとめ，さらに叶数値と雷害事故件数との相閲を明らかにし

ふ-
1-・ 

3・78 いし面のフ？ッシオー よび監視の研究

教授河村逹雄・技官大平 矩 史 ・ 研 究 生 森 田 和 実

高屯圧設仙の外部絶縁の塩塵埃による汚損フラッシオーバ危険度の一検定法として間歌

的諜軍の際の罰れ電流による汚損監視方式の開発を行ない，人工および自然汚損がいしに

ついてその実用性の検証を行なった．また，汚損がいしのフラッシオーバ電圧に影害を及

ぽす気象因子として，がいし表面温度と周間気温との間の温度差に着目し，長期実測を行

なうとともに，その実険的解折をすすめた．

3・79 急しゅん波測定系の応答時間に関する研究（継続）

教授河村逹雄・技官大平矩史

ナノ秒の立上りを有する高電圧パルスを測定する際には，電圧発生装闘と分圧器との寸

法の相異により， この両者を均一の伝送線路で結合することは困筵である．かかる場合に

迎線の不均一性により波形にひずみを生じ，これが分圧器の応答時間の測定誤差となる．

測定系の構成を変化させた場合の応答時間，誤差を理論的に計卵し，不均ーリード線によ

る測定誤差を明らかにするための研究を行なった． （一部科学研究毀）

3・80 レーザ光を利用する トリガ特性に関する研究（継続）

教授河村逹雄・助手北条準一

Qスイッチレーザから発する強力なレーザ光を放電間隙に照射すると低い屯圧できわめ

て安定なトリガが実現できる．電圧を印加した球間隙にレーザ光を照射した場合のレーザ

出力，照射位置，照射方向，ギャップ長などと遅れ時間との関係をもとめ， さらに光電子

増倍管を用いて一次ストリーマ，電離波，二次ストリーマの進展状況を測定して，その放

電撮構を明らかにするための研究を行なった． （一部科学研究費）

3・81 コヒーレントコミューニケーションに関する研究（継続）

助 教 授 安 田 靖 彦

惑星間通信のごとく膨大な距離を介して通信を行なうためには信号を符号化し受信側で

はブロックごとに最大検出法を用いて信号検出を行なうことによりビットごとの検出を行

なう通常の PCM-PSK方式より lOdB近い SNR改善が得られることが知られている．

本研究は符号を二進符号より広い多相符号から構成することにより SNR改善の度合が大

きくなり，また自己同期特性が得やすくなることなどを示したものである．
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3・82 テレメータデータの恐域圧縮伝送方式に関する研究（継続）

助教授安田靖彦

人工衛星，観測ロケットなどの電源は限られたものであるからできるだけ有効に使用す

ることが必要である．テレメータの信号は一般に冗長度が大きいからこれを取除いて送信

すれば，伝送帯域輻が小さくなりしたがって送信電力が節約できる．

号の各サンプルをそれより以前のサンプル値から一定の予測公式によって作った予測値と

比較しあらかじめ定めた許容値内にあれば拾て許容値を越えるサンプルのみを有意義なも

のとして伝送する方式を用いるこの際伝送すべきサンプルをバッファメモリに入れて待

合せ行列を順次一定の繰返し周波数で読み出して伝送する

3・83 高密度符号伝送方式に閲する研究（継続）

助 教 授 安 田 靖彦・技官山田文彦

限られた周波数帯域の伝送路をより有効に使用するために従来からいろいろの多俯伝送

方式が提案されている．これに対して本研究はあらかじめ信号を多値化して伝送するので

はなく特殊な 2進波形とした後，そのまま伝送路に押込み受信側で判定後帰退をかけて，

符号間干渉を取除く高密度符号伝送方式を新たに提案し同一条件で誤り率を比した結果高

密度方式が多値方式よりすぐれていることを明らかにしたまた本方式の受信装四の全デ

ィジタル化を検討中である．

3・84 音声将域内ファクシミリの帯域圧縮伝送方式に関する研究（継続）

助 教授安田靖彦・技官山田文彦・技官山内喜隆

最近，官庁，民間企業の事務合理化あるいは気象報道関係を中心に，ファクシミリのも

つ視覚情報伝送手段としての機能が再認識され，その両要が急速に伸びつつある．それに

伴なって伝送路の有効利用をはかる幣域圧縮伝送方式のl姐発に各方面で努力しつつある．

本研究は広帯域ファクシミリで成功した方式を適用しつつ有線音声帯域ファクシミリ固

有の問題を解決し，実用化装骰のrm発に成功した．またこれを短波 FM伝送に適用する

場合の問題点をも検討した．

3・85 誤り訂正ないし検出能力のある循環検出N進符号（継続）

助教授安田靖彦

電力，ガス，水道等のメータの読みを電気的に検出し，遠方へ伝送して集計する自動検

針において，伝送妨害による誤りを極力少なくするために誤り検出能力のある循牒検出

10進符号を検討した．その結果検出ヘッドを集中的に配列する場合，ヘッド数 5におい

ては符号間の最小距離が 2となる 10進系列は唯一しかないことを見出した．またこれを

一般の 2進符号に拡張すると上記以外に種々の有益な応用が考えられ，目下検討を行なっ

ている．
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3・86 フェーデングを伴なう無線伝送路における高能率データ伝送方式

に関する研究（継続）

助教授安田靖彦・技官山田文彦

短波腐•においてデータ伝送を行なう場合，フェーディング現象による極端な SNR 劣化

による誤り率増加を避けるために何等かのダイバーシティ技術を遅入する必要がある．本

研究はタイムダイバーシティ方式を採用し，ダイバーシティによる情報伝送速度の低下を

8相 PSKによって補伯する高能率データ伝送方式を提案し，実験装骰を構成してその実

現可能性を確めた．また復号方式として装四が比校的箇単な多数決論理方式の適用とその

検討，位相変調波の復調に必要な某準搬送波の抽出に判定帰遠方式を適用し，その詳細な

検討を行なった．

3・87 タイムスロットの擬似ランダム入替えによるファクシミリの帯域圧

縮多重伝送方式に関する研究（継続）

助教授安田靖彦・大学院学生古賀敬一郎

ファクジミリ信号は統計的にみて黒発生確率は白発生確率より著しく小さい． この性質

を利用して，擬似ランダム走査を行なった数台のファクシミリ送信機出力を単に ORをと

った後，単一の伝送路を通して伝送し，受信側では逆走査を行なえば，他チャネルからの

妨害はランダムに分散した黒点となり了解度は保てる．実際問題として擬似ランダム走査

を行なうのは容易でないので本研究では通常走査の後M系列発生器とシフトレジスタを用

いた擬似ランダムタイムスロット入替えを行なって，同等の効呆を持たせる方式を提案，

実険装囮を組立て良好な結呆を得た． さらに誤り訂正機能を付加することにより，他チャ

ネルからの妨害を軽減し得ることを示すとともに，コンピュータによるシミュレーション

によって，より高級な信号処理の効呆を調べ良好な結呆を得た．

3・88 8相位相変調波の判定帰遠復調方式に関する研究

助 教 授 安田靖彦・技官山田文彦

位相変識波の復調には受信側で品準搬送波を到来する受信波から抽出することが必要で

ある．判定婦遠方式は非判定帰遠方式に比べ，より短かい推定時間で韮準搬送波を抽出で

きる点においてすぐれているが，一般に 1ビット分のアナログ遅延線を要し，低速度デー

夕伝送では回路構成が困熊となる．本研究ではアナログ遅延線を必要とした新たな判定帰

遠方式を提案，実険を行なってこれが初期の動作をすることを確めた．

3・89 マルチプル FSKによる周波数拡散多元接続衛星通信方式に

関する研究

助教授安田靖彦・大学院学生田坂修二

周波数拡散衛星通信方式は，周波数分割あるいは時分割衛星通信方式に比べ，伝送路帯：

域を各チャネルが平等に，いっぱいに使用できること，収容可能チャネル数が大きいこ
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と，送信装置が簡単になる等の点で優れているが，チャネル相互間の干渉のためパフォー

マンスが他方式に劣るのが欠点である．本研究は一次変調にマルチプJレFSKを適用し，

その復調時の広帯域利得によって耐干渉性を持たせた新しい方式の提案を行ない，解析に

よってその特性が優れていることを明らかにしたものであるが，なお詳細な検討を続行中

である．

第 4 部

4・1 イオン交換樹脂など分離剤の基礎的性質の研究

教授山辺武郎・助手高井信治

技官梅沢香代子・技官吉田章一郎

圧透析膜に用いる目的で膜に陽陰両交換基を尊入して両性膜を合成し，その陽陰イオン

交換容鼠を測定した． ビニ）レ系高分子を基体とするポーラスポリマーを試作し， NMRに

より溶媒の配位状態を検討し，極性ポリマーでは錯体などの分配係数を測定し［こ．種々の

形のアパタイト〔(Ca,Si, Ba) 10 (POふ (OH, F)砂を合成し， NMRにより水に対す

るアパタイトの吸普の強さは水酸アパタイトに対し Ca>Si>Baであることを確かめた．

4・2 膜法による塩水淡水化の研究

教授山辺武郎・助手高井信治

技官梅沢香代子・技官吉田章一郎

イオン交換膜電気透析では，種々の鼠金属イオン，縮合リン酸イオンの透過性を検討し

た．圧透折では両趾膜を用い， 100気圧桓度の加圧の下に食塩水の透過実険を行ない，透

過液が濃縮されることを確かめた．逆没透ではアセチルセルロースおよび種々のナイロン

を用いキャスト液の組成，熱処理などについて検討した．またナイロンについて NMR

より水の配位状態を測定して，逆没透膜としての遥合性を考察した．

4・3 液体クロマトグラフィの研究

教授山辺武郎・助手高井信治

技官梅沢香代子・技官吉田章一郎

陽陰混合イオン交換樹脂を用いる方法では，銅，亜鉛について，種々の混合比の樹脂を

用い，種々の濃度の塩酸による溶離挙励を考察した．表面イオン交換樹脂を合成し，それ

を用いる高速クロマトグラフィにより重金属の分離を行なった．ポーラスボリマーにより

金属錯体および縮合リン酸イオンの分離を行ない，とくにこの方法は適当な溶媒を用いる

ことにより，分離の困難な物質の分離に有効な場合もあることを確かめた．
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4.4 ガラス化範囲の研究（継続）

教授今岡 稔•技直~ 山崎敏子

新種ガラス開発の蒻礎研究として，珪酸塩，硼酸塩，ゲルマネート，テルライト系な

ど，広くガラス範囲を調べ，同時にガラス化条件，ガラス構造との関係を追求するもので

ある．

4・5 カ）レコゲナイトガラスの研究（継続）．

教授今岡 稔• 技官坂村博康

硫化ゲルマニウムを中心としたカルコゲナイドガラスについて，そのガラス化範囲，性

質を調べ，最近注目を集めているこの系統のガラスの用途，ならびに構造を明らかにしよ

うとするものである．

4・6 ガラスの綬和現象の研究（継続）

教授今岡 稔• 技官坂村博康

ガラスの応力緩和，内部摩擦などの緩和現象を調べ，それらの緩和畿構とそれに対応す

るガラス構造を明らかにしようとするものである．

4・7 X線によるガラス構造の解析（継続）

教授今岡 稔・助手長谷川洋

回転対陰極による強力X線装四を用い， PbSb, Teなどの重元索を含むガラスの構造

解折を行なっている．

4・8 よるガラスの圧痕の検討（継続）

教授今岡 稔• 技官山崎敏子

ガラスの圧痕の様子を走査電子顕微鍛によって調べ，ガラスの種類により，プラスチッ

クフローがどのように現れるかを知り，ガラスの構造と機械的性質の関係を明かにした

し'・

4・9 粉体結晶の表面活性に関する研究（継続）

助教授高橋 浩・助手（特別研究員）堤 和男

技官池本美佐子•生産技術研究奨励会技師西村陽一

各種の粉体結晶，とくに酸化物，硫化物，ケイ酸塩，カーボン類などについて， bulk

および表面の構造と諸物性たとえば表面エネルギ，表面官能悲などと表面活性との相関性

について研究している． これによって粉体結晶の表面活性を支配する要因を明らかにする

ことを目的としている．
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4・10 メカノケミカル反応の研究（継続）

助教授高桐 浩

固体物質に機械的ひずみ力が加えられる過程，たとえば粉砕，混練，衝撃，圧延などの

過程において，固体の構造，物性，化学的性質は著しく変化する．金属酸化物，炭酸塩な

どを対象として機械的処理を行なったときの変化を構造および物性の両面からとらえて，

変化の一般的原則を確立することを目的として研究を行なっており， とくに現在，無機粉

体と有機物とのメカノケミカ）レ反応の研究を行なっている．

（一部大倉和親記念財団研究助成金）

4・11 ゼオライトの研究（継続）

助教授高橋 浩• 助手（特別研究旦）堤 和男

技官池本美佐子• 生産技術研究奨肋会技師西村・ 陽一

ゼオライト類の中，主としてホージャサイト，モルデナイト，ゼオライト A, ゼオライ

トLについて， X線回折，赤外線吸収，熱的測定， ESR, 吸着測定，酸性度・酸強度測定

によって構造，物性の測定を行ない，同時に各種の反応に対して触媒活性との相関性を求

め多くの新らしい知見を得た．

4・12 固体表而の改質に関する研究（継続）

助教授高桐 浩・助手（特別研究員）堤 印男

各種の酸化物，ケイ酸塩，カーボンプラックなどをジアゾメタン，ア）レコー）レ類などの

有概化合物と反応させることによって表面改質を行ない，没せき熱，吸将などの測定手法

によって官能基の機能を解明するとともに表而のエネルギ状態を明らかにする．

4・13 触媒担体としてのアルミナの研究

助教授高栢 浩• 生産技術研究奨励会技師西村陽一

研 究 生 中 野 裕 司

脱硫触媒，排気ガス触媒その他触媒担体として極めて璽要なアルミナの構造，物性をX

線回折，吸狩，昇温脱離，アミン滴定法などの手法を用いて研究するとともに，併せて異

性化，不均化反応を用いて選択性，耐久性などとの関連性を明かにしつつある．

4・14 複合系の熱伝尊に関する研究

助教授高桐 浩・研究嘱託萩野圭三

複合系とくに粉体ボリマー系の熟伝甜度を測定する．これによって，粉体ボリマー［廿］

の相互作用を明らかにしていわゆる複合材料の熱特性研究の一助にするものである．
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4・15 チクンの物性ならびにその両像形成への応用研究

敦授野崎 弘•助手（特別研究員）飯田武祝

石相 寛

陵化チタ として用いる研究をなした．とくに静電記録用として特

徴を生かすこどにつとめた．特徴とは，たとえば Ti02は誘電率が高く，これを記録紙に

用いると，わずかの入力でも短時間にその信号を捕えて両像形成を可能にすることがわか

った， Ti02の電子密度も ZnOその他の材料に比べ大きく，両像の絆明度も大である．

とくに Ti02を用いた静電記録について国費受託 46-1でおこなって中間調の要因を明ら

かにした，また Ti02の RS法への応用も研究した，

4・16 関する研究

敦授野綺 弘・大学院学生山綺訳災

金屈を Ti,Al, Taを用い，はじめI麿極処狸をしてそれら金屈表面に酸化物を作る．

つぎにこれを遥当な電解液に入れて交流遥電を行なうと， その電解液成分の特定成分が

咆化物となって前記酸化物中に複合体となって折出する． この複合酸化物被膜が着色，エ

レクトロニックス素子用などいろいろの用途がある．本研究では Ba水溶液中で交流遥

電し合バリウムチタン酸化物の披膜をえた．酸化物被朕について興味ある物性を見出し

た．

4・17 逆設透法による海水の涙水化の研究（継続）

教投野綺 払

悔水と淡水をI炭を屈てて，栂水側に水の以透圧以上の外圧を加えたとき，水は淡水側

に流れ，海水はi具紹される． これが逆涙辺圧法である． このと

性がとの関係を究明した固定荷屯はイオン排除の役をし、親水性は水を容易に呼びこむ

作用のあることがわかった・

4・18 有辰鱗光材料の研究（継続）

助 敦 授 本 多 健一・研究屈託中村四市郎

助手（特別研究員）鋤柄光則・又詑研究員長綺 修

目的として，酸アジド類の光化学反応についてその光分解楓

構，罰換袖の感度におよぽす影臀ぐ撃を明らかにし， さらにホトレジストとしての実用試験

をおこなった．ー）］アニル構造を有する液｛砧物買についてその光霞持性を研究した．

4・19 クロム (¥T[)

助教授本多健一• 技官佐々木政子

クロム (¥IJ:)酸素陵塩写真製阪材料の感光機構に閃し，感光主反応（中心クロムの 6価か

ら3価への光還元反応）過程に中間価数状應の存在することを水恰液の電子スペクトル，

70 



ESR等の測定から明らかにした． さらに上記塩類平VA感光膜の感光性の塩の種類によ

る差異を IR測定などによって明らかにした

4・20 有機光電甜体の電甜機構ならびにその感光材料等への応用に

関する研究（継続）

助教授本多健一・助手（特別研究員）鋤柄光則

大学院学生下田陽久

従来の無機材料を用いる電子写真に対し有機半郡体を感光主体とする電子写真方式の開

発を目的として，クリスタルバイオレット，オーラミン等の有機半尊体の光電尊特性およ

び有機物—無機半尊体界而における光導電現象について研究し，その電尊機構の解明をお

こなった． （一部科学研究費）

4・21 テロメリゼーションに関する研究（継続）

教授浅原照三・助教授妹尾 学

技官佐藤 瑞•大学院学生井上陽平

一般にトリクロルメチル基を有する化合物と， a-オレフィンまたはビニル化合物のテロ

メリゼーションの閲始剤に亜リン酸エステル；鉄塩系がすぐれた開始効呆を有することを

見い出し，四塩化炭索とエチレンの系から効率良く生成する 1,1, 1, 3ーテトラクロルプロ

パンをテローゲンとし，種々のばオレフィン，ビニ｝レ化合物の反応に利用し，一般に

n= 1テロマーとして ClCHi-CH2-CCli-CH2-CH-R型のテロマーを合成した (R=;

01 
COOCH3, H, CH3, C出 13,ph,-CH20H CH心1, などまた，アミン；銅塩系を開始剤

とし，四塩化炭素とイソプチレンより 1,1, 1, 3ーテトラクロ）レー3ーメチルプタンを収率良

く合成し，これを加水分解することにより， (3. (3-ジメチ）レアクリル酸を高収率で合成し

た．

4・22 ビニ）レ化合物のテロメリゼーションの研究（継続）

教授浅原照三・助教授妹尾 学

技官佐藤 珊・大学院学生大谷規隆

N,Nージクロルアミンーアミン系によるトリクロルメチル韮を有する有搬化合物とオレ

フィンおよびビニ｝レ化合物とのテロメリゼーション反応が研究されているが，その機構は

まだ明らかでない．上系の閲始檄構および連鎖移動機構の詳細について検討している．ま

た， N,N-ジクロ）レアミンとア）レコールなどの活性水索をもつ有機化合物，あるいは銅な

どの金屈との反応を研究している．

4・23 アニオンテロメリゼーションに関する研究（継続）

教授浅原照三・助教授妹尾 学・助手（特別研究員）田中貞良

スチレン，アクリロニトリルなどのビニ｝レ化合物およびプタジエンなどの共役二重結合
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をもつ化合物のアニオン重合について研究し，アニオンテロメル化反応のおこる条件を明

らかにする． この目的で，アニオン菫合， とくにアニオンテロメリゼーション反応を統一

的に解釈できる理論またはモデルを設定し，これと実験結果とを比絞する．

4・24 耐熱性高分子合成に関する研究（継続）

教 授 浅 原照三・助教授妹尾 学

助教 授白石振作・研究生箭木清宏

脂肪族ポリイミド成合のための晶本的な反応であるテトラカルボン酸二無水物とアミン

との反応の悲陀的研究，ならびにポリイミド合成の中間体であるボリアミド酸にかわるも

のとしてのポリアミドエステルの合成のための翡礎的研究を行なっている．

4・25 界面活性剤存在下におけるビニルモノマの重合

敦投浅原照三・助教投妹尾 学

助教 授白石振作・究研生有田壺一

アルキJレ乱の炭索数 Cs-C1sまでのア）レキJレベンゼンス）レホン酸ナトリウム (ABS)

を合成し， ABSの存在下に水媒体で，通常のラジカル重合閲始剤を用いることなくメタ

クリル酸メチルの重合を行ない，炭索数の増加に伴ない重合辿度が辿くなることを認め

にまたスチレンはアニオン系界面活性剤の脂肪酸ナトリウムの存在下でも顕著に重合

し，シス体の不記和脂肪酸ナトリウム，オレイン酸ナトリウムが特に顕著な効果があるこ

とを見い出した．

4・26 ジェンカーボネートの合成と反応

教授浅原賑三・助教授妹尾 学・大学院学生今井 狐

3,4ージヒドロキシー1ープテンからビニ Jレエチレンカーボネートを合成し，その反応性に

関して検討を加わえている．

4・27 オレフィンメタセシスに関する研究

教授浅原照三・助教授妹尼 学

大学院学生吉田耕一郎・大学院学生佐藤道人

六塩化タングステンなど造移金属化合物と有機典型金属化合物を組み合わせた，液相均

ー系触媒を用いて二重結合のI姐裂を伴なう反応であるオレフィン類の不均化反応および即

状オレフィンの閲環重合反応を行ない，種々の反応条件と生成物との関係，反応機構の解

祈などを研究し，さらに触媒である有機金属錯体について検討している．
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4・28 溶媒和電子の反応性に関する研究（継続）

教授浅原照三・助教授妹尼 学・ 伊吹忠之

ナトリウムの液体アンモニア溶液で見出された溶媒和電子は，ヘキサメチ）レリン酸トリ

アミド中でアルカリ金屈の溶解，あるいはハロゲン化アルカリを支持電解質とする電解に

より生成する．金屈溶液はアクリロニトリ Jレ，メチルメタクリレートなどのアニオン菫合

閲始能を有すること，およびナフタリン，テトラリン， トルエンなどの芳香族化合物と反

応し，アルカリ金屈およびプロトンドナーの稲類，モル比などを変えることにより選択遠

元を起こすこと，また電解では，ア）レコールをプロトンドナーとして芳香放化合物を選択

遠元することを明らかにした．このi塁元反応を芳香族化合物以外にも拡張し，その反応機

構および溶媒和電子の性状をポーラログラフィ，吸収スペクトル，電子スビン共嗚吸収を

用いて検討している．

4・29 不可逆過程の熱力学による化学反応の研究（継続）

助教授妹尾 学

活性化支配の化学反応は緩和現象として，拡散支配の化学反応は遅延現象として，また

準安定状徳は内部力学変数の綬和として，不可逆過程の熱力学の立楊から理解できること

を示した． さらに化学反応の現象論的な解折および活性化パラメータの熱力学的解祈を進

めている．

4・30 おける溶媒効果の研究（継続）

助教授妹尼 学

比絞的簡単な有槻液相反応における溶媒の役割について狸論的な検討を加え，また溶媒

印エネルギの測定，核慮気共鳴法などを用いて実験的検討を進め，また過酸：こよる共役ジ

エンのエポキシ化反応における溶媒効果を，とくに分子内水索結合形成の立場から赤外線

吸収スペクト Jレ，核磁気共鳴などを用いて検討した．

4・31 脂肪族過酸化物の研究

助教 授妹尾 学 ・ 教 授 汲 原 照 三・ 下 見 康 之

有機過酸を用いて，ジエン類のエポキシ化反応を辿度論的に検討し反応楓構，溶媒効

隠置換砧効果などを検討した．プタジエンモノオキシドの閲珠重合についても検討し，

アルカリ金屈のアルコラートを閲始剖として低分子鼠のオリゴマーを得て，ボリウレタン

のプレボリマーを得る研究を行なっている．

4・32 gem—ジハロアジリジンの合成と反応

助教授妹尾 栄・教授浅原照三・大学院学生鈴木幸男

シッフ塩）長とジクロルカルベンを反応させて， gem-ジクロルアジリジンを令成し， こ

れの分子内フリーデルクラフツ皮応による（オキシインドール）誘蔚体の合成について検
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.i1を加えた．

4・33 に以］する研究

助紋狡妹/(; 学・ 敦長汲恥！［（｛三．

助教投白石振f'I,.大学院学生石）f: 」E糾

スチレンとベンザJレアセトンならびにベンザJレアセトフェノンとの共重合を行ない，そ

れぞれその共直合反応性比を求めると共に，

た．また，既存のポリオレフィン中に種々の光増感剤を加えて，その光分解学勁を検丼し

た．

4・34 レフィン錯体の熱的性質に1臭lする研究

助教授妹尾 学・教校汲原照---

助手（特別研究員）鳥羽山満・大学院学生冑元 『:;1紋

各柾白金_オレフィンかー鉛体を合成し，窒索ふんい気中での熱分解反応を， ,E: 鼠変化，

元素分折， GCマスの手段を使って明らかにするとともに，さらに，分解熱を DSCで詞

定する．また，熱聾測定法として，水溶液中の反応熱の測定，平術定数の測定をつかって

求め，これらの値の比校検討を行ない，これらの値から，白金ーオレフィン結令に対する知

見を得た．

4・35 よる窒索固定反応に閲する研究

助教授妹尾 学・教授浅原照三・ 付1行進一＇

チクノセンジクロリドとアルキルリチウムとの反応を N2下で行なうことによるアミン

生成戻応の反応機栢を鈷体化学的に検，，寸している．

4・36 閾する研究

助数虹 l~」 .{J j尉'1,

1,3—以極成燥付加反応は，一応イオン Iiり協泰反応で砂i明されているが，それでは揺i叫し

きれない点が非常に多い．その点を明らかにするために，その反応を統一的に解訳できる

理論またはモデルを設定し，それと実険結呆とを比絞検,;寸する．主としてニトリ）レオキシ

ドとオレフィンとの反応を取り上げて研究を行なっている・

4・37 オリゴアミンに艮lする研究

助紋鮫白石振作・教長中付亦夫

オリゴ（エチレンピペラジン）を合成し，その物性を検，」寸すると共に，高分f合成への

応用について検討を加えている．
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4・38 多環芳香族化合物の合成に関する研究（継続）

助教授後藤信行・助手（特別研究員）小川 昭二郎

研究扇託時田澄男・技官李章縞

アセナフテン，ベンゾアントロンなど多瞬芳香族化合物のハロゲン化，アミノ化などの

反応に関する研究を続継するとともに，祈たにジベンゾアントロニ｝レの合成とその化学に

ついて研究を行なっている．ジベンゾアントロニルについては従来 3,3'-ニール化合物の

みがよく知られているが， 9,9'-, 8, 8'等対称型，さらに 3,9'ーニール化合物など非対称

型ニール化合物の合成を行ない，これらを経由してさらに多数の環を有するジビオラント

ロニ）レ類の合成について研究中である．

4・39 ボリナフチレン系化合物に関する研究（継続）

助教授後藤信行・助手（特別研究員）小川昭二郎

技 官 李 章 鏑

ボニフェニ）レイミン系化合物についてはすでにかなりの尋電性が認められ，尊電性塗料

えの利用研究も行なわれているが，ボリナフチレン系化合物についてはあまり研究は行な

われていない しかし東京大学物性研究所，井口洋夫教授らの研究によればすでにナフタ

リン単位 4個のカテリレンにおいて 10-60-1cm-1の尊電性を有することが認められてい

る．われわれはペリレン C20H口を出発原料としその 2個縮合したカテリレン，ないしは

3桐縮合した新しいポリナフチレン系化合物の合成研究を開始し，中間物のモノハロゲン

化合物，ジペリレニルなど新物買の合成に成功した．

4・40 ヘテロ多環化合物の合成に閃する研究

助教授後藤信行・研究且中島利誡

助手（特別研究員）小川 昭二郎

0ーフェナントロリンのハロゲン，アミノ化合物を合成，それらの縮合によりジアリル

イミンを合成しさらにその環化により新らしいヘテロ大環状化合物の合成を行なった．

10100cmの抵抗値を有する有機半尊体であり，紫外線照射により抵抗値の低下が忍めら

れた．また，さらに Cu, Ni, Co, Mgなどの金属錯体を得た．

4・41 特：種糊料の製造研究（継続）

教授中村亦夫・研究員渡辺銅市郎

糊料にはデンプン糊をはじめとして，海草糊，セルロース誘尋体および合成高分子など

種類が多く，またその用途も食品，洗剤，接苦剤，印刷材料および捺染糊など非常に広い

範囲に及ぶ．さて瑚料にはそれぞれ独特な性質があり，その用途の要求する性質もみな異

なっている．当研究室では糊料としてのセルロース誘導体の製造研究を行なってきた．そ

の一つカルボキシメチルセルロース (CMC)は安価であり腐敗せず，無毒であるなどの理

由から多鼠に生産されているが， このものはア）レギン酸とくらべると，非ニュートン性が
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強いなどの関係で，それに代用することができなかった． しかし当研究室の新しい溶媒法

を使用することにより，カルボキシメチル基の分布状態を改良し，その特性を同じくする

ことができた．また食品などに多く使用される寒天は冷時良好なゲル状となり独特な用途

を持つが，当研究室ではセルロースの硫酸化によりその代用品を得ることに努力中であ

る．

4・42 レオロジ

教授中村亦夫・助手甘利武司

この研究は接許，塗布，印刷，捺染や保設コロイド，食品加工などに密接な関係をもつ

ことは周知のことである．さてこの高分子濃厚溶液のレオロジー的特性は，その高分子の

種類および溶剤によって各々極めて著しい特性を示すが，上記の用途の望む条件もまた様

々である．ここでまず材料である高分子溶液特に水溶性高分子の性質を基礎に研究してい

る．

この研究のうち最も重要なものの一つである動的粘弾性の試険について，でき得る限り

広い周波数領域について測定を行なうため，岩本のレオメータオールマイティ，可聴波領

域では黒岩式レオメータ，超音波領域では水晶ねじれ振動子，およびusスペクトロメー

タなどを整備した． こうした結呆を林の網目理論やグラスレーの理論を基に解折を行なっ

ている．

4・43 関する研究

教授中村亦夫・研究且渡辺貨加Ii郎

上記研究の応用而の大きな問題の一つに接管現象がある．接許現象は接許剤には無畠の

こと，塗装や印凰捺染などに深い関連をもつものであり，今までにも多くの研究がなさ

れているが，いまだ解決を見ない点が多い．研究室では素材の表面張力，チクソトロピー

的性質および枯弾性的性質などの測定値と接着現象の関係を謁べているが，前者の謁定に

対し後者の測定はむずしいすなわち接着現象の数伯化に問題がありいろいろと追究中で

ある．

4・44 触媒刑における反応物質の動的応答と反応概構解析（継続）

教授 河 添 邦 太朗・ 助手杉山衣世子

電子計卵機をオンライン的に使用し，多孔性校子充坦屈における過渡応答より，これら

充搬拉子における反応物買の粒内拡散係数，表面吸着速度，反応速度，充搬カラムにおけ

る流体の混合などを明らかにしようとするものである．

現在は合成ゼオライトにおける 02,Ar, C出 4, CO2などの挙動について検町j中であ

り，結晶内のガスの拡散の活性化エネルギなどを得ている．
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4・45 分壬ふるい物買における拡散速度と

敦長河添 邦 太 且IJ・大学院学生茅l頑一之..ふじ研究旦竹沐忠夫

合成ゼオライトによる 11-パラフィンの分慌およご・沿；予i]のi唸水を行ない， MassTranster 

Zoneの長さを求め，前者では結t'11';内のミクロ孔の拡散抵抗がよ記的で，役者ては成型位

子内．の総括拡散抵抗が支配的であることが判った．また細孔径 5Aの分fふるいカーボン

により N2, C晶， C晶ガスの吸杵を行ない，吸許辿度の解祈から， 5Aの細孔における

気休分子の拡散機構は合成ゼオライトと同じく活性化拡散であることを推論した．

4・46 分子ふるいカーボンの吸着特性（継続）

敦只河添 J翡太J'.月・研究員川井利長

宜径 4A-7Aのほぼ均ーな糾l孔を有する分子ふるいカーボン 4秤について各秤ガスの

吸許平衡を測定し， Dubinin—Astakhov 吸苔式によって平術関係が良く表わされること

を明らかにした．吸瞥相の密度，吸粋熱などについてさらに検討中である．

4・47 排ガス脱硫における酸化反応機構の研究（継続）

教 技河添邦太翡］・助手杉山衣lit子

排如こ含まれる,m硫陵ガスのI象去装i性の設社に必要なデータを得ることを目的として本

研究を行なっている．活性炭の充坦屈に排輝を通すと活性炭の細孔内において亜硫酸ガス

は陵化され，硫酸として裕積・除去されるが，峻化反応辿度，反応機構，生成された硫酸

の除去法などについて Electrobalanceを使用し研究するとともに活性炭の充J賃屈の屈

高と脱硫率の1月係，拉仔と脱硫率のI関係などに l対し小型の脱硫裟既によって検，，寸してい

ろ．

4・48 触媒反応における物鳳移動の研究（継続）

敦 長 河 添 ） 喝 太 則・人学院学生岩林 甘

大学院研究生呉 処I孤

活•性炭触媒による沃化水ぷ合成反応，エチレン酸化反応，モレキュラシープ 5A, lOX 

におけるエタノールの脱水反応，シクロヘキサンの脱水ぷ反応笠の反応系において反応辿

度に対する物質移動の抵抗について検討している沃化水索反応では反応辿度が反応物買

の吸着鼠に比例し，また吸着分子の表而拡散辿度が大きく触媒の行効係数がほほ 1となる

ことを見いだしている．

4・49 異相系操作におけるクロマト法の研究

， 謁 師 鈴 木 陥 之

異祖系装四内の辿度過程を測定するための一手法としてクロマト法を用いたモーメント

解析1こついて，その応用の可能性を検討している．特に固気系触媒反応操作について表面

過程の検討に対する遥用を試みている．さらに一般的なモデルに対するモーメント理論解
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の簡便推算法について検討した．

4・50 流体の微視的混合に与える操作変数の影膊に関する研究

晶師鈴木悲之

一次以外の反応が流体混合に重複する時は混合のミクロ構造が間題となる．本研究は混

合部分に流入した流体うずの分裂，引き伸ばし等による大きさの減小を操作パラメタ，た

とえばエネルギ消毀紐との関連でとらえることにより，より実体的な記述が可能であるこ

とを示し，迎論モデルによる計罫と既往の実険結果を二次反応の場合について比絞し，

本方法が有効であることを認めた．

4・51 新しい有機試業による工業分析法（継続）

教授武藤義ー・助手和田芳裕

従来から新しいキレート系有檄試薬を工業分折法に応用する研究を行なっているが，そ

の一環としてサ｝レファラゼンによる鉛とカドミウムの光度定屈や，またトリフェリル系試

悲によるベリリウムの微聾光度定蟄の研究を行なった．

4・52 クーロメトリに関する研究（継続）

教授武藤義一

定電位クーロメトリの応用面を聞兒するために新型のランニングワイヤ電極を試作し，

鉛のアノーディックストリッピング法を用いて勁特性の検討をした．

4・53 可溶化系のボーラログラフ的研究（継続）

助教投早野茂夫・助手（特別研究員）篠塚則子・技店鈴木 睾

水に難溶性の物質を界而活性剤によって可溶化することは工業上広く行なわれている．

しかし溶液中における可溶化系の性質，存在状態については不明分の点が多い．本研究は

分散染料，油溶性ビタミンを可溶化し，ポーラログラフ拡散電流を測定することにより，

粒子の大きさを推定するとともにその際の電解機構を検討している．

4・54 界面活性剤水溶液のポーラログラフ的研究（継続）

助教授早野茂夫・助手（特別研究員）篠塚則子・技官鈴木 哨

界面活性剤水溶液は滴下水銀電極において，電位の変化にともない特異的な吸・脱苦挙

動を示す．直流あるいは交流ボーラログラフの脱普電位を測定することにより臨界ミセ Jレ

濃度を知ることができるまた交流固波数を変化させることにより，脱着電位付近におけ

る微細な記向変化を検討している．

4・55 芳香族炭化水索アニオンラジカルのプロトン化槻構（継続）

助教授早野茂夫・元大学院学生藤平正道

多珠式芳香族炭化水素は電極表面において一電子遠元を受けアニオンラジカルを生成す
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るが，フェノール，水のようなプロトン供興体が存在するとプロトンをひきぬき減衰す

る．これについては従来いわゆる ECE機構が提案されていたが，著者らはラピッドス

キャン分光計1こよる溶液反応の結果を対照とし，アニオンラジカルによる芳香族炭化水素

の再生機構を提唱し，実険事実により正確に理解し得ることを示した．

4・56 微絨非イオン界面活性剤の迅速分析（継続）

助教授早野茂夫・教授浅原照三

非イオン界而活性剤の応用範囲が急激に広まるについて，これによる水汚染問題が袋磁

されるに至っている．本研究は非イオン界面活性剤の迅速分折法を検討し，水汚染問題を

解折するための新しい方法を得ようとするものである． （一部科学研究費）

4・57 界面活性剤ミセル内における有機反応の研究

助教授早野茂夫・助手（特別研究員）篠塚則子

化学反応の場所としてのミセル特異性を明らかにするために，有機酸エステルがミセル

内で加水分解を行なう際の表而張力の時間的変化を追跡し， ミセル効果を検討している．

4・58 コークス比低下限界に関する研究（継続）

教授館

（科学研究費）

充• 助 教 授 中 根 千 富

技官鈴木吉哉• 技宜桑野芳ー・ほか10名

溶鉱炉におけるコークスの役割は，燃焼によるエネルギ源，遠元性ガス製造源，装入原

料門の通気度の確保などあるが，一方銑鉄製造については原料のコークス使用鼠最小が望

ましい．可能な限りコークス比を低下させる結果，いずれかの条件が満足されない限界が

あると考えられる．これについて熱風温度の上昇，天然ガスの吹き込み，低反応性コーク

スの使用などにより，コークス比低下の逹成とその機構を追求した．

4・59 自溶性焼結鉱の遠元速度に関する研究

教授館 充• 技術補佐員呉 平男

高炉内では鉱石が非等温条件下で退元されている． これまでの鉱石の退元速度は等温の

条件下で遠元実険を行ない，活性化エネルギ，速度定数を求める方法で行なわれてきた．

非等温還元時の還元速度は等温遠元時のそれと異なることが判明したので，遠元速度に与

える昇温速度の彩評ならびにその原因を明らかにすることを目的とし，昇温速度をパラメ

ータとする還元実験を行なった．

4・60 試験高炉内固体試料の調査研究

教授館 充・研究嘱託李 海沫

溶鉱炉内反応を解明する一助として，試験高炉の各レベルから採取した固体試料の結晶

組織学的推移および浸炭， Siの遠元等の状況をミクロ的に調査研究している．
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4・61 酸化鉄一固体這元剤の反応に関する研究

敦授館 充・研究嘱託李 海沫

陵化鉄の固体辺元剤による遠元機構にはまだ不明の点が多い．酸化鉄—固体遠元剤の反応

は実際高温域において意味をもつものであるから，本実験では高温域で反応をおこなわし

め，その機構を研究してゆく．

4・62 プロセスのシステム合成

教授館 充・大学院学生中村正宣

連続製鋼プロセスを，システム合成の手法を使って設計し，コスト面での実現可能性を

凋べている．

4・63 LD転炉型反応装搬における溶鉄の脱炭反応過程の研究

教授館 充•大学院学生中村正宣・技官辻 英太

50kg実験室転炉で，一定温度に加熱した初期炭素濃度一定の鉄炭素合金に，種々のラ

ンス条件のもとで酸索を吹きつけたときの，溶鉄中への酸素の移動過程を酸素濃淡電池を

使って調べ，脱炭反応過程との対応をみている．排ガスの連続分析，火点部温度測定も行

なっている．

4・64 高炉モデルの研究

教 授館 充• 技 官本 田紘 ー・大学院学生全 明

炉内謁査データに悲づいて，還元プロセスに及ぽす不均一分布の影曹，遠元性ガス吹き

込みの効果を数式モデルによって予測した．引続き，炉内の諸現象に影告を与える要因に

ついて研究をおこなう．

4・65 高炉燃焼常への燃料多景吹き込みに関する研究

助教授中板千笠，；・技官鈴木吉哉

技官大谷啓ー・技官松崎幹康

高炉羽口から各種燃料を吹き込み，コークスの消毀鼠を低減する技術は一般化されてい

るが，その吹き込鼠は重油で約 100kg/t-pig, 天然ガスで約 250m刃t-pigが限度とされてい

る． さらに多量の燃料を吹き込めば，燃料の一部が羽口前燃焼帯で燃えずに炉の深部で斜役

泣の媒を発生し，炉操業の不安定化を招く．そこで多批燃料吹き込みを可能にする特殊バ

ナを試作し，その燃焼特性を調査した．

4・66 製鉄用シャフト炉における低反応性コークスの

特性に関する研究（継続）

助教授中根千宮・技官鈴木吉哉•技官張東植

コークスの反応注は高炉のソリューション・ロス反応に彩署があり，温度保存帯を変化
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させる製鉄用コークスより低反応性の石油コークスを用いて試険したが， 900ー1100℃ の

低温域では明確な反応性の差があり， 1100℃ 以上ではその差が認められなくなる．鉱石

の遠元にはほとんど差がないなおまた，これらについて試険高炉による試験を行ない，

反応性の低下に伴なってわずかではあるがソリューション・ロスの炭素が減少し，コーク

ス比の低下することがわかった．

4・67 高炉シャフト部における分布に閃する研究

助教授中根千宮・技官桑野芳一

技官本田紘ー・大学院全 明

シャフト部において，装入物，ガス組成，温度などについて，高さ方向のみならず半径

方向ならびに円周方向に分布のある等寸大の炉項装置のモデルにより，装入物の分布なら

びにガス流速分布を調査した．中心部のガス流速は周辺よりも数倍速く，装入物の粒径お

よび ore/cokeによって変化することが明らかとなったこれをもととし，ガス組成，温

度などの分布との関連を追求する予定である．

4・68 直接還元帯に関する研究（継続）

助教授中根千宮・技官桑野芳ー・技術補佐員呉 平男

試険高炉による送風限界試験より，送風賊が増大する過程で分級効果が生じ，鉱石荷が

未還元のまま直接還元帯に突入することが推定され，これらの条件下における還元反応概

構を解明し，炉頂ガス組成の異常変動との関連を追求したまた予備還元原料の使用が直

接遠元帯に及ぼす影聾を調べる予定である．

4・69 粉鉄鉱石の高温流動孤元に関する研究

教授館 充• 助手（特別研究員）大蔵明光

原子炉冷却顕熱 1000℃-1300℃を利用して粉鉄鉱石を流動遠元し，鉱石から直接鉄粉

を製造することを目的に装悶の試作，還元鉄粉の還元過程での焼結現象の原因究明と，そ

の防止法を調査し，炭索祈出により防止できる可能性を明かにし，流動還元に必要な拡礎

資料を得ようとするものである．

4・70 鉄 Whiskerの物性に関する研究（継続）

助手（特別研究員）大蔵明光

ミクロン単位の針状 Whiskerを製造し， Whiskerの成長方向と応力の関係，応力と

転位との関係について調査し，複合材料の基礎を確立しようとする研究である．

4・71 鉄 Whiskerの製造に関する研究（継続）

助手（特別研究員）大蔵明光・受託研究員中村敏則・教授餡 充

結晶構造的に欠陥のない鉄の「せんい状単結晶」すなわち Whiskerは理論的最大強度

に近く，しかも高温に強く，耐食性がよく，疲労にも強い， FeCb系原料から特性を失う
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ことなく殻産できるガスカーテン装岡の試作と，聾産に必要な基礎資料の調査をおこなっ

ている．

4・72 鉄の科学と技術の相互作用の歴史的研究

技官中沢設人

金屈の科学は冶金技術との深い相互作用のもとに発展してきた． この相互作用は辰史的

にきわめて複雑である. 18批紀以来，金属材料学，金属組織学および金属物迎と金属の

科学が発展してきた跡を明らかにすることによって，冶金技術の発展との内的連関を解明

し，鉄鋼技術の将来の発展を支配する諸契槻を検討している．

4・73 アークプラズマジェット下における冶金反応に関する研究（継続）

助教授明 石和夫・助手石塚降一

直流アーク方式により得られるア）レゴンあるいはア）レゴン水索プラズマジェットの超高

温下における金属酸化物の炭索退元反応と水索返元反応，高融点金属化合物の合成反応と

その物性測定，金属および金属化合物超微粉の製造とその物性測定，粗金属の猜製などに

関する研究を行なっている．

4・74 高周波プラズマを利用する冶金反応に関する研究（継続）

助教授明石和夫・助手石塚隆一

高周波プラズマ発生装訊を組みこんだ反応装戦を用い，ア）レゴン，窒索，酸索，水索な

どを作動ガスとして安定したプラズマ炎を長時間持続させる条件を求め，炎内における金

属化合物の分解・遠元反応，金屈あるいは金属化合物の窒化・酸化・炭化・塩化反応につ

いて検討している．

4・75 電気化学的測定法による溶融塩電解の砧礎的研究（継続）

助教授明石和夫• 技官 小臼 正夫・大学院学生黄 仁某

アルカリ金属のハロゲン化物を溶媒塩とし，多価金属の塩化物・フッ化物・酸化物など

を添加したときのカソードおよびアノードにおける陽イオン，陰イオンの放電過程を，定

電位法・定電流法（定常および非定常）を適用して検討するとともに，ガスクロマトグラフ

ィによるガス分折結果，イオン電極を利用する電解浴分祈結果と照合して総合的解折を行

なった．また酸化物・炭索混合電極，電導性金属化合物電極の陽極挙動を検討している．

4・76 特殊金属の採取と利用に関する研究（継続）

助教授明石和夫•技官鈴木鉄也

アルミニウム製錬過程における有価金属（ガリウム）の回収方法，半遅体へのガリウム

の電気めっき法と加熱による拡散現象，拡散後の噂気的特性の変化について検討した．
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4・77 非鉄製錬廃棄物の処理と利用に関する研究（継続）

助教授明石和夫・大学院学生瘤 興仁

ア）レミニウム製錬の廃棄物である赤泥粒子につき，酸処理・加熱処理を行なった場合の

微視的性状，表面活性，組成などの変化を検討し，一種の吸着剤として有効に利用するた

めの模索的実験を行なった．

4・78 金属粉末の熱間圧延（継続）

助教授原善四郎・助手明智清明・技官板桐正雄

本年度は熱間圧延によって得られた板材の性状，曲げ強さ，金属組織，表而組織を晶j

ベ，鉄粉の熱間圧延材が冷間圧延材にくらべて曲げ強さが大きいことを確認し，粒子変形

が著しいことを走査電顕で見出した．粉末加熱方式として従来のガス・バーナ伝熱法に代

る放射加熱法について検討を開始し，有望な結果を得た．

4・79 瞬間抵抗焼結法の研究（継続）

助教授原善四郎・研究員坂井徹郎

助手明智清明・ 技官板橋正雄

抵抗焼結法を分散強化型合金の製造に利用するため，昨年度につづいて鉄粉中への

Alz◎ 粉の分散に及ぼす AlzQ3粉粒子の性状および分散法の影勝を検討した．また Fe-

W-SiC, Cr-Ni-MgOなどの複合合金の製造を試み，興味ある結果を得た．抵抗焼結法に

よる焼結体の密度を均ーにするための特殊通電方式について検討を加えた．

4・80 金属製錬排煙微粒子の成分と挙動（継続）

助授教原善四郎・助手明智清 明・技官板橋正雄

金属製錬所周辺に飛散する排煙微粒子の捕捉法として家庭用テレビの高電圧部に沈許す

る微粉に普目し，公害発生地域において微粉試料を採取し，その成分，形状解析を行なっ

た．

4・81 合金の析出硬化現象に関する研究（継続）

教授西川桁ー・助手長田和雄

技官小林繁美・大学院学生円谷和雄

Cu-Cr合金， Cu-Fe合金， Cu-Ti合金過飽和固溶体の step-annealingによる折出の

動特性および祈出物の熱的安定性を調査した．

Pb-Mg合金の折出相の熱的安定性を調査した．

Al-Zn-Mg合金の粒界強度に関する研究を行なった． （一部文部省一般研究 B)

Al-Zr合金の stepannealingによる折出と再結晶の動特性を調査したまたその 105

℃におけるクリープ特性を研究した． （一部軽金属奨学金）
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4・82 金属の固相拡散に関する研究（継続）

教授西川梢ー・技官 清・大学院学生 円谷和雄

高純鉛中 Gsznの不純物拡散を行なった．表面近傍における hold-upeffectが大きく

十分な結果は得られず，今後の研究にまつところが多い．

Al中 Znの粒界拡散の研究を行なった. 250℃ の拡散実険では，恥を粒界拡散係数，

恥を格子拡散係数とした場合恥/DJ.=104-105の結果が得られた．

4・83 金属材料の水素脆性に閲する研究（継続）

教授西川猜ー・技官小林繁美

Fe-Si合金単結品，純鉄単結品の水素宮化に伴うマクロおよびミクロな組織変化を謁査

中である．

4・84 耐食性高カアルミニウム合金の研究（継続）

教授加藤正夫・助手井上 健

Al-Mg合金に Znを添加した展伸材について Znの含有紐によって焼鈍材，加工材お

よび時効材などに分け，槻械的強度と耐食性試験などの各種試険を行なっている．本年度

はこれらの合金にさらに Cr,Mnなどの元索を添加して，耐食性（とくに耐応力腐食割

れ）および時効硬化におよぽす彩密を調らべた．その結呆， Cr,Mnなど 0.2-0. 5%の

範囲で耐食性が向上し，応力腐食割れ感受性も著しく低下することがわかった．

4・85 後方多重散乱ガンマ線の工業的利用（継続）

教授加藤正夫・助手佐藤乙丸• 技官斎藤秀雄

後方散乱型厚さ叶の出力をコリメータと波高分折器を用いて一回散乱成分と多直散乱成

分とに選別計数し比絞検討したところ，後者を利用することによって厚さ測定範囲をかな

り拡ろげることができた．またカーボン煉瓦中に垂直に介在する鉄板の識別能を， 6oco

からの多重散乱ガンマ線によって外部から非破壊的に調べたところ，カーボン煉瓦厚 10

数 cmの内部にある厚さ 1cmの鉄板の位置ぎめが可能であることがわかった．

4・86 ア）レミニウムおよびその合金の動水腐食に関する研究（継続）

教授加藤 正 夫 ・ 助 手 井 上 健

ア）レミニウム合金が水との環境のもとに用いられる場合が非常に多い． しかもそれが流

動水に接して用いられる場合が多く，このときの開食は流速，温度，成分イオンによって

静水時とは非常に異なり，かつ苛酷な挙動を示してくる．本年度は各種腐食抑制剤を添加

した水溶液中での腐食挙動を調べた．その結果 CrO庄イオンは他の腐食抑制イオンと比

絞して著しく刷食抑制作用の強いことがわかった．
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4・87 放射化トレーサ法ないしは放射化分析法による金属腐食の

研究（継続）

教授加藤正 夫・助手井上 健

金属の腐食機構を RI利用によって解明する研究であり，一般のトレーサ利用によって

試料を標識する方法をさけ，直接試料を放射化し (n,7), (n, p), (n, a), (d, n)などの反応

で生ずる多重標識成分をマルチチャネル波高分析器によって追跡するものである．本年度

は Mg,Znなどを含有するア）レミニウム合金を作成し， これら合金中の Znの初期腐食

挙動を放射化トレーサ法によって調べた．その結果，同一合金でも熱処理条件および腐食

液の種類によってその腐食挙動には著しい相異があることが明らかになった．

4・88 放射性トレーサを利用したアルミニウムの孔食腐食に

関する研究（継続）

教 授 加 藤 正 夫・助手井上 健

ア）レミニウムは水との環境のもとでは， しばしば孔食が発生するので問題となる． この

孔食発生の原因としては金属側と環境側の種々の因子が考えられ，非常に複雑な腐食機構

を示す．そこで RIをトレーサとして，主としてオートラジオグラフの手法を用いて， こ

の孔食腐食搬構を解明しようとするものである．本年度は瞬境側に孔食発生の条件を与え

た場合金属側のどの部分に孔食が発生するかを ssFeをトレーサとして調べた．その結果

ア）レミニウム中の Feを含む金属間化合物は孔食発生時に重要な役割を果していることが

わかった．

4・89 鉛菩電池のアンチモンの溶出および析出挙動の研究

教授 加藤正夫・助手井上 健・研究生酒井 茂

鉛菩電池の正極格子に含まれている Sbの電解液への溶出および負極への析出挙動の基

礎的研究を放射性トレーサ法を用いて行なった．試料には，正極板に Pb・Sb・Ag合金を

用い，これを陽極酸化させ，正極板中の Sbが負極の形態・環境温度・充電電流などの条

件を変えた場合，いかなる挙動を示すかを調査中であるまた実用電池の Sbの挙動を長

期にわたり実験中である．

4・90 オージェ電子によるオートラジオグラフィの研究（継続）

助手佐藤乙丸・助手井上 健 ・ 教 授 加 藤 正 夫

電子捕槌壊変する s1cr, 54Mn, ssFe, s1co, 64Cu, ssznなどの放射性核種は 5-lOkeV

のエネルギのオージエ電子を，ほぼ全壊変数の 50%以上の割合で放出している．この電

子を利用し， ssFe で標識した Al—0. 008-0. 1 % Fe合金に各種の熱処理を加え，合金中

の Feの分布状況をオートラジオグラフィで調べ，きわめて高い分解能で Feの拡散状況

を知ることができた．
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4・91 Splat-Cool した Al-Fe合金のメスバワー解析（継続）

大学院学生三島良治・助教授石田洋ー・教授加藤正夫

Splat-Coolした Al-Fe合金を直接透過電顕観察した．銅板と磁液とが不連続に接触す

ることから，核生成の中心が存在し，局所的な冷却辿度の違いが種々の組織を生ぜしめる

ことがわかった． これらの組織は果拉状組織，樹脂状組織，屈状組織，無折出相組織等で

ある．呆紋状糾徽のヘソは銅板と不連続に不連続に接した部分であるから冷却速度は速い

が，その後の組織が呆粒組織の裾野にいくに従って冷却速度が辿くなり最後は急激に固化

し無祈出相になることがわかった．

4・92 粒界構造と物性

助 教 授 石 田 洋 一

立方晶金属につき紐界転位のバーガースベクトルを対応格子理論を延長して計窮し一般

理論式として示した． この結呆，透過電顕で像として観察される粒界転位の種類が予測さ

れた．粒界構造とその物性に関する reviewを行ない，サレー大学における講義に用い，

した．粒界物性に関しては，粒界よりの格子転位允生を Zrにつき透

している一方，高温クリープ粒界すべりの理論をまとめつつある．

4・93 開i温クリープ転位論

助教授石田 洋一・大学院学生森j/蒻文夫・外 2名

Al-Mg合金クリープを本所 200Kv及び NPLlOOOKv霞顕で送観察し格子転位の運動

を解祈している．本所ではバーガースベクト）レ解析から上昇運動成分とすべり辿動成分の

比に注目し， NPLではバルク効呆をチェックする一方，映画搬影して運動速度の分布を

解折している．これら動的観察を定鼠的に文えるため，クリープ変形した合金の転位組織

を土30° 傾けて，三次元的に鮮析している．これら静的，動的な直接娘察から，高温クリ

ープの炭の転位の辿動を明確にすることを企図している．

4・94 急冷油結した Al亙 Fe合金のメスバワースペクト）レ

助教授石田洋一・技官佐々紘一

92%濃縮された s,Feによる Al蛉0.008% Fe合金薄膜（厚み 300p)を融点直下から

-90℃ のメチルア）レコール中に焼入れると 1砂 C/sec程度の冷却速度が得られる． この

とき Fe原子は Al原子空孔と結合することが期待されるが，徐冷した試料とのメスバ

クースペクトルの比絞を行なった．
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第 5 部

5・1 チュウ積土のグラウチングに関する基礎的研究（継続）

助教授三木五三郎・ 助手今村芳徳• 技官佐藤虜司

チュウ積地盤の性質の改善をはかるために闇発され，実用されている各種のケミカルグ

ラウトについて，その没透性と注入地盤土の強さおよび止水性の改良効呆を，小型モール

ドと地盤状態再現モールドを用いて実験的に研究した．

5・2 わが国の土の工学的分類法の研究（継続）

助教授三木五三郎・大学院学生斎藤孝夫

わが国では，特殊な工学的性質をもつ火山性土が広く分布していることなどもあって，

いまだに標準的な土の判別分類法が確立されていないので，主としてその塑性，締固め特

性および透水性に注目した新しい方法を研究した．

5・3 道路交差部の自動設計に関する研究

助教授越 正毅• 助教授（併）中村英夫

与えられた道路および交通条件のもとで最適な道路交差点設計を電子計鉢機で行なうた

めの研究を行なった. 46年度は座椋読取り装i筐を購入し，人手による概略設計あるいは

設計修正を平面図の形で計算機に入力できるようにし，マンーマシンコミュニケーションに

よる半自動設計のア）レゴリズムIJ14発に着手した． （科学研究費）

5・4 道路交通事故の要因分析（継続）

助 教 授 越 正毅

前年度に引続き

イ，昭和 44年中に発生した事故を対象に，全国から 1,000箇所の十字交差点を抽出し，

交差点における道路および交通条件と交通事故との関係について分析した．

ロ，昭和 45年中に発生した事故を対象に東京都内から 72路線を抽出して， lj1.路部におけ

る道路および交通条件と交通事故との関係を分祈した．

5・5 高速道路の交通制御に閃する研究

助教授越 正毅

首部高速道路を対象として，流入交通制御，交通状況，予測手法，可変情報提供などの

手法について研究した．
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5・6 の選好特性に1月する研究

助教 授 越 正毅

今後の特に都市内における総合交通計画の基礎資料として，人々の交通モード選好特性

の分祈を行なった．交通機関の特性を規定する諸要索について，人々がおく価餡を円単位

で表現することを試みた．

5・7 水又学の研究の発 に関する調査

教授井口昌平• 助苧臼井茂信

水文学の研究の発展の経過を，国燦的および国内的な段階において，文献的に調査す

る．これによって水文学の自然科学上および産業上の意義の明確化に寄与しようとする．

（一部科学研究毀）

5・8 浩灼の外郭および内部の諮施設の配骰に関する水理学的研究（継続）

教授井口昌平・助手臼;1+ 茂信

特定の港湾の外郭および内部の諸施設の配四が港内の水理状態に及ぽす彩籾を明らかに

すること，およびそれらの施設の配四に対する特定の計両を水理学的に検討することを目

的とする実験的研究． （受託研究骰）

5・9 河床変動の特性にl対する研究（継続）

教授井口昌平• 助手吉野文雄

改修区間の河川のように，河床が可動な河川では，流れと河床物買との間の相互作用の

結果，河床の形が砂れきたいの発逹によって特徴づけられることに注目して，その相互作

用を明らかにすることを目的としてこの研究が行なわれている．そのために実験室内の直

線IJ甘水路の中に砂を敷き，流れによって砂れきたいを発生させ，その流れの水狸要ぷとi可

床形状とを求め，それによって上記の相互作用の解明につとめている．

（一部科学研究費）

5・10 実体写真測鼠を利用した梢密測定（継続）

教授丸安隆和• 助教授村井俊治・助手（特別研究員）大島太市

実体写真測絋の方法を用いて精密な三次元的測定を行なう方法を閲発し，各種の応用を

試みた．特に本年度は解折法による精度向上を悲本的に研究した．

5・11 文化財.Ci)写真測最による実測（継続）

教授丸安隆印

特に，仏像，正介院所蔵伎楽面についての実測図作成を行ない，多くの成果品を硲積で

きた．
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5・12 土木構造物の自動設計・自動製図技術の開発（継続）

教授丸安隆和・ 助教授（併）中村英夫・助教授村井俊治

道路の設計，これらに伴なう土木構造物，宅地造成などの最適設計と自動製図方式の開

発を進めている．

5・13 自然災害の危険度予知（継続）

敦授丸安隆 和・助教授村井俊治

災害の危険度を数量化し，防災工事を行なうための順位づけをし，適正な規模を卵出し

これによって限りある予罫の合理的な使用を可能にするような方式を，航空写真測戯とこ

れから得られた情報の統計的な処理によって求めようとする研究である．

5・14 土木設計システムにおける地形情報処理（継続）

教授丸安隆和 ・ 助 教 授 村 井 俊 治

土木設計において考慮すべき条件のうち，特に地形情報のしめる役割が大きい．これを

処理し，自然環境の保談，安全性，地域住民の要求等を考慮した土木設計システムを開発

するための研究が進められている．

5・15 超高強度コンクリートに関する研究

助教授小林一輔・ 助手伊藤利治

圧縮強度が 1000kg/cm2をこえるようなコンクリートの製造条件について検討し，さら

！ここのようなコンクリートの諸性状を明らかにしようとするものである．

5・16 膨張セメントによるケミカルプレストレスに関する研究（継続）

助教授小林一輔• 助手伊藤利治

コンクリートに導入されるケミカルプレストレスの大きさは基本的には膨張圧の大小に

より左右されるものである．本年度はこの膨張圧の測定方法を確立し， さらにこの方法を

用いて膨張圧におよほす各種要因の影轡1こついて検討を加えた．

5・17 招音波によるコンクリートの品質判定に関する某礎研究

助教授小林—軋ll ・助手伊j娯利治• 技官星野富夫

超音波の伝播特性によるコンクリートの強度推定およびコンクリート構造物の均一性の

判定などを目的とし，本年度は超音波の伝揺速度におよぽすコンクリートの配合の影署に

ついて検討した．

5・18 土木構造物の耐辰性に関する研究（継続）

教授久保疫三郎

高い橋脚の大スパン極梁などの地霞による動的応答について計算し，地震時の挙動を明
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らかにした．軟弱地批上の構造物基応の耐虞設計を研究するため，現地実測 (LNGタン

ク某礎）とその結果の解折を行ない，地四時の振動特性を解明しようとしている．

（一部科学研究費）

5・19 による

教授久保度三翡；

大型振動台を用いて杭悲囮をもつ構造の振動試験を行ない，杭周辺の土の杭におよばす

影曹を研究し，杭を支持する条件と，杭を押すときの条件を明らかにした．構造物前面の

土の構造物の安定におよぼす作用についても研究した．ケーソン翡闘の付加質記について

も研究した．

5・20 の耐震性に1見lする研究

教 授 久 ( :且慶三郎

過去のいくつかの地震による埋設管の底害の調査，砂と鋼管との動摩擦の測定，［史軟地

鷲を貫通するパイプの地震時挙動の計邸などを行ない，埋設管の耐虞性を明かにする研究

を行なっている．

5・21 歩道橋の振動特性に関する研究

教授久保疫三郎

横断歩道柄の振動性状ならびに地震時挙動につき，実験的なら つ

た．陪段のとりつけ方の異なる二つの歩道橋の起振機実験により，振動モデルを考え， J也

虞による応答を計仰した結果では， Z形の歩道楕では栢軸方向が弱く，耐震ボt向上の対策

を検討した．

5・22 設計用入力地震動に閃する研究

助 教 授 片 山 恒 雄

日本で得られた強虚記録の性買を解祈することによって，耐震設壮に用いる入力地震励

にはどのような性質を考磁すべきかを明らかにしたい．特に地震動を規定する谷団のバラ

ツキを考慮して，確率的な考えにもとづく設計怯への砧悦資料を提供する．

5・23 構造物の最適設計に関する研究

助教授片山恒雄

特性を比校検吋し， SUMTを用いた最適化手法の応用I・.の

間閻点を解明する．構造物の最適設計の可能性について』［礎的な考察を加えている．

5・24 楯梁の振動恕限度に関する研究

助 教 授 片 山 恒 雄

桐梁における闇性の悲準を，人体感党に対する振動恕限度の面から捉えることによっ
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て，橋梁の振動限界・たわみ限界がどうあるべきかを検討する．主として，既往の資料の

晶鉦研究をおこなっている． （科学研究費）

5・25 常時徽動測定による土木構造物の振動性状に閾する研究

助教授片山恒雄

土木構造物の振動性状が常時微動測定によってどの程度明らかになるかを検討してい

る． ランダム波の解析によってどのような情報が抽出できるかを検討する．

5・26 鋼構造仕口の力学的挙動に関する研究（継続）

教授田中 尚

水平力をうける鋼構造の柱ばり接合部，主としてH形断面はりとH形柱，箱形柱，丸柱

との接合部の力学的挙動を一連の研究計画のもとに理論的，実険的研究を行なっており，

接合部の設計法を確立しようとしている．

5・27 鋼製ばりの塑性横座屈に関する研究（継続）

教授田中尚• 助教授高梨晃ー・助手宇田川邦明

鋼製ばりの塑性域における横座屈現象を理論的ならびに実験的に解明しようとしてお

り，塑性設計において，はりがその全塑性モーメントを維持したまま十分変形しうるよう

な適切な補剛材の間隔ならびに補I訃1]材の必要とされる強度と隋性を追求している．

5・28 曲面構造に関する研究（継続）

助教授川股菫也・助手半谷裕彦・技官塩屋繁松

伎自•米田 設・大学院学生柴Ill WI=一・大学院学生真柄詠企

大学院学生遠j/暴 彰・大学院学生細野 込・大学院学生望月 敏

曲面構造の弾性的性状に閃し，次の各項の研究をおこなっている．

(1)回転殻の非線形振動

(2)シェルの非線形解祈と弾性．安定

(3)膜構造の非線形解祈

5・29 有限要索法による構造物の解析（継続）

助教授川股童也・技官塩尻繁松・／尺学院学生遠II峯 彰

大学院学生高山 岐・大学院学生望月 敏

行限要菜法！こるよ構造物の解析に関して，次の各項の研究をおこなっている．

(1)平面，立体，回転体等，連続体の応力解祈

(2)曲面構造の弾性解析

(3)コンクリート構造物の破壊解折

(4)コンクリート構造物のクリープ解折
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5・30 PCPV (プレストレスト・コンクリート圧力容器）

に閲する研究（継続）

助教授川股直也・助手半谷裕彦・技官塩屋繁松

技官米田 設・大学院学生高山 誡

原子炉圧力容器としての PCPVの設計法に関して継続的に研究を続けている，

は，石背コンクリートを用いた校型実険による破壊性状の研究が完了し，クリープ柑l:状に

関しても，理論および実険の両面から研究をおこなった．

5・31 スペース・フレームの弾性安定に関する研究（継続）

助教授川 股 重 也 ・ 助 手 半 谷 裕 彦

スペース・フレームの不安定現象に関して，理論の而から研究をおこなうとともに，今

年度は模型実険にも着手した．

5・32 くりかえし荷重をうける鋼製部材の塑性挙動に閃する研究

助教授高 梨 晃 ー ・ 技 官 嶋 脇 与 助

強震時において鋼構造物の部材がいかなる挙動を示すかを明かにするために， H形断面

材のはりにくりかえし載荷を行い，型性域における力学的な特性，局部座屈，横座屈等の

安定間題を実験的に調べている．

5・33 建築性能のシステムに閲する研究（継続）

教授池辺 I陽・助手渡辺健一（平宙研）

技術補佐只 臼田 俊昭（宇宙研）・大学院学生臭田家幸

瀬口行夫

建築性能は，部位別性能としてとらえられてきたが，建築の性能とは何かが改めて間四

となっている．この研究は，建築の総合としての性能の理論化を目椋として，＇性能項目の

ピックアップ，および性能のランキングのガ法の理論化を行なっている．あわせて，建築

におけるドクメンテーションについても検討をしている．

5・34 宇宙研究のための建築施設の設計研究

教授池辺 i楊• 敦授勝田高司・教投田中 尚

助手渡辺健一（宇宙研）・助教授川股菫也・助教投高梨兄—

技術補佐員臼田 俊昭（宇宙研）・研究雌託木付俊彦

宇宙研究用建築施設による研究は数年間にわたって行なっており，その結果を設壮に応

用して鹿児島スペースセンター，能代実験場の設計を行なってきた．研究は設叶一般を池

辺，構造を田中，川股，高梨，環境を勝田が分担した．研究の中心課題は，鋼構造を中心

とした工業生産的方法，建築空間のフレキシビリティなどを主として進めている．
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5・35 設計基礎理論（継続）

教授池辺 I湯・ 助手（特別研究且）外山知徳

瀬l」 VT夫・大学院学生蝋波 和彦・大学院学生上井広）：：

大学i五学生野々瀬 員・大学院学生 Fil行伯二郎

現在の工業設叶は，翌1慣的な方法で行なむれており，今後の展閲のためには，祈しい）j

法の確立が必要であるこの研究は，その一部として主として家貝， TV, 住宅，建築物

の設計を通して工業製品の設計の理論化を行なっているまた，高屈集合住宅のテクノ

ロジ，アセスンメトの方法の理論化を行なっている．

5・36 住居設計蒻礎理論（継続）

教授池辺 陽• 技官佐脳夕美子 ・大学院学生原田睦夫

大学院学生奥田宗幸・大学院学生楚波相彦・研究生川村雅忍

従来の日本の住居は生活様式，生産方法その他の而に欠陥があり，その解決は重要な諜

題であるこの研究はその一部として，住居デザインの理論化を目椋として進められてい

るものである方法として，資料分祈，実険住宅の設計実施などを併用し，現在までに組

緞理論をほぼ終了し，動的組殺，スペースユニットの試作分析を行なった．現在は，これ

らの設計悲礎理論を身障者のための住宅と集合住宅に対して適用し，今後の住宅のパター

ンを追跡している．また独立住宅の試作も行なっている．

5・37 建築標準化の研究（継続）

教授池辺 傷・大学院学生奥田宗幸

建築の工業化の追展は建築各部品の標準化を必要としている．椋準化の前提条件ともい

うべきモデュール（翡準尺度）について理論および実験研究を行なってきたが，ふ=2"十

z<n-D P・ ← z<n-2>q+z<n-3)r(p, q, rは0または 1) によってあらわされる数列を完成し，そ

の展聞を行なっている． このモデュールは建築部材断面より，部屋の大きさ，建築プロッ

クから都市計画にまで適用されるものであり，このモデュールの考え方は池辺研究室で行

なっている研究のすべての隣靡を構成している．本年は 5GMシステムを住宅の設計およ

び家良設計に用い，その可能性について検討した．

5・38 居住環境の設計方法（継続）

教授池辺 陽・助手（特別研究員）外山知徳

大学院学生加賀屋盾夫・大学院学生服部太ー・大学院学生野々瀬焼

大学院学生鈴木幹男・研究生茂木恵壬

店廿．屎境をシステムエンジニャリング的に把握し，上学的生巫組織による環埠造成を行

なうことを目的として行なっている研究である．人口 10万を語本単位とする環境につい

て，モデル設計を人口 2000人のユニットを中心として検討しており，ー昨年は実際の団

地 2ケ所についてモデル設計を行なった．つづいて昨年は人間の集合のレベルとしてレベ
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）レ 9; 1,000戸を中心にそれに対応する住居および環境プラントのモデル設計を行なっ

た．本年は共用施設に焦点をあてて，その椋準化を研究している．

5・39 に事~I する

教授池辺 凶・研究嘱；；［松沢貨美子

大学院学生原田 睦夫・大学院学生和智信二郎

廷策を部品化し，そのおのおのを工業化することは，裏在必然的な動向である． これに

対してあらかじめモデュールを利用し，部品化を行ない，各部品の性能，喪用などをチェ

ックすることにより，建築部品工業化の前提条件を設定するものであり，壁，構造体，な

どの部分についてその実験を進めている．金屈材料 FRPを主とす

として試作を行ない，一昨年は住宅における設備ユニットに中心

を移し，そのプロトタイプの仕様を作成した．昨年は住宅部品としての家具について提案

を行なった．現在，開発材料の性能設定と製品化の研究を行なっている．

5・40 設計における〈決定〉の間題についての研究（継続）

助 教 授 原 広司

多くの要求条件とHilJ約条件からなる都市廷築の設計において，それらの諸条件がフィジ

カル・プランニングに結びついてゆく過程を，＜決定＞の問題としてとらえ，設計の方法

論としてまとめあげてゆく述礎的な考察を直ねている．

5・41 についての理論

助 教 授 原 広司

文化のパターンあるいは時代に対応して，特定な空間概念が存在するという仮設の論

証．空間論を屈史のうえで系統的に整理し，建築空間との対応をみる．＜決定＞について

の研究の一端

5・42 についての砧礎的研究（継続）

助 教 長 原 広司

高密度地区の計画の方法については現在ほとんど確定したものがない．それゆえ，詔

外国の再開発計圃等を対象にして，それぞれの計画において遥用されている方法を比絞験

fj寸することによって定式化し，それらを晶礎にして新たな方法を確立しようとしている．

具体的にば活動等高線による解折方法の開発を行なっている．

5・43 Activity Contourについての韮礎的研究

助 教 授 原 広司

都市の活動を全体的にとらえる方法としての活動等高線の性状を研究する．特に閲曲線

の図形的構造をあきらかにする新しい把握を見出し，それによって理論的展開をはかって

いる．
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5・44 広域にわたる騒音の伝搬性状に閲する調査研究（継続）

教授石井聖光・技官山口道征• ほか 5名

本年度は本所の臨時事業費による研究の一部として実施し，交通頻繁な市街地における

道路騒音の調査として環状七号線野方二丁目付近において車両別交通紐と騒音の関係の測

定を行ない，全車種合計の交通絨が 5分当り 50台から 350台の範囲について検討した．

5・45 低音吸収を目的とした吸音材料の開発（継続）

教 授石井聖光・助手朝生周ニ・研究嘱託平野興彦

前年度邸礎実駿を行なったフロンガスを入れたヘルムホルツレゾネータを表面積約

10記試作して残轡室で吸音率測定を行ない，予期した性能をうることができた．

5・46 音轡模型実験用内装材料の音孵特性のシミュレーション

教授石井聖光・大 学 院 学 生 橘 秀樹

われわれがIJ廿発した窒素を媒質とする残密室模型により，吸音率のみでなく音苦インピ

ーダンスまでシミュレートさせる研究を行ない，さらに縦リプ構造のリプ形状による吸音

特性の変化など模型実験によって吸音材料の特性そのものの検討を始めた．

5・47 窒素を媒質とする音曹模型実験の研究（継続）

教授石井聖光・ 大 学 院 学 生 橘 秀樹

昨年度製作したオーディトリアムの 1/10校型により，窒索を媒買として実険を行なっ

て実物との対応を求め，残苦時間，音圧分布， Deutlichkeit,直接音対分散音比などの物

理計測の結果が実物とよく一致することを確かめた，この結果からオーディトリアムの設

叶に当たって校型実験を行なうことにより完成後の音磐特性を相当の程度まで予測できる

確信をえた．

5・48 C2Cb凡ガスを媒質とする音聾遅延管の試作

教授 石井聖光・大学院学生橘 秀樹・大学院学生岩瀬昭雄

音速が空気中の約 1/3であるらCh凡ガスを音唇管に封入し，空気の場合の 1/3の長

さで同じ遅延時間がえられる装箇の試作を行ない，直径 3.5cm, 長さ Smの音曹管により

50Hz-1500Hzの範囲で約80ミリ秒の遅延が可能であることを確かめた．

5・49 室内音響特性と聴感の関係に関する研究

教授 石 井 聖 光 ・大学院学生高良康子

室内音響における物理計測の結果と聴感との関係について，直接音と時間遅れのある反

射音に関する研究を始め，音最，方向感，エコーの検知限などの検討を始めた．
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5・50 固体音 (solidborne sound)の伝搬性状の研究

教授石井聖光

振動源から振動のまま伝搬し建物の壁，天井などから音として放射される固体音が建物

の構造物内をどのように伝搬するか， これを防止するにはどのような対策が必要であるか

の研究を開始した．

5・51 大型機械から発生する騒音のパワーレベル (PWL)の

計測法に関する研究

教 授石 井聖 光・大学院学生橘 秀樹

大型冷棟機，冷却塔，ポンプ等主として建築設備に用いられる大型機器から発生する翡蚤

音のパワーレベルを機械の近くで測定した音圧レベルから求める方法を検討するために，

校型実験によって残密室で求めたパワーレベルと音源近くの音圧レベルとの関係を調べて

いる．

5・52 住宅設備に関する研究（継続）

教授勝田 高司・講師村上周三

大学院学生中上英俊・大学院学生吉野 博

給湯，暖尻，換気，冷房等の設備を住宅に設置する際に必要とされる設計資料に関する

某礎的研究を行なっている．また住宅設備の立場から，居住環境の性能標準に関する研究

を行なっている．

5・53 室内空気分布に関する研究（継続）

教授勝田高司 ・ 大 学 院 学 生 小 林 信 行

空気謁和および換気に伴なう室内空気の温度および気流辿度について模型実験を行なっ

て，とくに居住域における気流の乱れの性状と居住域に関する相似則を理論ならびに実験

的に明らかにする．気流の乱れに関する計測は超音波風辿叶，相関器，電舘機などを用い

て乱れの強さ，自己相関係数，パワースペクトル密度，渦動粘性係数などをX, Y, Zの

3方向別に求めている．

5・54 サッシおよび外壁接合部の気密• 水密に閲する研究（継続）

教授勝田高司・ 助手寺尾道仁

サッシおよびカーテンウォル構成材の接合部につき，気密• 水密性能と風圧変動との関

係を明らかにするための悲礎実験，および性能判定のための試験方法について研究を行な

っている．

5・55 市街地の気流に関する研究（継続）

教授勝田高司・講師村上周三・大学院学生池田耕一

建物周囲に形成される wakeおよび cavityの内部の乱れの構造に関する風洞実験を
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行なっているまた建物周囲における拡散現象に関する実測並びに風洞実験を行なってい

る．

5・56 関する研完

教 授 Ji券田高司・助手寺尾道仁

吝熱槽内の流れにより生じる温度分布等を洋しく調べ，蓄熱槽の特i生を研究する．また

密熱式冷暖房方式の連転方式の研究を進める．

5・57 建築の発達の技術史的研究

助教授村松貞次郎

建築も一般技術と同様に原始手工業の段陪か どっ

てきた．この過程を技術史的に分祈し，建築技術の本質と発逹の法則を明らかにすること

は，芸術的であると同時に実用的な建築生産技術を全体的に把拇するためには不可欠のも

のである．従来の建築史は例外なく芸術史であって，現代の建築技術者の要求にほとんど

無力であった．本研究は建築技術者に対して有用かつ積極的な示唆を与えるような建築史

の体系を笥しく作りあげることを目的としているものである．

5・58 日本近代建築成立過程の技術史的研究（継続）

助教授村松貞次郎・助手本多昭一

陥末・ 維新初期において専入された西欧建築技術の摂取の過程と，明治時代における発

展の事請とを，工場建築その他において検吋し，木造建築技術の近代化の実間・諌瓦造建

築の技法の実際，鉄骨や鉄筋コンクリート建築技術尊入に伴う二，三の問題点などを研究

した．その成果は「生産技術研究所報告」第 10巻第 7号として刊行され，さらに具体的

事例の調査研究および資料の収集を行なっている．

5・59 日本における建築設計組織の歴史的研究（継続）

助教授村松貞次郎

日本における建築設計組織を主要なグループに分け，民間建築家，官公庁営繕，建設業

設叶部などとし，その屈史と組織の特質を究明するものである． これによってわが国にお

ける建築生産の特質の一半が明らかになり，将来に資するところが大きいと考えられる．

5・60 建築生産工業化過程の総合的研究（継続）

助教授村松貞 次 郎 ・ 助 手 本 多 I胃一

建築生産技術は，作業の工場への移行，機械による大盈生産化により最近飛躍的に発展

している． この変化は現在まだ初期の段濫にあると考えられるが， これを技術史的観点か

ら総合的にとらえることによって，将来の最も効果的な技術開発方法を究明する．現在，

ケーススタディとして住宅用設備（浴室・便所・厨房）のユニット化に関する研究を行な

っている．
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F. 科 学 研 究

一般研究 (A)

研 究 題 研究桓当者

材料の不辿続境界における疲労破段の進行に関する破填力学的研究

新しい分鑑剤による照懐物買の分縮の研究

英

武
ll
辺

）
 

北

山

一5
9
1 夫

郎

一般研究 (B)

高密度データ伝送系デイジタル化受儒方式に関する研究

物体に作用する流体力の過渡特性に閃する研究

乱流による騒音・振動の発生械構に閃する研究

図面読恥立休図形創成のための自勁システムに閃する研完

半等体電極を用いる光霞極反応の研究

一般研究 (C)

安

石

膀

柴

本

一

彦

男

司

恐

一

靖

智

高

田

原

田

田

多
4

“3
 

9
t
 

/
i
 

桁密せん断法に関する研究

滴状菜縮伝逹の機桐靡明に閃する研究；

ヘッドアクセス・サーボ模構の高性槌化に関する研究

道路交差部の自勁設叶法の開発研究

界面活性剤ミセル内における有槻反応の研究

電子街撃によるイオン脱離現象の研究

中

棚

大

越

早

辻

Jll 
沢

島

野

威雄

郎

康次郎

正毅

茂夫

泰

一般研究 (D)

金属の塑性変形におよぼす超音波の作用

アニオンテロメリゼーションによる二官能テロマーの合成

藤

田
森

中
聰

貞

雄

良

一般研究 (A)継続

高強度材料としてのガラス状態の特只の解明とその応用

金属結晶絃界の微細構造1こ閃する研究

オリゴマー領域化合物の合成と物性に閃する研究

今

石

浪

岡

田

原
洋

照

稔

一

三

一般研究 (B)継続

粉体結晶における表面活性の解折に関する研究

プラント梢造物系実大紋型の自然地震に対する応答の測定評折に閃する研究

金属組絨の勁的安定性に関する研究

桐

理

川

高

亘

西

，
 

梢

浩

厚

一般研究 (C)継続

溶銑の脱炭速度に関する研究 館 充
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試験研究 (2)

モアレ法によるひずみ測定梢度向上に関する研究

工作機械の要素構造と全体構造の動剛性に関する研究

光学的方法による急しゅん波衝撃電圧の発生ならびに測定に関する研究

サイリスタ・インバータによって駆動される誘郡電動機の特性改善に関する
研究

音声エレクトロ・メカニカ遅延線路の研究

エリア分割機能を付加した道路網校擬装四による広域交通網のハイプリッ
ド・シミュレーションに関する研究

レーザビーム伝送実用化試験装囮の試作研究

感光性高分子材料の開発研究

田

藤

村

島

山

佐

河

原

尾

高

斎

白

上

羽

藤

石

嘉

高

逹

文

守

禎

成

振

昭

芳

雄

雄

夫

雄

文

作

試験研究 (2)継続

I 
特定研究 (1)

I 
特定研究 (2)

I 
特定研究 (1)継続

I 

耐熱性高分子化合物の合成研究 妹 尾 学

地霞時における構造物の破壊機構に関する茄礎的研究 久 保 農三郎

濃淡のある画像情報処理に関する研究 古9バ］ 木 幹 雄

水資源の存在状態に及ぼす人的影唇に関する研究 井 口 日
回 平

総合研究 (A)

［ 
総合研究 (A)継続

防震設計に関する研究 大 野 進

多重モード圧電振動子とその応用に関する研究

土木構造物の勁的志答に関する基礎的研究

界而活性剤による水買汚濁の処理対策

上

保

原

尾

久

浅

夫
郎
一

三

守

度

照

奨励研究

多入力をうける機城構造物の地虚応答解折に関する研究

減衰器を付許した成械構造物の動的応答

超高周波用 GaAsショットキゲート電界効果トランジスタの研究

E.R.Sおよび NMRによる各種ポーラスボリマーの研究

Cr (VI)酸素酸塩に用いる感光性レジストの基礎研究

光分解反応を利用する有機感光材料の開発

金属表而上での有機化合物の挙動に関する研究

トリクロルメチル諾とオレフィンの反応に関する研究

平

晃

子

子

子

則

満

瑠

紀

代

浩

伸

由

香

政

光

木

橋

原

沢

木

柄

山

藤

々

羽

鈴

高

栗

梅

佐

鋤

烏

佐
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G. 受託研究

本所の受託研究は，昭和 24年度から開始し， 46年度において次のような数字を示して

いる．

受理件数 56件

歳入額 40,495千円

委託者は主として工業生産に閃係ある事業機関と官公庁などの研究機関である. 46年

度中に受理した分につき題目などをあげればつぎのとおりである．

~ 
1 

2 

3 

4 

5 

6 

7 

8 ， 
10 

11 

12 

13 

14 

15 

16 

17 

18 

19 

20 

21 

22 

23 

24 

25 

26 

27 

28 

29 

30 

31 

受託 題 目

現像剤を必要としない作像方式の研究

圧延板の矯正加工に関する某礎的研究

境川・柏尾川合流部の水理状態の研究

京葉港叶両の水理学的研究

東北本腺赤羽・川口間荒川橋りょう附近栢りょう下部構造の耐震設計に
閃する研究の測定値解折

循環形記憶回路を用いた道路模擬装四に閃する研究

土木設計業務における電子計邸機の高度利用に閃する研究

ナノセコンドバルス測定技術

自動車の安全装四の材料に関する研究

異径ロールによる圧延に閃する実験的研究

コールドロールフォーミングに関する韮礎的研究

ヒドロキシルアパタイトに関する研究

高炉スラグの利用に関する研究

サイリスタ変換器による交流電動機の隠動に関する研究

High Perviance Beamの不安定性に関する研究

軸受腐食の研究

特殊金属の分離・採取に関する研究

レーザ装四の高性能化ならびに周辺技術の鱗礎的研究

誘尊自勁車システムの研究

ファクシミリ信号の伝送効率向上

高速位屈決めのサーボ機構の研究

プリンタ部品の生産加工の研究

超高周波半郡体増幅素子の悲礎研究

モノリシック構造の高周波フィルタの研究

海底トンネルの断面形状の変形の実測およびその解折

MIS形霞界効呆トランジスタの低周波雑音特性の研究

嗚門海吠における地虞波の解折

構造物詰礎の地震伝播に関する研究

ポリオレフィン繊維及びシートを用いた複合地鯰化による地盤改良工法
の研究

近地地露の構造物に対する影唇に関する研究

自動車原動機の性能向上の研究

主任研究者

野崎 弘

鈴木 弘

井□ 昌平

井口昌平

田村煎四郎

雄

和

雄

収

弘

弘

郎

和

郎

一

久

夫

文

雄

彦

郎

雄

夫

夫

和

夫

郎

郎

郎

郎

生

三

次

四

四

三

三

義

脱

逹

武

隆

善

陽

正

和

成

文

靖

康

威

芳

守

隆

芳

重

煎

五

度

長

脇

安

村

尼

木

木

辺

安

井

井

永

石

薩

島

田

島

川

逹

上

安

逹

村

村

木

保

町

森

丸

河

平

鈴

鈴

山

丸

沢

蔚

松

明

斎

原

安

大

中

安

尾

丸

安

田

田

三

久

水
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番号 受 託 題 目

32 

33 

34 

35 

36 

37 

38 

39 

40 

41 

42 

43 

44 

45 

46 

47 

48 

49 

50 

51 

52 

53 

54 

55 

56 

自動車の動力性に関する研究

自動車の流体力学的問題に関する研究

エレクトロニクスの自動車への応用

水力開発における各種電子機器の高度利用に関する研究

航空写真を利用する国鉄沿線災害の危険度判定に閃する研究

光回路索子に関する研究

逆没透法に関する研究

自動車の力学的問題に関する研究

自勁車の性能向上に関する研究

高速自勁渦流検査法に関する研究

大農火災時における危険物施設配管の耐辰性に関する研究

大型地下タンクの耐虞性状に関する研究

写兵測絨技術のNC自動プログラミングヘの応用

立谷沢川の流路工などに閃する模型試険

霞力用機器の振動試験法に関する研究

自動車の安全装匹に関する研究

構造物蒻礎の地震伝括に関する研究

板の矯正加工の諾礎研究

光伝送に関する研究

MIS形電界効果トランジスタの低周波雑音特性の研究

製錬工程における有価特殊金属の回収に図する研究

熱霞変換索子材料の聞発に閃する研究

水力開発における各種電子機拇の高度利用に関する研究

自動車振動試験装四の防振設計に関する研究

：； 

:t9t~ 

収

男

雑

和

和

二

郎

厚

収

夫

郎

郎

和

平

一

収

郎

弘

一

夫

和

夫

夫

和

恐

者

三

四

四

究

智

文

覧

悦

襄

武

守

度

苛

ふ

降

昌

進

咽

阻

芳

隆

和

正

隆

研任

尾

原

島

安

安

崎

辺

理

尾

上

保

村

安

口

野

尾

村

木

井

追

安

石

藤

安

田

主

平

石

原

丸

丸

浜

山

亘

平

尾

久

田

丸

井

大

平

田

鈴

藤

安

丸

明

加

丸

柴

，
 

i
く
く
<
:
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3. 主要な研究施設

A. 特殊研究施 設

1. 材料実験室

材料実験宝は，面積 354m叫主な共通設備は容凪 300kg, 2 t, 5 t, 10 t, 20 t, 100 t 

の万能試駿楓のほか，ねじり，衝撃，かたさ，圧力叶試験搬などである．設備は本所の共

通施設の一つとして，所内各部の研究に利用されており，特別の試験では，長柱の座屈試

験，クリープ試験，高辿引張試検などが行なわれている．設備の更新・近代化および計潤

あり，最近において更新充実し インストロン旦 10t 

2. 微小部 X

本装置は HITACHIXMA-M 1盟を主体とするもので，分散型分元器によって 12Mg

以上の諮元索，および非分散型エネルギ分折器によって 6C-s0の定性分祈ができる．付

屈装置として．プラウン管による 2次元像観察ユニット，試符加熱炉を蘭えている． この

装罰によって化学および金属学への応用研究が行なわれている．

3. 風 路 付 水

20. 84m, 幅 1.Sm, 深さ 1.35mの極めて小鷹の鋼板製水槽であるが，一

端に造波装i筐を有し，周期 0.6sec以上の波を発生することができ，他端には効率のよい

消波装置を備えている．この水栖上部に高さ 1.10m, r, 屈2.40mの風路が設けられ， 2台

の送風殷により最高の風速 15m/secがえられる．波と風速との組合わせを変えることに

より，いろいろの海面状態における船の横安定性を知ることができる．また若干の付帯設

備をおぎなうことによって，縦安定性，海水打込現象など船体辿動学上重要な問題の実験

研究にも大いに役立つものである．本設備は， II月和 38

た．

4. 高圧空気源装置

よって設骰され

特に小型ガスタービン研究用の高圧空気諒装置であって，実頃用タービンの駆勁，ガス

タービン用圧笥概の実験，亜音速および超音速におけるターピンおよび圧縮模の流体力学：

的研究，燃焼器や熱交換器などの研究に必要な多鼠の高圧空気を供給する装訊である．吐

出圧力 3.lkg/cm2abs, 吸き込容鼠 1kg/sec, 駆動鳥 180kW力の 2段ターボ圧紹懐を主体

とするものである．小型ガスクービン研究としては，圧力比が高いにもかかわらず駆動馬

力が少なく，またサージング防止装罰，各糀の安全装鳳自動起動および停止装闘などを
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もち，実険の梢度および能率の増進をはかったものである．

5. 耐震機械必造解析設備

本設備は高速データ処理装骰を中核に光電式波形読取装骰，データ・ソータ，デジタ Jレ

• プロッタ，むだ時間発生装置などからなっている，高速データ処理装置は，サイクル時

間30μs, 符号＋純2進 10ピットの A-D変換装箇を中心に，礎気テープ，カード穿孔機，

高速紙テープ穿孔機， FACOM270-30・データ・チャンネル用伝送装骰などをその周辺

に有している．アナログ入力は 3回路の同時入力回路および30回路の逐次柿引入力回路

を経て， A-D変換装低でデジタル信号に変換され， 256語の磁心メモリ 2組を経て，磁気

テープに書き込まれる．収録可能なデータ総戯は 2,400,000語であり， 10,000データを

紙テープに穿孔するのに要する所要時間は約 20分である．デジタル・プロッタは計郭制

御部を備えた作図変四であって，その特徴は 8進数に変換した座様点を指示することによ

り，その間の値を叶鍔制御部により内挿することにある. F ACOM 270-30よりのオン・

ライン制御が可能で，時分割的に上述の高速データ処理装位との同時に使用することがで

きる．またアナログ計邸機 (NECA-300) およびその周辺装四を併四して，必要に応じ結

合して使用している．

6. 電子顕微鏡室

本所における電子顕微鍛は HU-200, JEM-5Y型を主体とするものである．この種の型

の電子顕微鍛は分解能 10A,直接倍率 1,000-200,000倍（写真引伸 1,000,000倍）の性

能を有するもので各種のアタッチメント， ミクロトームなども完備した． これらの電子顕

微鏡は広く所内の要求に応じて研究に使用され，原則的にはオープンの型式をとってい

る．

7, 自然地霊応答観測用プラント構造物モデル

鉄筋コンクリート地下哺り地上—陪の試験体兼計測器室と鉄骨構造物を中心に塔槽，つり

タンク，配管その他から成っている．隣接地表上などを含めた各点の加速度を地震によっ

て起動する記録装置によって常時観測しているほか，水平動の長周期成分や地動のねじり

成分を測っている．とくに前者については連続観測を行なっている．これらの結果は化学

プラントの耐震設計の改善のため使用される．

8- がいし汚損フラッシオーバ試験室

各種の温度，湿度において，汚損状態のがいし類のフラッシオーバ電圧低下現象を究明

するための試験室である．塩分その他の汚損を人工的に付与した場合，あるいは自然曝露

により汚損されたものについて氾度，湿度を自由に調節して高遣圧での試験を実施でき

る．

温度範囲 4°C-80°C, 湿度範囲 20%-95%, 試験電源 60kV-300k VAである．
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9. 多次元画像情報処理研究設備

電子計葬機によって多次元圃像の情報処理を行なうため，圃像を画索に分解して入力す

る装骰およびデイジタル出力を圃像に変換する装四が中心になっており，現在 256x256

階調 32レベル程度の圃像を扱うことができる．入力は高速 A/D変換器 (lOOKHz, 10ビ

ットを）そなえた機械走査型，出力は現在のところ改造した CRTを用い，他に対話型処

理のためジョイ・ステイックを備えた密積管ディスプレイが用意してある．また線画の

ため XYレコーダ，および XYプロッタがある．画像の蓄軟および走査変換のためシリ

コンターゲット寄積管を設け， ITVからの入力，および TVモニタヘの出力も可能であ

る．さらに音惚ホログラフイ用の水糟も用意されている． これらは全てミニコンピュータ

(8 KW/16ヒ万卜）の制御の下にあり， 機能をできるだけソフト化して， フレキシプルな

処狸が行なえるようになっている．

10. レーザミリ波実験設備

安定な環境のもとで， レーザ光，およびミリ波の伝送の実険をおこなうための設備で，

これは本所千葉実験所にある．温度を一定にし，空気の流動を避けるために，約 100mの

長さの地下洞道となっており一端に付属している実険室には，視在）レビーレーザおよび

He-Neガス・レーザ光源が設罰されている．ならびにレーザ伝送用ケープ）レ・トラフ

(150m長）がある．

11. X線解析並びに螢光 X線分析装置

理学電機の普通のX線解析装憫と

強力X線解析装骰があり，モノクロメータ，

や熔融塩などの構造解祈に有効である．

12. 走査型電子顕微鏡

もう一台回転対陰極を使った

していてガラス，高分子

日立の HSM-2 10万倍，分解能 200Aである．

13. 量分析装置

日立製 RMU-6D型質鼠分折計は，高性能で安定に作動する装置とし，一般の気体だ

けでなく，液体や一部の固体試料の分析を対象として設叶されており，操作が容易で各種

の研究に有用である．本装罰は 40年度文部省科学研究費の機関研究によって設けられた・

14, 核磁気共鳴吸収装置

日立製作所製 R-20A型装四 (60MHz) および R-22型装置 (90MHz) は永久磁石を

使用した高分解能核磁気共嗚装置であり， ケミカルシフト， スピンースピンデカップリン

グの測定により分子構造の決定の上に有用な知見をあたえ，また特定原子団の検出や定鼠
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が可能で， c{『！翌化合物および不安定中間体の構造決定，反応搬構の決定などの研究に供さ

れている．

15. パーキンエルマ赤外分光光度計

ドイツ・パーキンエルマ社の 125型赤外分光光度計は回折格子型の二璽分光方式で，分

解能がとくに高く，設数桁度も高く，各団の有恨化合物の研究に利用されている．本装置

は昭和 38年度研究用機塀應時更新喪で購入されたもので，恒温恒湿装置は昭和 39年度選

定研究（設備）によって設けられた．

16. パーキンエルマレーザラマン分光光度計

ドイツ・パーキンエルマ社の LR-3型レーザラマン分光光度計は光源レーザとして He-

Neレーザ (6328A, 出力 6mW)が用いられ，分光器は回折格子型の二重分光方式，ス

ペクトルは 4000』cm→ まで自励記録される．赤外分光光度計と併用することにより，罰

々の化合物の構造研究に有用である．

17. 光反応実験室

光照射による励起物質の挙励，反応性，反応中間体，間体生成物等の解明を目的として

各種照射兄摩，励己分子，不安定中間体の検出装i性を備えている．

光 源ークセノン光源， lkW, 500W, 150W, 高圧および超高圧水銀源，各500W,

250W, ; レビーレーザ（ジャイアントパ）レス） 5MW (発光時間数 10nsec), 

並びに各種モノクロメータ

検出装置一励起分子の研究のため螢光，燐光測定装闘，生成物の検出のための可視，紫

外および赤外分光光度計

また特に極めて短寿命の不安定前の検出のため閃光光分解装置を備えている．本装説によ

り10,usec程度の寿命の化学種の解祈が可能である．

18. 反応機構解析装置

化学反応における反応径路，反応速度，律速段l麿などを解明するための装四で，反応

部，電子スプン共鳴部，制岬記録部から構成されている．反応系の温度，濃度の説取り，

制御，生成ラジカル濃度の測定，データ処迎が可能で，迅追な反応の搬構解朋，反応系の

応答解祈などに利用される．なお，本装四の電子スピン共嗚部の本体は日 JES 

ME-3X型 ESR, 制御記録部の本体は JEC-5, JRA-5スペクトラムコンピュータで，そ

の他に入出カボックス， AD-DA変換器， リレーボックス，外部記憶装謹，チャートリ

グを付屈機器ぶとして備えている

19. 放射性同位元素実験室

本所の共同利用施設として，設置以来 15年余を径過した千葉実験所 RI実験室 (92.4 
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記）およびr線照射実険室 (13.2mりのほか，隊布庁舎敷地内

(179, 7mりがある，麻布実険室は事窃室・ 汚染扱査室・測定室・陪室・低レベル放射化

学実検主・ t:jレヘル放射化学実淡・主化学実校室・物鯉実設宝・ r罰！ラジオグラフィ玉・

貯蔵室・戻械皇 (2洒）とからなり，フード 4悲グロープボックス 1悲をとりつけて化学

狐作が安全に行なえるほか， ビニール製カーテン璧によって局部的に仕切り， その内部で

摩耗実敦その他汚染の広がりやすい実険ができるよう＜ふうしてある．測定器としては，

シンチレーションカウンタ 1台，ウェル型シンチレーションカウンタ 1台， GMカウンタ

3台， レートメータレコーダ 3台の一般的なものおよび 400チャネル設高分析器・シング

）レチャネル波高分祈器・ 2ておよび 4冗計数ヘッド・低バックグランド放射能測定罪・振

動容量型電離箱・ローリツェン検電器も使用できる状態にある．サーベイメータとしては

GM管式のもの 3台・シンチレーション式のもの 1台・電揺箱式のもの 1台がありレント

ゲンメータも 3台罰えてある・ このほか防説用品として遠隔扱作把手 3本i叫腐校作ピペッ

タ1台をはじめとして合鉛ゴム手袋・防設眼鍼・しゃへい用ブロックなどを仙えてある・

20. 大型高性能真空焼鈍炉

この炉は文部省からの別途予邸の記付により設備されたものであって，本所の共通没伽

として利用されるものである．視在本所内だけではなく，東大工学部よりの利用者も培加

している．その性能および特辰は下記のとおりである． 温度は 1400℃，真空良

最高 10舟nmHg, 炉内汀効内容積 20cmゆ人30cm, かの下部に真空の冷却定があり，空冷

涅度の急冷も可能である．

21. 

J哨学屯性製の自鼻ぷ汲式の又屑で示差訊分析と同時に直鼠変化ぉよひ王凪変化字の瓦走

もできる．カンタル線臼用の屈尊夏の他に白糾［金使用の高温塑も仙えている．鉱物の訊分

l斤，高分子物門の熟分析などにより物性の砧塁的研究を行なっている．本裟置は1げ｛和 41

年度文部省科学研究費の覧閃研究四によって設けられた．

22. 

出力 15kW

周波数 30kcおよび 2Mc 溶解兄 3kg真空熔解および大気泊鱈

鉄・ あらゆる製辺条件に左右されるが，そのなかで

溶解条件は最も大切なものの一つである．本記鱈没儲により

および需域溶腎に

応を研究するま
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23. 160kW高周波誘導電気炉

溶銑，溶鋼などの処理に関する研究のため設置したもので，高周波発電機を有し，周波

数は 1000サイクルである．銑鉄の場合には 100kgを35分で溶解することができ，出力を

自由に加滅できるので温度調節も自由である．

24. 試験高炉および付帯設備

製鉄技術に関する基礎的理論的諸問題を研究するためのもので，次の各設備から成る．

炉本体（内容積約 0.8m叫全鉄皮式）および炉頂金物 (2重鐘式，旋回ホッパ），送風機

（ルーツ式， 0.9kg/cm汽 8Nm刃min, 回転数制御），送風加熱装四（ペプ）レ式熱風炉2基）

自動秤最装入装筐（貯槽およびスケー）レホッパ， RI検尺計，スキップ巻揚機，横送べ）レ

トコンベヤ），ガス処理設備（除座器，オリクロンスクラッパ，圧力調節弁および均圧弁，

バグ・フィルタ），半自動原料処理・貯蔵設備（粋砕機，振動節，貯鉱槽ー30mぽ韮ーな

らびに付帯コンベヤ系），冷却水術環使用設備，中性子水分計，赤外線ガス分析計など諸

計器，出銑口開閲機，ガス試料自動採取ゾンデ，炉内圧連続測定記録装岡・

25. 津波高潮実験水そう

幅25m, 長さ 40m, 深さ 60cm(ただし造波部分は 90cm)の平面水そうが上屋内に納

められ，長周期波ならびに短周期波の造波装置が設爵されている．長周期波の発生装置

はプログラム設定自動制御方式を採用した空気式（プロワ 20PS)であり，発生波の周

期は lminから 30minまである．また短周期波造波機は 20PSフラップ型，延長 20m

であり，発生しうる波の周期は 0.6sから 9.6sまでである．

（千葉実験所内に設けられている）

26. 風胴付二次元造波動水そう

輻60cm, 高さ 90cm, 延長のガラス張り二次元水そうであり，風浪発生装骰 (7.5PS最

大風速 25m/s) ならびに規則波生装四 (2.OPS, 発生し得る波の周期は 8.Osから 2.8s) 

が取りつけてあり，それぞれを独立に同時運転することができる．

（千葉実験所内に設けられている）

27- 写真測量精密図化機 AutogsraphA 7 

実体写頁を用いて測定する方法は非常に広い利用範囲をもっている． しかし，この場合

高精度の結果を得ようとすれば，カメラの性能， i紋影の諸元，図化機の機能などが重要な

要索となる．

本所は地上写真測量用カメラとして Zeiss製 cnrBおよび RMK40, Wild製 P20 

を，図化機として Wild製 AutographA 7を備え，地図作製ばかりでなく各稲の三次元

測定に利用している. A 7は現在実体写真図化機としては最高の籾度を有するもので， こ

れに座標印字装既テープ穿孔機，断而図作成装骰などが付屈している．
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さらに新しく小型図化機を備え近距離物体の測定，図化に供している．

28. 自動製図機

数俯制御による製図機で，構造物の自動設計，製図，透視図の作成，数値地形モデルの

作成等多くの利用面をっている．

29. 水工学実験棟

千葉実験所内に設けたスパン 45m,長さ 85mの鉄骨造の実険棟であり，その中の主要

な実険装四は幅 40m, 長さ 70mの海岸工学実験用平而水そうおよびそれに付随した周期

0.6秒以上，波高数センチメートル以下の波のための造波機である．設による海浜流に関

する研究，港や川口の形状と波との関係に関する研究などがこの装闘によって行なわれ

る．

30. 床版試験機

この試険槻は橋の床組，舗装版および建築構造物などの強さの実験を行なう目的で設骰

されたものである．従来の試険機では平面的な広がりをもっている供試体の強度試験は不

可能であったが，本試験機では 5.5m xlOmの床版の試険が可能になり， しかも試験機の

最大荷重が 1台で 100tであるので， 2台の床版試険機で 200tまでの荷直を構造物に作用

させることができる． このため従来弾性範囲，微小変位でしかわからなかった床阪などの

強度が破壊付近まで究明できるようになった．また荷重を任意の四位でかけられるので，

振り，曲げをうける構造物の強度，変形の研究が可能になった．

31. 大型振動台

構造物1試屹，土が主体となる構造物等の耐震性に関する晶礎的研究を行なうために，千

された．土の振動性状，すべり面の形成，フィルタイプダムの安定などの

研究においては重力が大きく彩曹をもっているので，従来の規校の振励台では相似律がほ

とんど満足されない実験が行なわれていた．大規膜の振動台の設骰によりこの間題はほほ

解決された．振動台ば油圧浮上式で台と晶悦との間の磨擦を最小にした．台上の箱は長さ

10mx幅2mx高4m, 電動油圧式の加振鼎の出力は 20tで，出力を補うために正弦波の

振動の場合はバネの共振を利用している．振勁台の周期は 0.1-1.0秒，最大振幅（全振

幅）は 10cmである．

32. 多目的音響実験室

この実験家は建築音密及び交逆騒音，工場騒音などに関する研究を行なう部分と空気晶

和に関連する研究を行なう部分からなっている．

騒音に関する研究室は無曹室，残替室，模型実験室，測定室からなってい

る．無轡室は壁，床，天井ともすべて吸音用クサピが取り付けてあり，
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試験，聴感テストなどに用いられる．残欝室は 25cm厚のコンクリート璧に囲まれ，内部

は給タイル張り，室容積は約 200m叫天井から多数の拡散佼を吊して室内を拡散音場に近

すげており， 500Hzで的 10秒の残惚時間を持っている，校型実険室では公会堂，音楽堂

などの約 1/10模型を製作し，室内音暫の研究を行なっている．

地下部分に送風器 (75kW) および送排気部消音搬構（約 70dB), 防振搬構を配し，地

上階に送風糾御罠器，気流騒音，振動解肝計測定器，多目的残唇窒 (210mり埠界屈型風

洞（断面 1soox1200・速度最大 13m/s), 計測室，作業室から成る．

認 室内空気分布実験室

本実験支は，約 5.5m x7. Sm x2. 7mの測定室， 5.5m〉<1. 4m〉<2.7mの冷却加熱圭お

よび！歳械室よりなる．測定室および冷却加熱室は屋外の彩苦を少なくするため，外墜から

隔離して二霊間仕切によって構成されている．また，測定室と冷却加熱室の間は，各稲の

外聖に相当した材料に取換えられる．測定室は室温 20-27℃，冷却加熱室は暖房実険時

-5℃，冷房実険時 40-50℃ に保たれるよう，プロワ・コイルおよび電熱コイルを備え，

サーモスタットにより制御される．拭械室には，これらの冷暖房運転のできる能力の

5HP・ヒートポンプ・ユニットおよび送風搬，循環水ボンプ，電熱ボイラなどが設骰さ

れ，給気温度を一定に保つ制御装慨を有している．この実験室を使用して，空気吹き出口

の特•『I:, 室内気泣分布および屋外負荷の室内への伝播間四などについて実験研究を行なっ

ている．

34. 気密水密および風圧強度試験装置

実物大サッシ，カーテン・ウォール部品などをとりつけうる (2.5>芯 Omり圧力点に

加圧および送風装骰，スプレー装i筐，空気流量拇定装置を付属せしめたもので，圧力は最

大400kg/m程度である．流紐測定は，一般にピトー管および熱線風辿計を用いるが，と

くに微位の場合にはトレーサー (CO砂ガス法による．スプレーと同時に加圧をして水密

性を検討するまた，凰圧に祖当する圧力をかけ，ひずみおよびたわみを測定する．

B. 試作工場

所内各研完室の研究活動や大学院学生の教育上必要な実険用長械・ l塁具• 試険材料など

の工作を担当する．当研究所の使命が産業界と直結した研究の推進にあることを反映して

本工場の工作内容もまた最妍の生産技術と密接な閃係をもつ斬新な装i筐の試”ドが多く，設

註および工作技術の良否が研究成果におよほす形害も大きい点がこの工場の待色である．

工場の規校は総床面積 1079m叫人員 29名で金工工場が全体の約半分を占め，残りは設

叶主・’這子搬器工作室• 木工室・ガラスエ作主・共同利用工作配・材料庫および事務至な

どに分かれている
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金工工場の設罰搬械は下に示すように小形の梢密測定賠から大形の鉄骨構造物に至るま

している．

屯盤 10, フライス盤 6,平削盤 1,立て削鯰 1, 形削盤 6, 研削聾 5, ボール錦 3, 歯切

祝2, シャー 2, 折曲機1, 3本ロー）レ 1, 屯孤溶接桟 2, 電気炉 1, 裾盤 4, 超音渋加工

1, 木工機戚各種 7, 工具顕微泣 1, 卓上概械類 10.

電子楓器工作室はエレクトロニクス関係の設計• 製作・修理・改造・紋正・部品の供給

および技術的資料の提供などを主要業務とし，絞正用の椋準計器のほか，シンクロスコー

プ・ユニバーサルカウンタ・ XYレコーダ・パ）レスメータ・胤波数計・デジタルマルチメ

ータなどの新しい測定器を釧え，部品頬も翌富な在庫を用意してある．共同利用工作室は

専任掛員の指尊の下に所内の誰でも利用できる工作室で旋盤 4台・形削盤 1台・ボー）レ盤

3台その他の設備がある．，材料庫は各研究室へのエ作材料の供給も多砿：こ行なっている．

全般的にみて試作工場の規校は所内の工作需要に対してまだ小さ過ぎるため作業の消化

のため外注もかなり行なわれている．

C. 電子計算機室

本所の各研究分野における技術計邸やデータ処雖のための共同利用を目的にした設備で

あるが，大学院学生のための計卵機教育の役割も果たしている．

設備されている機種は FACOM270ー30であり，主記節容砿は 32K語，内部磁気ドラ

ム 256K語，入出力装i置はカードリーダ，ラインプリンタ，各 1台，磁気テープ装低 2

台，紙テープ読取械，紙テープさん孔搬各 1台のほか， XYプロッタ 1台を備えている．

オフラインのカードパンチとして IBM29型 6台， 26型 1台およこゞカード複写機 514型

1台がある．

この叶邸横はオンラインデータ処理が可能なように，オンラインデークチャネルを備え

ている．

このほか， 1962年以来， 9年間の実績のある OKITAC 5090Cも稼動しており，記磁

容量 4,000語，！滋気テープ装骰 2台， ラインプリンタ 1台，屯勁タイプライタ 4台 (1台

オンライン， 3台オフライン）が設備されている．

D. 

写真室は，普通写真室 72m叫写真作業室 92m2からなり，各研究室・事務室の依頼に

より，一般写真作業としては，文献の写真複写およびゼロックス複写， i紋影，現像，引

他白焼，スライド作製などを行ない，映画関係作業としては， 16mm Arrifiex, 

Cine Kodak, Bell & Nowell, 高速度カメラ Fastaxを設備し，一般撮影，高速度批影の

ほか，胃集，録音（慮気），映写などを一貫して行なっている．

運営は本所写真委貝会の管理のもとに行なわれ作業件数は月平均 632件になっている．
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E. 図書室

本所開設以来千葉においては中央図薯室および 5部の分室に別れていたが，麻布移転に

当たりこれを一個所にまとめることになった．すなわち本館 2階に下記のごとく総面積

708. 93m2におよぶ場所を書庫ならびに閲覧室にあてている．

本図薔室の特長は本所の研究が理工学の広い分野にわたっていることを反映してこの広

い部門にわたる図書を有し， ことに外国雑誌とそのバックナンバーの整備に力をそそぎ，

また研究者の希望に応じてコピーを得るのに便利なようにしてある．図書の分類は U.D.

C. の分類法などを参照した本所の研究に便宜な分類法によって統一されている．

1) 建物延面積（昭和 47年 3月31日現在）

モ芦仕 庫 503. 97m2 

教官閲豆室 16. 53m2 

洋雑誌閲買室 72. 73m2 

和雑誌閲買室 56. 20m2 

一般閲虞室 19. 83m2 

事 務 室 39. 67m2 

計 708. 93m2 

2) 蔵書数

洋 書 56,865 

和 叶.芦1. • ● 45,864 

計 102,729 

3) 外国学術雑誌

バックナンバーおよび現在予約購読中のリストは巻末付録にある．
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